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序

本報告書は、 中央自動車道建設に先立ち発堀調査された一 連の遺跡のうち 、 197 8年度に実

施した金の尾遺跡と無名墳（きつね塚）の2遺跡について、 調査の結果をまとめたものであり

ます。

金の尾遺跡は 、 中央自動車道西宮線の甲府昭和インタ ー チェンジと韮崎インタ ー チェンジの

中問 、 甲府昭和寄りの山梨県中巨摩郡敷島町大下条にあって、 秩父山地に源を発し甲府市西部

を南流して笛吹川に合流する荒川の扇状地末端に位置しております。

調査面積はおよそ 8,000 m' 、 発見された遺構は縄文時代前期終末の住居址1軒、 同中期中葉

の住居址 6 軒、 中期終末の住居址2 軒、 弥生時代後期の住居址32軒、 弥生時代の方形周溝墓 、

円形周溝墓17甚、 さらに縄文～弥生時代の土壊など多数に及び、 またこれらの遺構やその周辺

からは各時期の土器や石器など辿物も大量に出土いたしました。 縄文時代の甲府盆地の遺跡と

しては出土品も豊富ですが 、 弥生時代の大規模な集落址が発堀されたことが、 最も大きな成果

でした。 甲府盆地内部でこうした大規模な弥生時代の集落址が発見されたのはもちろん初めて

で、 しかも墓域と居住地とが分かれており、 集落がV字溝によって上記2群に区切られている

様子は 、 当時の集落の形態を推定する貴重な資料を提供するものであります。 また、 出土した

土器には 、 長野県北部に分布の中心を持つ箱清水式土器の強い影響を受けたものが多く 、 一部

に東海・駿河地方の土器が混じるなど、 周辺地域からの文化の流入を如実に物語る好資料でも

あります。

無名墳（きつね塚）は金の尾辿跡の北西 、 北巨麿郡双葉町の赤坂台地上にある後期古墳の一

つです。 かつて、 台地上には多くの古墳群があったといわれますが、 今は数えるほどしか残っ

ておりません。 本墳から出土した鉄鏃• 玉・紡錘車などや横穴式石室の構造は 、 同台地上にあ

ったニッ塚古墳• 竜王2号墳• 同 3号墳と類似しており 、 これら古墳群を築造した勢力を想定

する上で貴重な資料を提供しております。 特に近時、 同じ調査者によって敷島町天狗沢窯址か

ら白鳳時代の鐙瓦が発見され 、 これら古墳群の存在が再認識されるに至りました。

以上、 2遺跡いずれも重要な意義を持ちますが、 特に金の尾追跡は本県の弥生時代を代表す

る遺跡として、 発見当初から注目を受けて参りましただけに、 このたび、 本報告書の完成によ

って、 その全容が明らかとなった意義は大きいと存じます。 より多くの方々が研究資料として

本書をご利用下さいますよう念じてやみません。

末筆ながら、 と協力を賜わった関係機関各位、 並びに直接調査に当たられた方々に厚く御礼

申し上げます。

1987年3月

山梨県埋蔵文化財センタ ー

所長 磯 貝 正 義
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1. 本書は、 山梨県中巨摩郡敷島町大 下 条字金の尾に所在する金の尾（かねのお）遺跡及び北

巨摩郡双葉町下今井に所在する無名墳（きつね塚）の発掘調査報告書である。

2 .  本事業は中央自動車道建設に先だって、 日本道路公団より委託を受けて実施した発掘調査

で、 発掘調査は昭和52 ·53 年度、 整理報告書作成は57 年度より61 年度の間に実施した。

3. 本報告書の作成には、 文化財主事末木健、 新津健、 米田明訓があたり、 執筆及び編集は末

木が行った。 ただし、 IV章第 2 節は長沢宏昌が執筆した。

4 .  写真撮影は発掘作業中の遺構 等を末木、 新津が行ない、 遺物は末木が行った。

5. 石器の材質は山梨文化財研究所第 6 研究室長河西学氏の鑑定による。

6. 本報告書にかかる出土品、 記録図面 、 写真などは山梨県埋蔵文化財センタ ー に保管してあ

る。

7. 発掘調査及び報告書作成にあたって、 下記の方々より御協力をいただいた。 記して謝意を
表します。

笹沢 浩、 服部敬史、 敷島町教育委員会、 双葉町教育委員会、 日本航空学園

凡 例

1. 挿図の遺構平面図中にPoを冠した数字は、 各遺構 より出土した土器Nuであり、 出土遺物

挿図のNuと 一致する。

2 .  土器でスクリ ー ン ・ ト ーンが貼って有るものは、 赤色塗彩された部分である。

3 .  石器で条線スクリ ー ン ・ ト ー ンが貼ってあるものは磨かれているものであり、 ドットスク

リ ー ン ・ ト ー ンの部分は擦られている部分である。

4 .  追構 中の焼土はドットスクリ ー ン ・ ト ー ンで表示している
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第 I 章 調 査 状 況

第 1 節 調 査 に 至 る 経 過

1 977 . 12 . 工事中に遺跡が発 見された為 、 発掘調査について道路公団及び県教育委員会 と 協

議。 197 8 . 3, 遺跡範 囲 確 認の為の調蒼 を実施する。1978 .5.10 , 道路公団 • 県教育委員会で委託 契

約を締結する。 1 978 .5 ,  文化庁へ発掘届 を提出する。 1 978 . 5 .1 0 , 発掘調査着手。
_
1 978 .7- 9 ,  地下

湧 水の増加により発掘作業 中 断。 1 978 .10, 発 掘調査再 開 。 1979 .2. 1 0, 発掘調査終 了。 1979 . 3, 

文化庁 へ遺物 発 見 通 知 を 提出。 1979 .3.16 , 道路公団に精算報告書提出。

第 2 節 調 査 組 織

発掘調査主 体 山梨県教育委員会

。 調査担 当 者 県教育庁文化課文化財主事 末木健 • 新津健

。 調査員 伊 藤 恒 彦（ 日 本 大 学 文理学部卒）、 米田明訓（明治 大 学大学院 生）、 長沢 宏 昌

（広島大学卒） 、 小林義典（ 大 正 大学）、 藤本（早稲 田 大学卒） 、 矢野真一

。 調査協力 者 松 浦 宥 一 郎 、 服部敬 史 、 武藤雄六、 小林公明、 林 幸 彦 、 樋口昇 一 、 笹沢浩

。 補助員・作業員・整理員（巻末に記 載）

第 II 草 遺 跡 概 要

第 1 節 位 置

山梨県中巨靡郡敷島町大 下条字金の尾 地籍に位置する。 敷島町は 甲 府 市の 西側に接し、 北側

は奥秩父山地金 峰山から、 南は国鉄 中央線あたりで区切られる。 東 西 幅は狭 く 、 甲 府市 と 北巨

摩郡双葉町にはさまれた、 南 北に長い町であるが、 こ の町の最 南 端に金の尾遺跡は位置する。

第 2 節 地 理 的 ・ 歴 史 的 環 境

前 述した位置にある金の尾遺跡は、 中央線竜 王駅の 北方約 400 m にあり、 標 高28 5 m の自 然

堤 防 上 南端に立地する。 西 側は茅 ケ 岳から突き出した赤坂 台 地が緩かに 南 へ 伸 び、 赤 坂 台 と 金

の尾遺跡の間には貢川が流れる。 貢 J / 1 の 流れる 範 囲は低 湿 地状 に なってお り、 遺跡西側で約

500 m の 巾がある。 迫跡発 見が工事中であった為に、 こ の低湿地の試掘調査や 発掘調査が不能

であった。 従 って、 最も 水田が営まれたであろ う 地区が未調査のままである。 しかし、 本文で

も述べるよ う に 、 盆地内での 自 然堤 防上末端の弥生 時 代遺跡 を調査しえた事は、 こ の時代 を 知

る上 で極めて貴重な資料 を 得た と 言 え る。

敷島町内の遺跡分布 は詳細に調査された こ と はないが、 縄文時代 、 弥生 時 代 、 古墳 時代 、 奈

良 、 平 安 時代 の遺跡や遺物が各 地から発見されているし、 近年 白 鳳 期 瓦 窯も発見 されるなど 、

盆地西部では注 目 されている地域である。
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第 1 図 金の尾遺跡位置図
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第 2 図 金の尾遺跡全体図

第 1 表 金 の 尾遣 跡住居 ・ 周溝 墓一 覧 表

Nu 時代 プ ラ ン
炉 柱穴 施 ラ

玖几 そ の 他 No. 時代 プ ラ ン
炉 柱穴 施 設 そ の 他形 現校 (cm) 形 規模 (cm)

1 弥生 隅 丸方形 436 X 395 地 床 炉 不明 21 弥生 隅丸方形 531 X 446 地 床 炉 4 梯貯子蔵受
穴

け p北

2 弥生 隅丸方形 不 明 地 床 炉 6 22 弥生 不 明 不 明 不 明 不明 ほ と ん ど未掘

3 弥生 方 形 555 X 564 地 床 炉 7 23 縄文 不 明 不 明 地 床 炉 不明

4 弥生 隅 丸方形 700 X 595 土器敷炉 4 24 弥生 楕 円 形 600 X 377 土器敷炉 不明

5 弥生 隅 丸方形 不 明 不 明 不明 ほ と ん ど未掘 25 弥生 隅 丸方形 不 明 土器敷炉 4 梯子受 け pit 梯子残存

6 弥生 隅 丸方形 不 明 石 囲 炉 4 間仕切溝 完掘せず 26 弥生 隅丸方形 429 X 38 1 埋 甕 炉 4 北
梯

壁

子
寄

受 け
り

p
にit

平石 入 口 付 近 に木

7 縄文 楕 円 形 不 明 石器
囲片 炉

石囲
、 土

炉 不明 完掘せず 27 縄文 不 明 不 明 石 囲 炉 不明

8 弥生 隅丸方形 480 X 353 土器敷炉 4 間仕切溝 2 本 28 弥生 楕 円 形 580 X 51 0  地 床 炉 4 瓢嘉 け pit

9 弥生 隅 丸方形 不 明 地 床 炉 4 7 号
溝

住 と 重複 10 29 弥生 隅丸方形 730 X 650 地 床 炉 4 拡張住居号 を切 る
1 0  縄文 楕 円 形 600 X 535 地 床 炉 不明 ％撹乱 30 弥生 楕 円 形 483 X 369 埋 甕 炉 4 梯貯子蔵受

穴
け pit

1 1  縄文 不 整 形 不 明 石 囲 炉 不明 4 号住 に切 ら れ 3 1  弥生 楕 円 形 448 X 362 土器敷炉 2 ?  貯蔵穴る
1 2  弥生 不 明 不 明 不 明 不明 32 弥生 楕 円 形 423 X 364 地 床 炉 4 

1 3  縄文 楕 円 形 455 X 365 石 囲 炉 8 33 弥生 楕 円 形 720 X 570 土器敷炉 4 梯貯子蔵受
穴

け
2

pit 拡張住居

1 4  弥生 隅 丸方形 453 X 435 地 床 炉 4 
南
南

壁 に粘土塊
平 34 弥生 隅丸方形 590 X 5 1 Q  地 床 炉 4 貯梯子蔵受

穴
け pit

壁 ぎ わ に 石

1 5  弥 生 不整方形 325 X 31 1 地 床 炉 な し 35 弥生 楕 円 形 620 X 462 埋 甕 炉 4 梯貯子蔵受
穴

け pit

1 6  弥生 隅丸方形 61 0 X 488 石囲炉 ？ 4 梯貯子蔵受
穴

け pit 火災板住材居 、 柱穴 36 弥生 隅丸方形 810 X 660 土器敷炉 4 貯梯子蔵受
穴

けpit 拡張住居か ら
1 7  弥生 隅 丸方形 665 X 482 石 囲 炉 4 貯蔵穴 37 弥生 不整 円 形 300 X 300 地 床 炉 な し

1 8  弥生 隣 丸方形 6 1 2 X  493 埋 甕 炉 4 梯貯子蔵受
穴

けpit 38 弥生 隅丸方形 546 X 4 1 2  土器敷炉 4 貯蔵穴

19  弥生 隅 丸方形 596 X 448 埋 甕 炉 4 貯蔵穴 39 縄文 楕 円 形 560 X 5 15  地 床 炉 7 ? 

20 弥生 隅 丸方形 8 1 5 X  568 埋 甕 炉 4 貯蔵穴 拡か張
ら 板住居材 、 柱穴 40 縄文 円 形 不 明 土石． 器

囲
月
炉 不明 完掘せず

No. 形状 プ リ ッ ジ 規 模 ( m ) 底面 出土遣物 主体部 備 考

1 方形 1 13  s x  13 .  0 (推） 平 坦 高杯 1 無 ½未発掘

2 方形 2 6. 2 X 6. 5 平 坦 空- 1 無

3 方形 1 13 .  8 X 1 1 . b 平 坦 無 舟
有

底状 ピ ッ ト

4 方形 1 8 0 X 6. 0 平 坦 空士 1 無

5 方形 1 1 1 . 0 X lO . O 平 坦 壷
管

l 、 甕 I 無 舟
有

I氏状 ピ ッ ト
玉 1

6 方形 最低 1 一辺 1 2 . 0 以上 平 坦 甕 1 無

7 方形 1 9. 0 X 8. 0 平 坦 無

8 方形 1 5. 0 X 4. 5 やや丸底 無

9 方形 1 12 .  0 X 1 1 .  0 平 坦 壺 1 、 甕 2 有 ？ 舟
有

底状 ピ ッ ト

1 0  円 形 1 直径 6. 0 平 坦 甕 無 舟
有

底状 ビ ッ ト

1 1  方形 1 7. 0 X 6 . 0 やや丸底 甕 1 無

12  方形 1 6. 0 X 5 . 5 丸 底 無 所 々 底面 V 字
形

1 3  方形 2 4. 5 X 4. 0 平 坦 甕 1 無

14  円 形 ？ 1 直径 5. 5 平 坦 甕 1 無 形
舟底状 ヒ゜ ッ ト

1 5  方形 1 3. 5 X 3. 5 丸 底 有 ？

1 6  方形 不明 不 明 平 坦 不明 大部分未発掘

17 方形 不明 不 明 平 坦 甕 1 不明 大部分未発掘
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III 章 遺 構 ・ 遺 物
ゴ 第 1 節 住 居 址

1 1 号住居址 （弥生） 第 3 、 5 図

斎ii • ＼ 本遺跡の弥生時代 集 落は中央の V

字溝 を は さ んで、 南 北2 群 に分ける

こ と ができる。 本住居は南 集 落 中央゜
� � 

東 側 に 位置 し、住居 規 模は長軸 4.36
巳 m 、 短 軸3 .95 m の 隅 丸方形 を 呈し、

主 軸は長軸方向の N -1 4°- Wである。

壁高は東 18 cm、 西16 cm、 南22 cm、 北

1 4 cmで、 平均すると17 .5 cmの 高 さ を

も ち 、 や や 外 傾している。 床は軟 弱

」ロ
で、住居中央に 枕 石 を 置 いた炉があ

ン
／

り、 規 模は東西25 cm、 南 北31 CIDの浅

い皿状 を 呈する。 柱穴は検出できず、

2m 第 3 図 1 号住居址平面図
=
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◎ 
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\ 

Pit I 

Pit2 

゜
{D⑦ △�も ' 

◎ 今¢ 豆
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｀ 

2m 
第 4 図 2 号住居址平面図
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� 

第 5 図 1 、 2 号住居址 出土土器

20cm 

2 号住居址 （弥生） 第 4 - 6 図

南 集落中央部に位置 し 、 住居

規模は南北 4.91 m 、 東 西 推定 5.

80 m であるが、 西側は撹乱 を 受

けており正確な規模 を 測る こ と

ができない。 平面 形は東 西に長

い隅 丸方形で、 主 軸 が N - 8°

E でほぼ北 を 向いている。 壁 高

は東 58 cm 、 南37cm 、 北44 cm と深

い竪穴住居とな っ ており、 壁は

外傾 し ている。 床は柱穴に囲 ま

れた部分が堅く し ま っ ており、

周辺はやや 軟 弱 である。 地床炉

は北柱穴の中間に位置 し 、 東 西

45 cm 、 南北83 cm 、 深さ1 0 cm の長

円形皿形で、 焼土は北側に広が

っ ている。 柱穴は 6 本検出され

ているが、 ピ ッ ト 6 と 7 は住居

拡張時の柱穴である。 主 柱穴は

5 本で、 各 々 の柱穴は主 軸に対

し て直交する軸方向に長い 長 円

形 で、 ピ ッ ト 1 は深さ36cm 、 短 径 17cm 、 長径24cm 、 ピ ッ ト 2は深さ28 cm 、 短 径 11 cm 、 長径23 cm 、

ピ ッ ト 3 は深さ30 cm 、 短 径20cm 、 長径29 cm 、 ピ ッ ト 4 は深さ23 cm 、 短径21cm 、 長径33 cm 、 ビ ッ

ト 5 は 11. 5 cm 、 短 径17cm 、 長径22cm 、 ビ ッ ト 6 は深さ 9. 5 cm 、 短 径22cm 、 長径26cm 、 ビ ッ ． 卜 7

第 6 図 2 号住居址出土土器
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は深さ 10. 5 cm 、 短 径20 cm 、 長径23 cm 、 ピ ッ ト 8 は 深さ 9 cm 、 短 径24 cm 、 長径32cmである。 主 軸

南の壁下には梯子受穴があり、 東 西32cm 、 南北24 cm 、 深さ 9 cm である。 遺物は床面 直 上に倒 壊

し ていた他はま と まった遺物が少ない。 貯蔵穴は確 認できない。 なお、 住居の 拡 張は 、 旧 柱 穴

の対 角 線上に広げており、 ビ ッ ト 5 も拡 張後に設置された柱かも し れない。

3 号住居址 （弥生） 第 7 - 9 図

南集落中央部に位置 し 、 住居 規模は南北 5.55 m 、 東北 5.64 m のほ ぼ 正方形に近い隅 丸方形 プ

ラ ンを呈する。 東南の コ ー ナ ー を 1 号 溝に切 ら れているが、 遺構の追存状況は良好である。 主

軸は N - 16°- W である。 壁は東30 cm 、 西 8 cm 、 南1 1cm 、 北20 cm で、 北東 側が深く南 西側に浅い

- 7 
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第 8 図 3 号住居址出 土土器 ( 1 )

状 態 で 、 壁面 は や や 外 傾 し て い る 。 床 は 柱 穴 に 囲 ま れ た 中 央 部 が 若 干 し ま っ て い る が 、 周 囲 は

軟 ら か い 。 炉 は 北 を 除 く 三 方 を 長方 形礫 で囲 ん だ方 形 石 囲炉 と 、 そ の 南 に 接 し た 楕 円 形 の 地 床

炉 が 北側柱 穴 中 央 に 位 置 す る 。 石 囲 炉 は 内 径 1 5 cm x 25cm 、 地床炉 は 25 cm x 35cm の 規 模 で あ る が、

こ の 2 つ の 炉 を 含 む 浅 い 皿 状 の ヒ° ッ ト に は 焼 土 が広 が っ て お り 、 南 北 1 . 5 m X 東 西80 cm の 範 囲

が最終的 に 炉 と し て 使 用 さ れ た も の で あ ろ う 。 柱 穴 は 6 本 検 出 さ れ て い る が 、 4 本柱 穴 の 建物

が 1 回 建 て 直 し を さ れ て い る の で 、 数 が 多 い の で あ ろ う 。 た だ し ビ ッ ト 5 と ピ ッ ト 6 が新 し い

の か 、 ビ ッ ト 1 と ピ ッ ト 4 が新 し い の か判 断 は つ か な い 。 ピ ッ ト 1 は 深 さ 35 cm 、 短径 1 6 cm 、 長

径 1 9 cm 、 ピ ッ ト 2 は 深 さ 34cm 、 短 径 1 5 cm 、 長 径2 1 cm 、 ピ ッ ト 3 は 深 さ 30 cm 、 短 径 1 7 cm 、 長 径 18

cm 、 ピ ッ ト 4 は 深 さ 33. 5 cm 、 短 径 1 6 cm 、 長径20cm 、 ピ ッ ト 5 は 深 さ 32 cm 、 短径 1 1 cm、 長径 1 4 cm 、

ピ ッ ト 6 は 深 さ 37. 5 cm 、 短 径 l l cm 、 長径20cm で 、 ビ ッ ト 1 ー ピ ッ ト 4 ま で は 深 さ 、 径 と も そ ろ

っ て い る 。 こ の 住 居 に は 梯 子 受 穴 、 貯 蔵 穴 は 認 め ら れ な か っ た 。 出 土遺物 は 、 壷 2 、 甕 8 、 高

杯 2 な ど で あ る 。 な お 、 甕 の う ち Po 3 と Po 4 は 1 号溝中か ら 出 土 し た も の で 、 こ の 住 居 に 含 ま

れ な い か も し れ な い が 、 断 面 図 で も 観察 で き る よ う に 、 住 居 か ら 流 れ 込 ん だ物 と し て 取 扱 っ た 。

- 8 -
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第 1 0図 4 号住居址平面図

4 号住居址 （弥生） 第 1 0 - 1 2 図

南集落南小群中の北に位置し 、 縄文時代の1 1号住居址を切っ て造られている。 規模は長 軸 7

m 、 短 軸 5.95 m 、 主軸 は N-27 'ー Wに振れている。 住居の プ ラ ン はやや菱形をした 隅 丸方 形で、

特に南側入 口 部が半 円 状に膨らんで いる。 壁は東 17cm 、 西21 cm 、 南 1 8 cm 、 北1 1 cmの高さをもち、

やや外傾して い る。 床面 は柱穴に囲まれた部分は良好であるが、 外 側 は若干軟弱である。 炉 は

北側枕穴の間に造られるが、 中央よりやや南に位置する。 炉の構造は石囲土器敷炉で、 東 西56

cm 、 南北85 cm の規模である。 柱は 4 本柱で、 補 助 支 柱が ヒ° ッ ト 5 (深さ4 1 cm 、 短 径4 1 cm 、 長径

52cm ) と考えられる。 主 柱穴の ピ ッ ト 1 は深さ53 cm 、 短 径25 cm 、 長径38 cm 、 ピ ッ ト 2 は深さ40

cm 、 短 径23 cm 、 長径31cm 、 ヒ° ッ ト 3 は深さ35 cm 、 短径32 cm 、 長径39 cm 、 ヒ° ッ ト 4 は深さ42 cm 、

短径26cm 、 長径36 cm である。 各 々 の柱穴は主軸と直 交する方向 に長径を持ち、 しかも柱穴底面

が上面 より北へずれて いる。 これは柱を斜に立てたのではなく、 柱穴の北面 だけを垂 直 に造り、

この面 に添わせて柱を建てたものであろう。 なお、 ピ ッ ト 1 と ヒ° ッ ト 2 、 ビ ッ ト 3 と ビ ッ ト 4
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第 1 2図 4 号住居址 出土土器 ( 2 )
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2m 第 1 3図 5 号住居址平面図
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I .  攪 乱
2 .  黄褐色土 を 多少含む黒色土
3. 黄褐色土 を 多少含む黒色土

カ ーポ ン を含み粘性が強い
4. 黄褐色土 を 多 少含む黒色土

石が多 く あ り 土の粘性が強い

5. 灰褐色土を多少含む黒色土
2 層 よ り も暗い

6 .  砂の プ ロ ッ ク
7 .  灰褐色砂質土（ 地山）のプ ロ

ッ ク を 多 〈 含む黒色土

2m 第 1 4図 6 号住居址平面図
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を それぞれ連結する浅 い溝が検出 された。 こ の 用 途につ い ては不明であるが、 こ の溝 中に 細 長

い 木が埋め込 まれてい た例 (35住）もあるので、 一応間仕切渦と 呼称してお きた い 。 貯蔵穴は

住居 南 東 隅に 近 い ビ ッ ト6 を想定してい る。 規模は深 さ29.5 cm 、 短径2 3 cm 、 長径46 cmの長 円 形

ロ ー ト状を呈してい る。 中より土器 片が若干出土してい る。 梯子受穴は主軸 上 にあ り 、 南 壁か

ら ほ ぽ1 m 離れた所にある。 規模は深さ41 cm 、 長径52 cmで、 底面 は北に偏してい る。 穴の傾斜

は27 ° あり、 こ の 延長線と 壁 の 垂 直 線と の 交点が旧 来の 壁高を表示する こ と ができると 考 え ら

れるが、 その場 合は壁高1 m 以 上 になる。 南に張り出した壁を柱穴間仕切溝と 並 行に修 正する

と 、 壁 ラ イ ンは梯子受穴 南に接する部分と なり竪 穴の深 さは50 cm 位に納まるので、 住居 プ ラン

を再検 討する必要があるかもしれな い 。 出土遺物は、 住居の 南西隅にかたまって遺存してお り、

甕7 、 高 杯1 、 甑 1 、 磨製 石鏃1 などが出土している。 炉内に敷かれた土器は無文の大型亜の

破 片で、 焼成を受けてボ ロ ボ ロ と なってい る。

5 号住居址 （弥生） 第 1 3図

南集落 南小 群の 東 端に位置し、 調査区域外に住居の 大 半が出 てい るので、 詳細は不明である。

周 辺には2 、 3 、 5 、 7 、 8号 溝が交 錯してお り、 遺構 にも 一部かかってい る。 規模は不明で

あるが、 主軸はは ぼ北を向 い てお り、 確 認できる壁長は、 南 壁3 m 、 西壁3 rnで、 隅は丸 く 造

られている。 壁 高は南15 cm 、 西1 6.5 cmであり、 や や外 傾する。 床面 は軟弱で、 あまり良 好では

な い 。 炉 不明。 柱穴は1 本検出 された。 深さ47 cm 、 短径 12 cm 、 長径12 cmである。 こ の他 、 梯子

受穴、 貯蔵穴などの施設は確認でき ず 、 遺物も 見るべきものは無 い 。

6 号住居址 （弥生） 第 1 4- 1 9図

南集 落 南 小 群の 最南に位置し、 住居址の 南西半分が河川によって流出してい る。 住居の 規模

は主軸方向で残ってい るのが3.3 ID 、 直 交する軸で 4 .6 rnである。 住居の プ ランは隅 丸方形で、

主軸の方位は N-53 °- E と 大き く 東にふれてい る。 こ の 南 小群の住居は、 南の住居 ほど主 軸が

東に向 く 傾向が見られる。 壁 高は南 東3 4 cm 、 北西39 cm 、 北東32 cmで、 や や 外 傾してい る。 こ の

住居の掘られた地層 は、 人頭大から挙大の河原礫が多 く 入った砂質土で、 壁にも礫が顔を出し

てい る。 床面 も 同 様に礫が露 出してい る部分が多 く 、 良 好ではな い 。 炉は枕 石を南に置 い た楕

円 形掘込 み炉で、 北東柱穴の中央に位置し、 掘込 み周 辺には土器 片と 小礫が若干 並べられてい

る。 規模は60cm x 50cmである。 柱穴は2 本検出 され、 ヒ° ッ ト ］ は深さ2 5 cm 、 直 径1 9 cm 、 ビ ッ ト

2 は深 さ22 cm 、 直 径18 cmで、 柱穴の プ ランは は ぼ 円 形である。 柱 穴を連結する間仕切溝は巾10

cmで V 字 形 断面 をもってい る。

住居内の 覆土は礫が多 く 含まれ、 礫の間に土器が含まれてい る状態であった。 礫は南 東側で

厚 く 堆 積してお り、 投 げ込まれた状態である。 出土迫物は甕16 、 壷3 、 鉢1 、 磨製 石鏃1 など

が出土してい る。 特に赤彩された小型壺と 口 唇に小孔が2 孔 づつ対に穿たれた小型赤彩坪は良

好なセ ッ トで、 こ の住居の特殊性を暗示してい るものと 思われる。
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7 号住居址 （縄文） 第20- 23図
第20図 7 号住居址平面図

縄文時代の 住居址群は、 散 村 的 分布を示 し 、 同時期で重複 し ているもの は無 く 、 極めてまば

らである。 本住居址は縄文時代住居と し ては最 南端に位 置 し 、 9 号住居に東 側 を切られて いる

が、 床面 までは達 し ていないの で、 そ の全貌は残っている。 住居は東 西 に長い楕 円形を呈 し 、

長軸 5.48 m 、 短 軸 4.2 m の 規模で、 主軸は2基 の 炉 の 中の中心点を繋 ぐ 線 と すれば、 N-9 1° ー

E となる。 壁は東69 cm 、 西54cm 、 南44 cm 、 北56cm の 高さがあり、 や や 外 傾 し ているもの の 垂直

に近い状態である。 炉は2基ある。 どちらも石 囲 炉で、 住居中心に位 置 す る F 1 炉 は中央に深

鉢形土器胴部下半を置き、 長方形の 礫を2重に巡ら した立 派な円形石 囲炉で、 外 径 東 西65cm 、

南北66 cm の 規模である。 F 2炉は F 1 炉 の 東にあっ て 、 F 1 炉との 間 は20 cm 弱 である。 こ の 炉

は長方形礫 5 個と 1 片 の 土器 片 で 6 角 形の石囲炉とな っ て お り、 東 西45 cm 、 南北47cm の 大きさ

である。 柱穴は 6 本あり、 ピ ッ ト 1 は深さ42cm 、 短 径4 1cm 、 長径56 cm 、 ピ ッ ト 2は深さ30 cm 、

- 19 -



短径26cm 、 長径83cm 、 ピ ッ ト 3 は 深 さ 13cm 、 短径35cm 、 長径40cm 、 ビ ッ ト 4 は 深 さ 22 cm 、 短径
30cm 、 長 径35cm 、 ピ ッ ト 5 は 深 さ 24cm 、 短径47cm 、 長径47cm 、 ピ ッ ト 6 は 深 さ 43cm 、 短 径49cm 、

' "'"'-"",� 燦→

曹5

8
 

第22図 7 号住居址 出 土土器 ( 2 )
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第23図 7 号住居址出 土土器 ( 3 )

長径66cm である。 F 1 炉の西には深さ20 cm 、 径 80cm x 1 30 cmの土壊があり、 その中央に直径60cm、

深さ65cm の ピ ッ ト があるが、 住居とは関係の無 いもの と 考えられる。

出土土器は縄文中期中葉のもので、 深鉢 形土器が多い。 打 製 石 斧 4 、 土製 円盤 3 個 等が出土

し ている。

8 号住居址 （弥生） 第24- 26図

南集落小群のほば中央に位置し 、 他の遺構とは重複 し ない。 住居の規模は長軸 4. 8 m 、 短 軸

3.53 m の隅 丸方形をし て お り、 やや小 型の住居である。 主 軸は長軸方 向 で、 N -15 °- Wである。

各辺の長さは北辺2. 7 m 、 南辺 3.2 m 、 東辺 4. 3 m 、 西辺 4. 5 m で、 北東 隅を除く各 コ ー ナ ー

は比較的直角 である。 壁 高 は東38 cm、 西37 cm 、 南35 cm 、 北42cmで、 若 干 外 傾 斜 し て い る。 床面

は中央部がやや良好であるが、 周辺部は軟 弱である。 炉は南側に枕 石を置く皿 状の掘り込 み 炉

で、 東 西45cm 、 南北55cm の卵 形をして いる。 炉位置は、 北側柱穴間にあ っ て 、 間 仕切溝より内

側に造られて い る 。 柱穴は 4 本 で対 角 線上に配され、 ヒ° ッ ト 1 は 深さ22cm 、 短 径 10 cm 、 長径 18

- 21 -
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cm 、 ビ ッ ト 2 は 深 さ 20 cm 、 短 径

1 5cm 、 長 径 1 8 cm 、 ピ ッ ト 3 は 深

さ 25 cm 、 短 径 1 4 cm 、 長 径 1 4 cm で

あ る 。 全 体 に 柱 穴 は 小 さ く 浅 い

傾 向 を も つ。 ピ ッ ト 1 と ヒ° ッ ト

4 、 ピ ッ ト 2 と ピ ッ ト 3 の 間 に

は そ れ ぞ れ 間 仕 切 溝 が 掘 ら れ て

い る 。 巾 は 8 cm - 1 5cm 、 深 さ は

5 cm 程 で 、 断 面 は 舟 底形 を 呈 す

る 。 貯蔵穴 は 南 壁 中 央 よ り や や

西 側 に ず れ て 造 ら れ 、 深 さ 24cm 、

東 西42cm 、 南 北39cm で ロ ー ト 状

断 面で あ る 。

出 土 逍 物 で ま と ま っ た 物 は 無

く 、 い づれ も 破 片 で あ る 。 高 坪

脚 、 甕 底 部 、 同 胴 部 破 片 な ど が

あ り 、 軽 石 が 覆 土 中 か ら 出 土 し

て い る 。 な お 、 若 干 で あ る が 、

条 痕 文 系 の 土 器 が 混 入 し て い る 。

9 号住居址 （弥生） 第27- 28

ー 立 図

南 集 落 南 小群 の 南 部 分 に 位 置

8 号住居址平面図
し 、 縄 文 時 代 中 期 中 葉 の 7 号住

居 址 の 上 に 重 な り 、 1 号 方 形 周

溝 墓 と 1 1 号溝 に 切 ら れ て い る 。 住居 の プ ラ ン は 隅 丸方形 と 推 定 さ れ 、 N- 47 °- E の 主軸 方 向 の

長 さ は お よ そ 4. 9 rn 、 こ れ に 直 交す る 東 西 方 向 は 4. 1 5 rn で あ る 。 壁 は 東20cm 、 西25cm 、 南 20 cm、

北22cm の 高 さ が残 り 、 壁面 は や や 外傾 し て い る 。 床 面 は 炉 の 南 側 だ け が堅 く し ま っ て 良 好 で あ

る が 、 周 囲 は 軟 弱 で あ る 。 炉 は 北側 柱 穴 の 中 央 に 位 置 し 、 間 仕切 溝 の 南 に 地床 炉 の 中 心 が あ る 。

主 軸 方 向 で 1 1 0 cm 、 柱 穴方 向 で80cm の 楕 円 形 に 焼土が広 が っ て い る 。 柱穴 は 3 本 し か検 出 さ れ

て い な い が 、 4 本柱 の 建物 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 ピ ッ ト 1 は 深 さ 25 cm 、 短 径20cm 、 長 径22cm 、

ビ ッ ト 2 は 深 さ 21 cm 、 短 径 1 5cm 、 長 径 20cm 、 ビ ッ ト 3 は 深 さ 27cm 、 短 径 1 9 cm 、 長 径 1 9 cm で あ る 。

各柱穴の プ ラ ン は は ぼ 円 形 で 、 深 さ も 20cm 以 上 で一 定 し て い る 。 ヒ° ッ ト 2 と ヒ° ッ ト 3 の 間 に は

間 仕 切 溝 が あ る が 、 溝 は ビ ッ ト 3 か ら 炉 に 達 し て い る だ け で ビ ッ ト 2 に は 連 結 し て い な い 。 貯

蔵 穴 、 梯子受穴 は 無 い 。

本住 居 の 遺物 は 、 は と ん ど が覆土 中 の も の で 、 甕 2 、 壷 1 、 甑 な ど の 破 片 が 出 土 し て い る 。
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第25因 8 号住居址出 土土器 ( 1 )
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1 0号住居址 （縄文） 第29-32図

発掘調査区 南 側 に 位置 し 、 一部南 側を河川 に よって切り取られてい る。 他の遺構 と の切 り合

い 関 係は無 い 。住居址は楕 円 形 な い し 卵 形で、 規模は南 北6 m 、 東西5 .35 m 、 主 軸方位は N -

2 · ー Wである。 壁は東5 4 cm、 西37 cm 、 南55 cm、 北62 cmの高 さ があり、 壁面 は若 干外傾 し てい る。

床面 は軟 弱であるが、 砂質土 に よ るものであろ う 。 炉は住居址の ほ ぼ中央に 位置 し 、 東西 1 1 4

cm 、 南 北101 cmの不整 円 形を し た掘込炉である。 深 さ は10cm 程度である。 柱穴は変 則 的な位置

に 5 本が建てられてい る。 ビ ッ ト 1 は深 さ50cm 、 直 径 48 cm 、 ピ ッ ト2 は深 さ33 cm 、 直 径 41 cm、

ビ ッ ト 3 は深 さ6 1 cm 、 短 径 40cm、 長 径4 9cm 、 ビ ッ ト 4 は深 さ36 cm、 短径47 cm 、 長 径55 cm 、 ビ ッ

ト 5 は深 さ22 cm、 直 径31 cmである。 い づれも 円 形の ピ ッ トで、 ほ ぼ垂 直 に 穿たれてい るが、 ビ

ッ ト1 はや や 外傾 し てい る 。 逍 物は炉内や覆土中から深鉢形土器 片3 、 浅鉢1 、 打 製 石 斧7 、

凹石3 などが出土 し てい る 。 こ の住居出土 遺物はお よ そ中 期 終末期 に 属すると 考 え られよ う 。

「

© 

へ 1 1 � .,.,,@ 1 

2m 

第29図 1 0号住居址平面図
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第33因 1 1 号住居址平面図

1 1 号住居址 （縄文） 第33図

発掘区 南 側の住居址 群 中 に 位置し、 4 号住居址 に住居西半を 削 られて いる。住居址の プ ラ ン

は不整形で規模も 不明確であるが、 4 号住居 に 切られた部分で2 .18 m の径がある。 主 軸は炉の

石組から判 断して N-41 °- W と し た 。 床は全体 的 に 軟 弱 な砂礫層 で造られてお り、 壁も北 東10

cm、 南 東11 cm、 北西10cm の 高 さが認められるが、 なだらか に遺構の外面 に 連続する。 炉は遺構

中 央部 に 位置し、 4 号住居の竪穴造成よりか ろ う じ て 削 除を免れ た 。 炉は方形石組炉で、 4 個

の長方形礫を組 み 合 せ て 造られ、 31 cm x 35 cm 、 深 さ10 cmの規模である。住居内からは河原 礫が

多数出土して いるが、 時期 決定できる土器 片は検出 されなか っ た 。 しかし、 炉の形態からは中

期中葉頃と 推定できよ う 。

＼ 

1 2号住居址 （弥生） 第34-

35図

南集落の最 南 部 に 位置する。

南 小 群 に 含 まれるか ど う かは

判 断ができ ない。住居址の 大

半が調査地区 外で、 西 側 一部

を1 号 方形周溝墓 に切られて

いる。 こ の ため住居規模 、 主

軸方位は全 く 不明である。 壁

は北から西の一部の約5 .5 m 

が検出 されているが、 壁 高は
L_ ____l 約 10 cmである。住居床面 は軟
瓢冊11111躙111--111応碕1111111111111111111111111111111111111111111111111転碕躙11111111111111111111111111111111 弱で、 中 央部 付近 に 直 径40 -

第34図 1 2号住居址平面図
45 cmの焼土が2 箇所ある。 こ
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第35図 1 2号住居址出 土土器

れ が地床炉 で あ る か は 確 定 で き な い 。 な お 、 柱 穴 、 貯蔵穴等の 施 設 も 不 明 で あ る 。

出 土遺 物 は す べ て 覆 土 中 で 、 弥生後 期 の 壷 や 甕 の 破 片 を 主 体 と し 、 若 干 の 中 期 条痕 文 土 器 片

を 含 む 。

- 3 0  -



1 3号住居址 （縄文） 第36- 39図

南側住居址群の北に位置 し 、 他の遺構との重 複 関係 は 無い。 住居 規 模 は 長軸 4.55 m 、 短 軸

3.65 m の長 円形を呈 し 、 長軸と 同一の主 軸 は N -12 °- Wの方位を示す。 壁の高さ は 東4 5 cm 、 西

40 cm 、 南38 cm 、 北45cm で、 やや外傾 した壁面 になっている。 遺構 は 砂 層 中 に掘り込まれており、

壁 、 床とも堅緻 で は な

く不明療で、 特に床 は

凹 凸が多 く 、 北から南

にかけて緩く傾 斜 し て

いる。 覆 土 は 下より白

黄 色 砂 層 、 黒 褐 色土層 、

黒 色土 層 、 黒 味のある

黒 褐 色土層 、 明るい黒

褐 色土層の順で堆積 し

ており、 特に最 下 層 は

地山の砂 層と分離する

作 業が困 難 であった。

遺 物 は レ ン ズ 状の堆

積を示 す 黒 色 及 び 黒

褐 色 土 層 中 より 出 土

し ている。 従って、 壁

際 の 遺 物 は20 - 30 cm

程床面 より浮いている

のに、 炉付近で は 床面

直 上に分布 し ている。

炉 は 住居の長 軸 上 で北

に偏って位置 し 、 長方

形の礫 10 箇を使用 し て

長方形石囲炉と し てい

る。 東 西47cm 、 南北54

cm で、 内部は 浅 く 掘り

窪められているが、 焼

土 はほとんど認められ L_ 

なかった。 住居内の ヒ°

ッ ト は 8 箇あり、 壁に

近 く 造られている。 ビ

ッ ト 3 - ピ ッ ト 8 の 5
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第36図 1 3号住居址平面図
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第37図 1 3号住居址出土土器 ( 1 )
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1 6  3.0cm 

1 7  
第38図 1 3号住居址出土土器 ( 2 )

本 はほば規則 的 に並ぶが、 ビ ッ ト 3 と ヒ° ッ ト 4 の 間 は 他よ り 広い。 ヒ°
ッ ト 1 は 深さ32cm 、 直径

50cm 、 ビ ッ ト 2 は 深さ47cm 、 直径4 1 cm 、 3 は 深さ33 cm 、 短径46cm 、 長径88 cm 、 ビ ッ ト 4 は 深さ

18cm 、 直 径 50 cm 、 ヒ°
ッ ト 5 は 深さ 16 cm 、 直径35cm 、 ピ ッ ト 6 は 深さ21 cm 、 直径33 cm 、 ピ ッ ト 7

は 深さ10cm 、 短径40cm 、 長径60 cm 、 ピ ッ ト 8 は 深さ21 cm 、 直 径40cm である。 主 柱 穴 は ヒ°
ッ ト l

(2) 、 ビ ッ ト 3 、 ピ ッ ト 4 、 ピ ッ ト 5 、 ピ ッ ト 6 、 ピ ッ ト 8 の 6 本 で は なか ろ うか。 こ の 他 貯

蔵穴、 周溝な ど の 施設 は 検 出 で き なか っ た。

出 土遺物 は 深鉢形土器 1 7(破 片も 含 む）、 打 製石斧 17、 横 刃 型石器 3 、 凹石 4 、 石鏃2などが

ある。 土器の うち 1 - 4 は 筒 形 の 器形に縦 区 画 文が施された土器で、 6 は 素 文 の内湾 し た 口 縁

に筒形胴 の 深鉢形土器で、 頸 部に横2条 の 連続 爪形 文 を 巡 ら し 、 粘土 紐による逆 S 状 貼 付 文 で

4 分割 し 、 貼 付 文 の 両 側 を 連続 爪 形 文 、 鋸歯状沈線で囲うも の である。 無 文 部 に は 指 頭 痕が残

っ ている。 8 も 6 に類似 した手 法で作られているが、 貼 付 文 は 短かい。 10も2. 5 cm の 粘土紐 を

上下2個 4 箇所に配 し て、 それぞれの 周 囲 を 連続 爪 形 文で囲んでいる。 地文 は 荒い縄文 である。

1 1 は 胴 部に指頭痕 の残る無 文 の 深鉢形土器である。 12、 13 は 手捏 ね土器で、 どちらも指 頭痕が

顕著に残る。 14-20 は 縄文地文 の 土器で、 14 は 口 唇に突起が l ケ 所付けられ、 1 5 は 素 縁 、 17は

口 縁部に波 状 粘 土 紐と刻み をもつ 粘土紐が付けられる。 18 は 円文が口 縁に付 けられるが、 数 は

不明である。 20 は 有 孔鍔 付土器で、 胴 部には横位に縄文が施され、 内面 は 良 く 研磨されている。
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第40図 1 4号住居址平面図

1 4号住居址 （弥

生） 第40-41 図

南集落 東 小 群の

中央に位置し、 他

の住居址 や迫構 と

は重 複してい な い 。

住居は長軸で 4.53

m 、 短 軸で 4.35 m 

の 隅 丸方形を呈し

てい る。 主 軸の方

位は N-60°— E で、

環 状集 落の中央部

を向 く よ う な入 口

方向をもってい る。

壁は北東30cm 、 南

西30 cm 、 南 東30 cm 、

北西30 cmで、 平均

した壁高があり、

壁 面はや や 外 側 へ

傾斜してい る。 床

面は中央部分がや

や 良 好であるが、

柱穴より外 側の東

西 両 側には部分的

な 貼床がある。 東 側では 巾50cm 、 長さ2 .3 m 、 西側では 巾 約1 m 、 長さ2 .5 m である。 炉は北

東側柱穴中央に位置し、 直 径 約70cm 、 深さ 8 cmの皿状 地床炉である。 焼土は中央に 直 径25 cmの

範囲で残ってい る。 柱は 4 本柱で、 ピ ッ ト 1 は深さ2 8cm 、 短径1 3 cm 、 長 径1 7cm 、 ピ ット2 は深

さ3 4 cm 、 直 径15 cm 、 ピ ッ ト 3 は深さ33 cm 、 直 径20 cm 、 ピット 4 は深さ40 cm 、 直 径1 7cmで あ り、

住居 コ ー ナ ー 対角線上に造られている。 この他の施設は、 南 壁入口部の上 、 下 部には枯土 塊が置

かれてい る。 梯子設置に伴 う ものであ ろ う か。 又 、 南 東 コ ー ナ ー に 近 い 所の床面 直 上に20cm X

30cmの平 石があり、 調理用 又は ワ ラ 等の加工用に使用 されたものかもしれな い 。

遺物は覆 土中より若干の弥生 後 期 土器 片が出土してい る。
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第41 図 1 4号住居址出土土器

__'! 

2m 

1 5号住居址 （弥生） 第42-44図

南集落 東 群 南 端に位置し、 他の追構 と 重複は

してい な い 。住居の プ ラ ンは隅 丸 台 形を呈し、

長軸3.2 5 m 、 短 軸3.11 m の規模は、 本逍 跡 弥 生

時代住居最小である。 壁は東3 cm 、 西8 . 5 cm、

南5 cm、 北18 cmで、 外傾した壁面 をもつ。 床は

炉周 辺がや や残ってい るだけで、 北から西側は

床より10 cm 程掘り下 げられてい る。 炉は住居の

ほ ぼ中央にあり、 東西62 cm 、 南 北70 cm 、 深 さ 約

12 cmの皿状 に窪 んだ 地床炉である。

出土 辿物では、 炉の東に壺形土 器が直 立して

置かれてい る。 又、 炉の縁に三 角 形の 礫がある

が、 炉石ではな い 。
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第43図 1 5号住居址 出土土器 ( 1 )
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第44図 1 5号住居址出土土器 ( 2 )

1 6号住居址 （弥生） 第45-48図

南集落北群の中央に位置し、 12号土壊を切って造られている。 住居の規模 は 長 軸 6. 1 m 、 短

軸 4.88 m で隅 丸の長方形を呈し 、 主 軸 は N -2 1°
ー Wの方位である。 壁 高 は 東55 cm 、 西52 cm 、 南

55 cm 、 北45 cm と 深 く 、 壁面も垂直にちかい状態である。

本住居 は 1 回の拡張が行なわれている為に、 柱 穴 、 梯子受穴 、 貯蔵穴等が 2 組ある。 そこで、

旧住居から説明する。

① 旧住居

柱 穴 は 4 本で、 ヒ
° ッ ト 1 は 深さ33 cm 、 短径 19cm 、 長径24cm 、 ヒ

° ッ ト 2 は 深さ43 cm 、 短 径 15 cm 、
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2m 第45図 1 6号住居址平面図 ( 1 )

I .  黒 色 土 層
2 .  褐 色 土 層

3 .  暗褐色土層
4. 褐 色 土 層
5 .  褐 色 土 層

6 .  暗褐色土層
7. 暗褐色土層

8. 暗褐色土層
9. 褐 色 土 層
1 0. 暗褐色土層

I I . 炭 化 物 層
（床直上）

長径22cm 、 ビ ッ ト 3 は深 さ 47 cm 、 短 径11cm 、 長径16cm 、 ヒ° ッ ト 4 は深 さ 49 cm 、 直径 17 cm である。

柱根を残 し ているものは無い。 梯子受穴の ヒ° ッ ト 11は深 さ 3 2. 5 cm 、 短径20cm 、 長径27 cm で若干

南 へ傾 斜している。 貯蔵穴は梯子受穴の東 に あ り 、 東 西50cm 、 南 北45 cmの断面 台形の ビ ッ ト で

ある。 ピ ッ ト 3 と ビ ッ ト 4 の間 に は間 仕切溝があ り 、 巾12cmの断面 V字形を し ている。 炉は北

側 柱穴間中央 に あるが、 新住居の炉 と 共 用 さ れている。 地床炉であるが規模は不明。

② 新住居

主 柱穴は 5 本 、 支 柱穴 2 本で上屋を支えた住居で、 ピ ッ ト 5 は深 さ 57 cm 、 短 径18 cm 、 長径24

cm で、 ． 柱穴内 に 板状柱根が残っ ている。 ヒ° ッ ト 6 は深 さ 56cm 、 短 径18 cm 、 長径25 cm 、 ピ ッ ト 7

は深 さ 43 cm 、 短 径 15 cm 、 長径22cm で、 中 に 板 状 柱根が残っている。 ヒ° ッ ト 8 は深 さ 52cm 、 短 径

14 cm 、 長径20 cm で、 中に 板状柱根が残っている。 ヒ° ッ ト 9 は深 さ 46cm 、 短 径 16 cm 、 長径23 cm で

ある。 柱穴の プ ラ ンは主軸 に 対 し て 直角 方 向 に 長径があ り 、 板状柱根の残存 方 向と 一 致する。

従 っ て 、 柱穴プ ラ ンが長円 形のものは、 板状の材 に よる柱で建物が建て ら れ ていたこ と が判る。

貯蔵穴は南壁 に 接 し て東 西52cm 、 南北32cmの大き さ で ロ ー ト 状を呈する。 梯子受穴は ビ ッ ト 12

であるが、 深 さ 21 cm 、 短 径 24 cm 、 長径40cm である。 梯子受穴の南 に 小穴がある。 深 さ 16 cm 、 短

径 12 cm 、 長径 18 cm 。 この他 支 柱が東壁側 に 2 本ある。

本住居は火 災住居で、 住居内は 屋 根 、 柱の炭化材が焼失のまま残っ ていた。 この焼 失面 に は 、

炭 化した米粒をはじめ 、 壷 、 甕 、 高 杯な どの土器片 等がある。

- 38 -



l
|

 

L
|

 

=
 
I

 
「 I― 「 r L

— 

Q 
し I I Pi t !  ぃ P1 t 2  

© P, t 5  Ill 
Pit 6 

／ 
こり�

Pit J O  

◎ 
Pi t 3  Pi t 4  

C§ 
L I i 毎

P, t l l □〗金）Pit 8 
P, t 1 5  I L i ＼ 一

Pi t )  

こ和 1 2

| ←  ＿□□〗 = --_-- 三 ～ ーニ I= 
ミ

し し I� I=

X 2 m  y 

L_ B-

第46図 1 6号住居址平面図 ( 2 )

- 39 - 40 -



� 

20cm 

第47図 1 6号住居址出土土器 ( 1 )
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第48図 1 6号住居址出土土器 ( 2 )
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第49図 1 7号住居址平面図 2m 

1 7号住居址 （弥生） 第49 -52図

南集落北群の最西端に位置し、 他の遺構 と は重複しない。住居の規模は長軸6 .65 rn 、 短 軸 4.

82 rn で、 長軸が主 軸 と なっており、 N-1 1 °- E の方位をも つ 。住居の プ ラ ソ は隅 丸方形である

が、 南 壁部は半球状に膨ら んでいる。 壁は東2 4cm、 西29 cm、 南20.5 cm、 北23 .5 cmで、 壁面 は ほ

ぼ垂 直である。 床面 は柱 穴間の中 央部が良 好で堅 く しまってお り、 外側は軟 弱である。 炉は北

側の柱穴間にあり、 北を除 く 三方を長方形礫で囲った石囲炉である。 炉の規模は東西39 cm 、 南

北60cm、 深 さ10cmで、 炉中央部に焼土がある。 柱 穴は 4 本で、 ビ ッ ト1 は深 さ60cm、 短 径22 cm、

長径25 cm、 ヒ° ッ ト 2 は深 さ65 cm、 短径20cm、 長径28 cm、 ピ ッ ト 3 は深 さ6 1 cm、 短 径2 4cm、 長径

27 cm、 ビ ッ ト 4 は深 さ6 3 cm、 短 径29 cm、 長径3 4 cmである。 4 本 と も 深 く 細い柱穴であり、 各々

の柱 穴 プ ラ ン は主 軸に対して直 交する方向に 巾がある。 貯蔵穴は南 壁に接して掘られ、 主 軸よ

り西側に偏っている。 東西48 cm、 南 北47cm、 深 さ 49 cmで断面 台 形を呈する。

出土遺物はあまり多 く はないが、 壷、 甕、 高 杯、 甑 な どがある他 、 土偶 、 垂木状 木製 品 な ど

が特筆 さ れる。 本 土偶は正式発掘した弥生時代 の土偶 と しては、 本県初 見のもので、 頭部を欠

損しているものの重 要 な 資 料である。
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第52図 1 7号住居址出土土器 ( 3 )
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第53図 1 8号住居址平面図

1 8号住居址 （弥生） 第53 - 55図

南 集 落 北 群 の 東 部 分 に 位 置 し 、 14 号土 壊 を 切 っ て 造 ら れ て い る 。 住 居 址の プ ラ ン は 楕 円 形 に

近 い 隅 丸方 形 で 、 長 軸 6. 1 2 m 、 短 軸 4. 93 m で あ る 。 主 軸 は N-19 °— W の 方 向 を も つ 。 壁 は 東44

cm 、 西44 cm 、 南56cm 、 北42 cm の 高 さ が あ り 、 東壁 は 垂 直 で あ る が他 は 若干外傾 し て い る 。 床 面

は 全 面 貼 床 で 、 黄褐色砂質土 と 暗褐色粘土 質 の 混 土 で か た ＜ 踏 み し め ら れ て い る 。 炉 は 北側 柱

穴 間 中 央 に 位 置 し 、 70cm x 52. 5 cm の ロ ー ト 状 掘 込 中 心 に 土 器 が 直 立 し て 置 か れ る 埋 甕 炉 であ る 。

土器 の 土 層 は 、 上面 に 砂 混 り 炭 化 物 層 が あ り 、 そ の 下 は サ ラ サ ラ し た 灰 層 と 薄 い 黒 色 土 層 、 最

下 に は 鳥 の 巣 の よ う な 繊維 が 詰 め ら れ て い た 。 主 柱 穴 は 4 本 、 支 柱 穴 等 が 9 本 あ る 。 主 柱 穴 の

ピ ッ ト 1 は 深 さ 25 cm 、 短 径33 cm 、 長径38cm 、 ピ ッ ト 2 は 深 さ 24 cm 、 短 径 34cm 、 長 径 36cm 、 ピ ッ

ト 3 は 深 さ 1 8. 5 cm 、 短径32cm 、 長径40 cm 、 ピ ッ ト 4 は 深 さ 26cm 、 短 径 28 cm 、 長 径38cm で あ る 。

炉 北側 に 5 本 の 小 ビ ッ ト が コ の 字 状 に 配 さ れ て い る 。 特別 な 施 設 か も し れ な い 。 梯 子 受 穴 は 南

壁か ら 1 m 離 れ て 主 軸 線 上 に あ り 、 深 さ 26cm 、 短径30 cm 、 長径34 cm 、 底 面 プ ラ ン は 主 軸 に 直 交

- 46 -



する方向に細 長い 長 円形である。 貯蔵穴は南壁に接して造られ、 深さ32cm 、 短 径37cm 、 長径56

cmである。

出土遺物は壷破片 、 甕 、 甑完形品、 磨 製 石鏃などが出土している。 磨 製 石鏃を本遺跡中最も多

く保有してい た 住居である。
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第54図 1 8号住居址出土土器 ( 1 )
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第56図 1 9号住居址平面図
1 9号住居址 （弥生） 第56 - 58 図

南集落北群のほば中央に位 箇し、 57 号土堀を切 っ ている。 住居は 隅 丸方形の プ ラ ンを呈し、

長軸 5.96 m 、 短 軸 4.48 m の規模である。 こ の住居は他の住居 と 梯子受穴の位置に対する炉位 臨

が異なって お り、 通常主 軸 上にある両者が、 こ こ では、 直 交する軸 に炉がある。 従 っ て、 入 口

は N - 0 ° - E の主 軸 上にあり、 炉は N -90°- Wの軸にある。 壁は東45cm 、 西40 cm 、 南44 cm 、 北

42cm の高 さ があり、 やや外傾し た 壁 面である。 床 面は 全 体 的に良くしま っ てお り 、 貼床とな っ

ている。 炉 は 西 側 柱穴間 に位置し、 皿状の窪 み中央に土器底部を置 き 、 小 礫 2 個を南に添えて

いる。 主 柱穴は 4 本で、 ピ ッ ト 1 は深 さ 32cm 、 短 径 16 cm 、 長径25cm 、 ビ ッ ト 2 は深 さ 4 1 cm 、 短

径 11 cm 、 長径 1 5 cm 、 ビ ッ ト 3 は深 さ 4 1 cm 、 短径 11cm 、 長径 16 cm 、 ビ ッ ト 4 は深 さ 48 cm 、 短 径 14
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第61 図 20号住居址 出土土器 ( 2 )

8
 

。 20cm 

cm 、 長径14 cm である。 梯子受穴は東 西27 cm 、 南北17 cm 、 深 さ 42 cmで、 入 口 方向に27 ° 傾 斜 し て

掘ら れている。 貯 蔵穴は南壁に接しているが、 深 さ 1 8.5 cm で直径30 cmで、 内側に傾斜し て 掘ら

れている。 出土遺物は少な く 、 高 杯 、 壷 、 甕 等の破片が主体 である。

20号住居址 （弥生） 第59 - 6 1 図
南集落北群 の 北端に位置し、 25 号土堀 、 1 1号特殊遺構を切って造られている。 住居は 隅 丸 長

方形を呈 し 、 長 軸 8. 15 m 、 短 軸 5.68 rn の規模をもつ。 主 軸は N -39°- Wの 方 向 である。 壁は東

30cm 、 西42 cm 、 南36 cm 、 北43 cm の高 さ で、 壁面 は若干外傾している。 床面 は 貼 床 で特に柱穴に

囲まれ た中央部が良好に堅 く なっている。 本住居は拡 張住居で、 新住居の床面 を剥いだ段 階で、

炉と柱穴が下層より発見 さ れている。 そ こ で以下は新 旧 の住居に分けて 説明する。

①新住居

主 柱穴は 5 本で、 ピ ッ ト 6 は深 さ 62 cm 、 短 径12 cm 、 長径25 cm 、 ビ ッ ト 7 は深 さ 59cm 、 短 径 10

cm 、 長径24 cm 、 ビ ッ ト 2 は深 さ 79cm 、 短 径 1 9 cm 、 長径27 cm 、 ビ ッ ト 3 は深 さ 90 cm 、 短 径17 cm 、

長径21cm 、 ヒ° ッ ト 10は深 さ 48.5 cm 、 短 径 12 cm 、 長径27 cm である。 梯子受穴は無いが貯蔵穴は深

さ 29.5 cm 、 短 径33 cm 、 長径52 cm の ロ ー ト 状を呈 する。 炉は埋 甕 炉 であるが、 南 側 に楕 円形の偏

平な枕石を置いている。 こ れらは東 西49cm 、 南北82cmの皿 状 窪 みの中にある。 なお柱穴内に板

状 柱根が残る。

② 旧 住居

主 柱穴は 4 本で、 ピ ッ ト ］ は深 さ 42 cm 、 直径24 cm 、 ピ ッ ト 4 は 深 さ 34 cm 、 短 径 18 cm 、 長径20

cm 、 ビ ッ ト 9 は深 さ 29 cm 、 短 径 13 cm 、 長径 1 7 cm 、 ピ ッ ト 8 は深 さ 30.5 cm 、 短 径 8 cm 、 長径1 9 cm

である。 柱 根の残っているものは無い。 炉は北側 柱穴間に位置し 、 地床炉 (40cm x 60cm ) であ

る。 梯子受穴や貯蔵穴はない。 出土逍物は床面 上より壷、 甕 、 甑 、 炭化材な どが出土 し ている。
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2 1 号住居址 （弥生） 第62 -64図

北集落 東 端 に 位置 し 、 16 号 周溝墓 に重なる。 北集落の住居址 群は南集 落 に 比 ぺ 密集 し てお り、

かつ、 本遺跡発見の契 機と なっ た ボックス カ ル バ ー ト 掘削部分がある ため、 その南 と 北と の 関

係 や、住居の小群を把握するのは困 難である。 従って、 こ こ では便 宜 上 ボックス よ り南を北集

落 南 群と 呼び、 北側を北集 落北群と 呼 んでいき た い。

住居は不 整 形 に 近い隅丸方形で、 長軸5.31 m 、 短 軸 4 . 46 mの規模を も ち 主 軸の方位は N -78 °

- Eを示す。 壁は西壁約25 cmで く ずれが多 く し まりがない。 東壁は35 cmでやはり く ずれが多 く 、

南 壁は30cm、 北壁は25 cmで、 各辺の 中央部は垂 直 に 立 ち 上 ってい るが、 コ ー ナでは傾斜が強 く

なる。 床面 は黄 褐色砂質土で貼られ、 ほ ば平坦であるが、 北東部が5 cm程 高 い。住居 中央部 と

炉の周 辺の床面 直 上 に は カ ー ボ ンが集中してい た 。 炉は東 側の柱穴 間 中央に位置 し、 40cm x 6 0  

cmの皿状 窪 みを も つ地床炉である。 炉 内の焼土と 炭の厚さは約5 cmであった。 柱穴は 4 本あり、

ピ ッ ト1 は深さ26 cm 、 短 径21 cm 、 長径2 7 cm、 ピット2 は深さ63 cm、 短 径15 cm、 長径18cm 、 ビ ッ

ト3 は深さ5 7cm 、 短 径1 8 cm 、 長 径21 cm 、 ピ ッ ト 4 は深 さ20cm 、 短 径18 cm、 長径2 4 cmである。 梯

子受穴は西壁 直 下 に あり、 深さ46 cm 、 短径23 cm 、 長径32 cmで壁外側 に 向って2 0°位傾斜 し ている。
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貯蔵穴は壁に接して位置し、 深 さ2 3 cm 、 短径2 3 cm 、 長径28 cmで 垂 直に掘られてい る。

覆土は レン ズ状 の 堆 積をしてお り 大き く 2 層 に分けられる。 上層 は黒色粘質土で堅 く しまっ

てお り 、 白 色小 砂 粒を 多 く 含 んで い る。 下層 は数枚に分かれるが、 暗 灰 褐色粘質土 と 黄 褐色砂

質土の プ ロ ッ クが混ってい る瘤が主 体 と なってい る。 なお住居 北東部には炭 と 焼土が床面 よ り

1 5 cm 程 浮 い て検出 された。住居がある程度埋った時点で何か焼 い たのではな いか。

出 土遺物は少な い 。 完形に ち か い 甕及び甕破 片 と 、 赤彩された碗 、 器 台等 の土 器がある。

22号住居址 （弥生） 第65図

北集落 南 群に含まれるが、住居址の 大 部分を ボ ッ ク ス カ ル バ ートの掘削 工事によって削 り 取

られてしま い 、 わずかに 巾70 cm 、 長 さ 4 m の 範 囲が残 って調査されたにすぎ な い 。住居の プ ラ

ンは隅 丸方形 と 考 え られ、 主 軸 は N -3 4 °
ー E である。 壁の 高 さは東壁で20 cmを測 るが、 壁面 は

や や 外 傾してい る。住居覆 土は黒 褐色土で、 床面 は灰褐色土 を踏 み 固 め てい るが、 しま り は無

い 。 柱穴 そ の他の施設は不明である。 出 土遺物は覆土中や床面 直上から土器 片が若 干出 土して

い る。

1'(, 
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20cm 口
第63図 21 号住居址出 土土器 ( 1 )
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第64図 21 号住居址出 土土器 ( 2 )

ー

I .  黒渇色土
2. 灰褐色土（砂、 カ ーポ ン粒をブロ ッ ク状に含む ） 。 2m 

第65図 22号住居址平面図
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30cm 
I 

第67因 23号住居址出 土土器 ( 1 )

第68図 23号住居址出土土器 ( 2 )
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第70図 23号住居址 出士土器 ( 4 )
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0 20 cm 

第7 1 図 23号住居址出 土土器 ( 5 )
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23号住居址 （縄文） 第66-71 図

遺 跡 中 央部 の V 字 溝 南 に 位 置 し 、 1 3 溝 を は じ め 、 30号 土 壊 、 4 1 号 土 壊 、 67号 土 墳 な ど と 重 複

し て い る 。 地床炉 と 思 わ れ る 焼 土 が 2 ケ 所 あ り 、 こ れ を23 A 、 23 8 と し た 。 23 A の 周 囲 に は 7

- 8 本 の ピ ッ ト が ほ ぼ環 状 に 分 布 し て い る 。 こ れ ら が柱穴 で あ る と す れ ば、 直 径 5 - 6 m の 円

形住居 に な る で あ ろ う 。 又 、 23 8 の 周 囲 に は 30号土壊 を 含 め て 4 本の ピ ッ ト が あ る 。 こ れ も 5

m 位 の 円 形住 居 に な る 可 能 性 が あ る が確 定 は で き な い 。 23 A の 焼土 は 直 径50cm 、 23 8 の 焼 土 は

直径90cm の 円 形 で あ る 。 出 土土器 で第67図 1 は 23 A の 炉 南 側 よ り 出 土 し た も の で あ る が 、 他 は

23号住 居 範 囲 の 覆 土 中 よ り 出 土 し た 。 こ れ ら の 土器 は 縄 文 中 期 終末 に 属 す る 土 器 群 で 、 所 謂 曽

利 V 式 、 又 は 加 曽 利 E IV 式土 器 で あ る 。 特 筆 す べ き は 第70図 44 - 52 の 破 片 で 、 伊 那地 方 に 分布

す る 結 節 縄 文 土器 と 類 似 す る も の で あ る 。 こ の 他 打 製 石 斧 、 磨 製 石 斧 、 磨 石 等 が 出 土 し て い る 。
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第72図 24号住居址平面図

24号住居址 （弥生） 第72 - 74図

北集 落 南 群 の 南 に 位 置 し 、 他 の 遺 構 と は 重 複 し な い 。 住 居 址 プ ラ ン は 長 円 形 を 呈 し 、 長 軸

6. 0 m 、 短 軸 3 .77 m で あ る 。 主 軸 は 長 軸 と 一 致 し 、 N -56°- E の 方 位 を も つ 。 壁 は 南 東 24 cm 、

北 西 34 cm 、 南 西 34cm 、 北 東26cm の 高 さ が あ り 、 や や外傾斜の 壁 面 で あ る 。 床 面 は 地 山 を 床 と し 、

ほ ぼ水 平 に 造 ら れ る 。 床 面 に は 炭 化 物 を 含 む 薄 い 層 が 1 枚 広 が っ て い た 。 柱 穴 は 4 本 で 、 ビ ッ

ト 1 は 深 さ 20cm 、 直 径 28cm 、 ピ ッ ト 2 は 深 さ 24. 7 cm 、 直径27 cm 、 ピ ッ ト 3 は 深 さ 21 cm 、 直 径 25

cm 、 ビ ッ ト 4 は 深 さ 22cm 、 直 径26cm で あ る 。 炉 は 北東側柱穴 間 中 央 に 位 置 し 、 東 西 74 cm 、 南 北

1 1 7 cm の 範 囲 に 焼 土 が 広 が る 。 焼 土 の 真 中 に は 土器 片 が敷 か れ 、 そ の 下 に は 40 cm の 円 形皿 状 ヒ°
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第73図 24号住居址出土土器 ( 1 )
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第74図 24号住居址出 土土器 ( 2 )
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ッ ト がある。 貯蔵穴は

南 西の壁に接 し ており、

深さ50 cm 、 短 径50 cm 。

梯子受穴は深さ 1 8 cm 、

短 径24cm 、 長径3 1 cm で

ある。 出土遺物は炉に

使用された壷破 片 をは

じめ、 小 型 甕 、 壷な ど

がある。 又 、 住居中央

には棒状 木 製品が遺存

し ていた。

w 

2m 第75図 25号住居址平面図

25号住居址 （弥生） 第75- 77図

北集落南群にあり、 ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト によって北 西辺の一部を削 り取られている。 又69 号

土堀を切っている。 住居址の規模は長軸 5. 2 m 、 短 軸 4. 5 m ( 現存部のみ） で 、 隅 丸方形を呈

し ている。 主 軸 は N -27°
ー E の方位である。 壁は南20 cm 、 東23 cm 、 北25 cm で 、 壁面 はやや 外 へ

傾斜 し ている。 床は北から南 へ ゆ るやかな勾配をもっているが、 全体は平 垣 で ある。 床 は 貼 床

され堅く良好な し ま りを し ている。 炉は北側の柱穴間にあって、 土器片を敷いた土器敷炉 で あ

る。 焼 土は 東 西 95 cm 、 南 北 1 . 05 m の 範 囲 に 広がっている。 主 柱穴は 4 本 で あるが、 西 へ l 度

あるいは 2 度拡 張 し ているので 、 8 - 9 本の柱穴がある。 ヒ° ッ ト 1 は深さ46 cm 、 短 径 1 7cm 、 長

径20cm 、 ビ ッ ト 2 は深さ37cm 、 短 径 1 7cm 、 長径 18 cm 、 ヒ° ッ ト 3 は深さ47cm 、 短 径17cm 、 長径18

cm 、 ビ ッ ト 4 は深さ67cm 、 短 径 18 cm 、 長径22 cm 、 ピ ッ ト 8 は深さ22 cm 、 短 径 1 0 cm 、 長径26 cm 、

ビ ッ ト 9 は深さ27cm 、 短 径 1 1 cm 、 長径22 cm 、 ビ ッ ト 10は深さ15.5 cm 、 短 径23 cm 、 長径25 cm 、 ビ

ッ ト 1 1は深さ24.5 cm 、 短 径 14 cm 、 長径25 cm 、 ピ ッ ト 12は深さ1 7 cm 、 短 径34cm 、 長径36 cm 、 ピ ッ

ト 13は深さ2 1.5 cm 、 短 径 8 cm 、 長径10 cm である。 当初 ヒ° ッ ト 1 - ヒ° ッ ト 4 で建てられていた住
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居が、 次に ヒ° ッ ト 2、 ヒ° ッ ト 3 、 ビ ッ ト10 、 ビ ッ ト 12の 4 本柱となり、 次に ビ ッ ト 2、 ビ ッ ト

3 、 ビ ッ ト 11 、 ピ ッ ト 13と変化 し たのであろ う か。 ヒ° ッ ト 11と ヒ° ッ ト 13は支柱とする見方 も あ

る。 ヒ° ッ ト 6 は貯蔵穴である。 深さ47 cm 、 短 径66cm 、 長径84cm で、 二 段に掘られて い る。 上部

から高 杯脚が出土 し て いる。 ビ ッ ト 5 は梯子受穴である。 中から梯子の木材根が出土 し て い る。

約20cm 程の直径の 丸 太を半戟 し 半戟面 を下に し て 斜めに埋め込まれて いた。 残存 し て いる長さ

は約50 cmである。 丸 太面 に刻みを入れて 階段に し た も のであろ う 。 ちなみに、 角 度は垂直方 向

より22·住居 外 へ 傾 斜 し て い る。 ヒ° ッ ト 7 は南壁に接 し ており深さ24 cm 、 短 径36cm 、 長径40 cm

の方形 ヒ° ッ ト である。 貯蔵穴とすべ きであろ う か。

出土遺物は、 炉内の土器の他に、 甕 8 、 鉢 2 、 高 杯 2 等が床面 上から出土 し 、 覆 土中からは

破 片が若干出土 し た。

3
 

4
 

口 �。 □町 20cm 

第76図 25号住居址 出 土土器 ( 1 )
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第77図 25号住居址出 土土器 ( 2 )

26号住居 址 （弥生） 第78 - 80図

北集落南群の西端に位置 し 、 他の遺構との切り合は無 い 。 住居 址は隅 丸方形で長軸 4.29 m 、

短 軸 3.8 1 m の規模をもち、 主 軸 は N -62° - E である。 壁は南40 cm 、 北27cm 、 西35cm 、 東32cm で、

やや外傾 し て い る。 床は 地 山 を使って 堅く良好。 炉は北側 住穴中央に位置 し 、 埋 甕 炉 である。

使用された土器は甕 ではなく壷で、 直径27 cmの胴 部下半を使用 し 、 上半は打ち欠かれて い る。

底部は無く、 土器上端は床面 より若 干 高 い 位置に据え付け ら れ て い る。 柱穴は 対 角 線に 4 本が

配置され 、 ピ ッ ト 1 は深さ 12cm 、 短 径 14 cm 、 長径15 cm 、 ビ ッ ト 2は深さ36 cm 、 短 径 8 cm 、 長径

9 cm 、 ピ ッ ト 3 は深さ13 cm 、 短 径 13 cm 、 長径15 cm 、 ヒ° ッ ト 4 は 深さ47 cm 、 短 径11cm 、 長径12cm

で、 柱穴の平面 形は 円形にちか い 。 梯子受穴は 主 軸線上にあって 、 深さ59 cm 、 短 径24 cm 、 長径

29 cmの楕 円形 プ ラ ン をもち、 23 °の傾斜がある。

出土遺物は炉に使用された壷胴 下半と甕である。 ヒ° ッ ト 3 の南 西 側 には炭化材が数本重なっ

て残っ て い るが、 性 格は不明である。
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第78図 26号住居址平面図

20cm 3
 

第79図

27号住居址 （縄文） 第81 -82図

26号住居址出土土器 ( 1 )

遺跡調査区のほぼ中央に位置 し 、 4 号方形周溝墓、 27号土城、 50号土壊、 54号土城などと重

複 し ている。 従って住居址の プ ラ ン 及び主 軸 等については全 く 不明であり、 唯一住居址と し て

決定できたのは石 囲 炉の検出によってであった。 石囲炉は北に頂点を有する五 角 形を呈 し 、 東

西80cm 、 南北90cm の規模で、 南、 東 、 北東の 3 個の炉石は板状 長 円 礫が良好に残っているが、
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第80図 26号住居址 出 土土器 ( 2 )
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第81 因 27号住居址平面図
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北西、 西側の炉 石は破 砕 されて炉内に転入している。 炉 石は南 では幅1 5 cm、 長 さ55 cm、 厚 さ28

cm で 、 東は 巾1 5 cm、 長さ45 cm、 厚 さ 25 cm 、 北東では 巾 23 cm 、 長 さ 45 cm、 厚 さ3 0 cm である。

出土 逍物は炉中の出 土 破 片を掲 載 し た。 い づれも縄文時代 中 期 終末の土器 で 、 曽 利 V 式、 加

曽 利 E N 式に 属 す るものである。

28号住居址 （弥生） 第83 - 85図

北集 落 北 群の う ち 最 北端に位置 する住居 で、 撹 乱による土壊などに接する他、 重 複等 は見ら

れない。 住居址は円 形に近い隅 丸方形で、 長軸5.8 m、 短 軸 5 .1 mの 規 模 で、 主軸は N-35 °— 
E の方位を示 す 。 壁は南 東 で3 0 cm、 北西で27 cm 、 南西2 5 cm 、 北東28 cmと 比 較的 高 さが残ってお

り、 壁面 は や や 外 傾 す る。 床面 は貼床 で軟弱と なってお り、 貼られている土は木炭 と 地山 プ ロ

ッ ク を 多 量に 含 む 暗 褐色土 である。 炉は北側柱穴中央に位置 し、 東西56 cm、 南 北8 2cmの卵 形を

した皿状 ヒ°ットに焼土が残っている地床炉 である。 柱穴は4 本で、 住居の 対 角 線上に位置し、

ピッ ト1 は深さ40cm、 直 径 20 cm 、 ヒ°
ッ ト 2 は深さ49 cm 、 直 径 20 cm 、 ピット3 は深さ63 cm 、 直 径

22cm 、 ビ ッ ト 4 は深さ57 cm、 直 径24cm である。 各柱穴の平面 形 は ほ ぽ 円 形 である。 梯子受穴は

主 軸上にあって、 南西壁より3 5 cm 内側に掘られている。 深 さ34 cm、 東西42cm、 南 北40cmの 円 形

プ ラン であるが、 底 面は長 円 形で、 その位置も住居中心に寄っているの で、 約10 ·の傾斜をもつ

ピットと なっている。 貯蔵穴は南西壁中央西寄にあり、 東西42cm 、 南 北4 2cm 、 深 さ27 cm である。

なお 、 住居 内西側の柱穴中央部に焼土、 木炭の層 が薄 く 広が っ ていたが、 こ れは炉ではない。

出土 辿物は少な く 、 赤彩された高 杯、 小型土器 、 その他が若干出土 し ているだ け である。

29号住居址 （弥生） 第86 - 88 図

北集 落 北群の北 東部に位置 し 、 上 層と 下層 の2 軒の住居に分 けられる。 柱穴、 炉 位置 などか

ら判断す る と 、 下層住居を拡張 し 上層住居が造 られたもの である。 他の遺構 と の 切 り合いは、

9 0号 土堀を切 って造られているだ け で、 同時期の遺構 と の 重 複 関係は見られない。住居址は円

形に 近い隅 丸方形で、 下層 の住居の方が方形に近いプ ランを持っている。 上層 、 下層 の住居を

分 け て説明する。

①上層住居

住居の規模は長軸 7.3 m 、 短 軸6 .5 m で、 主軸は N -3 2 °- E の方位を示 す 。 壁は南 東 で40.5

cm 、 北西43 cm、 南西41 cm、 北 東3 2cmの高 さがあり、 壁面 は外傾している。 床面 は ほ ぱ全面 に貼

床され、 黄 褐色を呈 する砂質土である。 炉の周 辺は部分的に堅いと こ ろもあるが、 全体 的には

軟 弱 な床 と 言 えよ う 。 炉は住居 北側の柱穴中央に位置 し 、 東 西 1 . 2 rn 、 南 北1 .5 rn の焼土 範囲

があるが、 その 中 心に3 5 cm x 5 0 cmの皿状 ビッ ト があって、 地床炉の核と 言 え よ う 。 柱は 4 本主

柱で 、 ピ ッ ト1 は深さ22cm 、 短 径 27 cm 、 長径30cm 、 ビッ ト 2 は深 さ38 cm、 短 径1 5 cm、 長径20cm 、

ビ ッ ト 3 は深さ6 4 cm、 短 径 21 cm 、 長径3 5 cm 、 ビ ッ ト 4 は深さ56 cm、 短 径18 cm、 長径21 cm 、 であ

る。 貯蔵穴は住居南壁に接して掘られ、 深 さ35 cm 、 東西42 cm 、 南 北46 cmの規模 である。 梯子受

穴は主軸 上にあって、 南 壁より60cm住居内側に位置 する。 深さ 20cm 、 短 径2 8 cm、 長径34cm 、 床

面と の 角 度は35 ° である。

本住居の遺物は柱穴 と 壁の間に分布 し 、 特に南 東 コ ー ナ ー に集 中している。
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第83図 28号住居址平面図
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第84図 28号住居址出土土器 ( 1 )
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20cm 

第88図 29号住居址出土土器 ( 2 )
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なお 本住居の覆土であ

るが、 レン ズ状 の堆 積 を

示し、 壁 際では黒色土 と

壁の黄 褐色砂質土が互層

に 堆 積してい る。 覆 土は

大 き く3 層 に 分かれ、 上

層 は白 色小 砂 粒 を 多 く 含

む 暗褐色粘質土でしまり

がな い 。 中層 は暗褐色 又

は灰 褐色粘質土 と 黄 褐色

砂質 プ ロ ックの混土 であ

る。 下層 は灰褐色又は暗

褐色粘質土の 自 然堆 積 土

である。

② 下層住居

上層住居の内側 に 位置

し、 や や中心より西 に 偏

してい る。 住居の規 模は

短 軸 4.3 m、 長軸 4.45 m

の 隅 丸 方 形で、 主 軸は上

層住居 と同 じ である。 壁

は3 - 5 cm 程度しか残っ

てい な いが、 ほ ぱ垂 直で

ある。 床面 は褐色砂質土の貼床で、 炉のまわりが部分的 に 踏 み 固めら れてい る。 炉は北側柱穴

間 に 位置し、 上層住居 直 下 に ある。 土 器破 片 を敷い た皿状 の炉で、 土 器敷炉南 側 に も焼土が広

-1 

命

Po- 8 ＼
 L

 
◎[
 

◎
[
 

ピ

2m 

第89図 30号住居址平面図

がってい る。 柱穴は 4 本主柱構 造 をもってお り、 対 角 線上 に 位置する。 しかし、 北西柱穴は2

本あるので、 拡張 又は建直しが考 え られよ う 。 ヒ°ット1 は深 さ6 cm、 直 径20 cm、 ピッ ト 2 は深

さ8 cm、 短 径2 4 cm、 長径32 cm、 ビッ ト3 は深 さ33 cm、 直 径12 cm、 ビッ ト 4 は深 さ23 cm、 直 径22

cm、 ピット5 は深 さ 48 cm、 直 径18 cmである。 梯 子受穴 は主軸上に1 箇所あり、 西側柱穴線上 に

l 箇所ある。 前 者は深 さ30cm、 短 径2 7cm、 長径3 1 cmで、 垂 直方向か ら30 °の 角 度で傾斜してい る。

後 者は深 さ50 cm、 短径1 5 cm、 長径30cm、 角 度は前 者 と ほ ぱ同 角 度 位である。 貯蔵穴は南 壁主 軸

西 に あって、 深 さ22 cm、 短 径55 cm、 長 径62 cm、 ロ ー ト状 の掘り込 みである。

本住居は、 上下の住居 と の間 に 更 に2 枚の貼床が認められてい る。 炉の位置 や焼土 の在り方

な どか ら して、 1 回の拡張だけではな く 、 数回の同一場所建直しも 考 え てお かなければな ら な

いであ ろ う 。

30号住居址 （弥生） 第89-91 図
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北集落北群に位置 し 、 壁は31号住居址 と 接 し、住居内には87 号 土堀 、 88 号 土壊がある。住居址

は長 円 形に近 い 隅 丸 方形で、 長 径 4.8 3 m 、 短径3 .69 m 、 主 軸は N-2 4 °- E の方向を示す。 壁は

南 東35 cm、 北西39 cm、 南西3 4 cm、 北東39 cmの 高 さをも ち、 壁面 はや や 外 傾 し てい る。 床面 は貼

床されてお り、 中央部分を 除 い て軟 弱である。 炉は北側柱穴間にあり、 南 側に 枕 石を置 い た埋

甕炉である。 枕 石 は 巾10cm、 長 さ2 5 cmの楕 円 形を呈 し 、 埋甕は直 径20cmである。 甕は胴 上 半 と

底部が欠損 し たものを埋め 込まれてい る。 焼土、 灰の 範囲は炉よりも 広 く 南 北1 .2 m 、 東西90

cmに分布 し てい る。 柱穴は 4 本で、 ピット 1 は深 さ2 4 cm、 短 径18 cm、 長 径22 cm、 ピ ット2 は深

さ16cm、 短 径2 5 cm、 長径30cm、 ビッ ト 3 は深さ19 cm、 直 径21 cm、 ピット 4 は深 さ16cm、 直 径2 3

cmである。 主軸上にある梯子受穴は深さ22 cm、 短径30cm、 長 径35 cmで、 垂 直より19 °傾斜 してい

る。 貯蔵穴は南壁に接 し 、 主軸より西側にある。 深 さ33 .5 cm、 短 径 46cm、 長 径56cmで断面 は台

形を呈す。 内部より壷形土器の 破 片が出土 し てい る。

出土遺物はあまり多 く な く 、 壷、 甕、 高杯破 片等が住居内より若干出土する。

＼
 

二第90図 30号住居址 出土土器 ( 1 )
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1
= 31 号住居址 （弥生） 第92- 94図

北集 落北群に位置し、 30号住居

址 と 接し91 号 土城、 9 2号 土城を切

ってい る。住居址は楕 円 形をし、

長軸 4 .48 m 、 短 軸3.62 mで主軸は

N-15 °-Wの方位を示す。 壁は東

37 cm、 西41 cm、 南39 cm、 北4 3cmの

高 さがあり、 壁 面は や や 外 傾して

1 J___, 
い る。 床面は う すい 貼床でしまり

がない。 炉は北側 柱 穴間にあって、

若干土器 片が敷かれるが、 炉の中

心は南 北50 cm、 東西35 cmの 範 囲で

焼土は 南 北1.8 m 、 東西1. 4 m に

広がっている。 柱 穴は主 柱 穴 4 本

し し である。 貯蔵穴は南 壁中央にあり、

L— __! 東西4 4 cm、 南 北42 cmの 円 形 プ ラン

であるが、 断 面は ロ ー ト状を呈す

る。 遺物は甕 、 鉢などが出土して

2m い る。

第92図 31号住居址平面図

20cm 

第93図 31号住居址 出土土器 ( 1 )
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w 32号住居址 （弥生） 第95- 97図

北集落 北 群に位置 し、 他の住居

址 と は重 複 し ていない。 比 較的小2 
形で楕 円 形 を 呈 し 、 長 軸 4.23 m 、

短 軸3 .6 4 mで、 主軸は長軸と 一 致

する。 主 軸 は N -38 °- E を 示す。
20cm 壁は南 東3 05 cm、 北西25 cm、 南西

第96図 32号住居址 出土土器 ( 1 ) 30.5 cm、 北 東2 0cmの高 さ があり、

0 
,, 

―-v 冷,·� 2 

『 ゜4 5 20cm 

第97図 32号住居址出土土器 ( 2 )

壁 面はや や 外傾する。 床面は地山の黄 褐色砂層 を 使 用 し 、 中央部は し ま り があるが、 全体 には、

や や 軟 弱である。 炉は北 東 側の柱穴間に位置 し、 地床炉で東西60cm、 南 北38 cmの範 囲に焼土が

分布 する。 柱穴は全部で10本あるが、 この う ち8 本か主柱穴で、 1 回建直 し さ れている。 残り

の2 本は支柱穴であ ろ う 。 ビ ッ ト1 は深 さ21 cm、 直 径29 cm、 ビット2 は深 さ28 cm、 短 径23 cm、

長 径2 7 cm、 ビ ッ ト3 は深 さ2 4 cm、 直 径27 cm、 ビッ ト 4 は深 さ 41 cm、 短 径19 cm、 長 径26 cm、 ビ ッ

ト5 は深 さ25 cm、 直 径16 cm、 ビ ット6 は深 さ1 5 cm、 直 径1 4 cm、 ビッ ト8 は深 さ2 5cm、 直 径1 7 cm、

ピ ッ ト1 0は深 さ23 cm、 直 径16 cmである。 この う ち 、 ピット1 - 4 が1 組、 ビ ッ ト5 、 6 、 8 、

1 0が 1 組である。 ど ち らが先かは明確ではないが、 後 者の組の ヒ° ッ ト5 、 6 が床 下より発 見 さ

れて い るので、 後 者がまず建て られ、 前 者へ と建直 しがあった と 言 う こ と ができよ う 。

33号住居址 （弥生） 第98 - 1 00図

北集落北群中央に位置 し 、 他の住居址 や逍構 と の重複はない。住居は隅 丸方形でも 楕 円 形に

ち か い 。住居は上下2 層 の新 旧住居 と なってお り、 上層住居から説明する。

① 上層住居

長 軸 7.2 m、 短 軸5 .7 m で、 主軸は長 軸 と 一致 し、 N -13 °
ー E の方位を示す。 壁 高は東で1 4

cm、 西2 0 cm、 南 4 cm 、 北15 cmで、 壁面はや や外傾 し ている。 床は中央部が貼床で、 黄 褐色 ブ ロ

ッ ク土で貼 られて い る。 貼床は薄いものが 4 枚ある。 最 上 部は軟 弱で、 下層 に行 く に し たがっ

て し ま り が良 い 。 炉は最 上部では小 礫 を 使 った枕石がある土器敷炉で、 それより3 枚 下の床で
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第98図 33号住居址平面図
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� LJ乙
1 0  1 1  

□ こ2

口
20cm 

第99回 33号住居址出土土器 ( 1 )

は地床炉が存在す る。 敷かれた土器の下には木炭が10cmの厚さで堆積している。 柱穴は 4 本で、

各々に礫が投げ込まれているが 、 こ れは柱を保 持 する為に使用されたものであろ う 。 ヒ° ッ ト 1

は深さ7 5cm 、 直 径25 cm 、 ヒ° ッ ト 2は深さ5 1 cm 、 直径20 cm 、 ピ ッ ト 3 は深さ47cm 、 直 径25 cm 、 ピ

ッ ト 4 は深さ4 1 cm 、 直 径25 cmである。 入口 部に梯子受穴が ヒ°
ッ ト 5 と 6 の2本がある。 こ の う

ち 5 は、 下層住居の梯子受穴と同ー である。 上 層 住居の数回の改 修時に利用されたものであろ

う 。 ヒ°
ッ ト 5 は東 西45cm 、 南北29 cm で2s · の 斜 角 度である 。 ビ ッ ト 6 は東 西28 cm 、 南 北 16 cm で

7 ° の斜 角 度をも つ 。 貯 蔵穴は ヒ°
ッ ト 8 で、 直径38 cm 、 深さ34cm である。 南壁に添って ビ ッ ト 7

と 9 の柱穴がある。 おそらく、 入 口 部の屋根を支えた柱穴と考えられ、 ピ ッ ト 7 は深さ29 cm 、

直径38cm 、 ピ ッ ト 9 は、 深さ34 cm 、 直径3 1 cm である。

遺物は床面 上に高 杯 、 壷 、 甕 、 などの破片があった。 特に南 東 柱穴付近に集中している。

② 下層住居

長軸 5. 5 m 、 短 軸 4. 4 rn の隅 丸方形 プ ラ ンで、 現存する壁 高は東 5 cm 、 西 7 cm 、 南 1 5 cm 、 北

9 cm であるが、 上 屑住居確認面からは各々上 層住居の壁 高 を加えた数値となる。 炉は北側 柱穴

間に位置し、 東 西 1. 1 [Il 、 南北 1.18 m の範 囲 に焼土がある。 小 礫の枕石を南に置いた土器敷炉

である。 柱穴は上既住居と全く 同位置であり、 床面が下った分だけ深さ・ 径が変化している。 梯

子受穴も 同 様である。 なお貯蔵穴が南壁主 軸 西 側から検 出 されている。 深さ25 cm 、 東 西45 cm 、

- 85 -



南北40cmである。

本住居は下層住居を埋め立てた後 に 拡張した住居で、 床面 の貼床枚数からも、 相 当長 期 に 居

住されたものと 思われる。
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第 1 00図 33号住居址出土土器 ( 2 )
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第 1 0 1 図 34号住居址平面図

34号住居址 （弥生） 第 1 0 1 - 第 1 03図

北集落北群中央に位置し、 住居址内から79号土 城 が検出された他は他の遺構と重複しない。

住居址は長 軸 5. 9 m 、 短 軸 5. 1 m の規模で、 主 軸は長軸と等 し く、 N -13°— E の方位を示す。

住居平面 形は隅 丸 方形である。 壁は東44 cm 、 西37cm 、 南35 cm 、 北50 cmの高さがあり、 壁面 はや

や外傾 し ている。 床面 は 若 干 貼床されるが 、 地山 面を基本 的 な床と し ており、 中央柱 間 が堅く

良好であるのに対し、 柱の外側 はやや 軟 弱である。 炉は北側 柱穴中央部に位置 し 、 浅い皿状の

窪みをもつ地床炉である。 東 西 48 cm 、 南北77cmの範 囲が焼 けている。 柱は 4 本 主 柱で、 ビ ッ ト

1 は深さ20 cm 、 短 径24 cm 、 長径38 cm 、 ピ ッ ト 2は深さ20 cm 、 短 径25 cm、 長径30 cm 、 ヒ° ッ ト 3 は

深さI8 crn 、 短 径32cm 、 長径36cm 、 ピ ッ ト 4 は深さ23 cm 、 短 径32cm 、 長径36 cm である。 各 柱穴は

住居の対 角 線上に位置 し ている。 住居南壁に接 し て ビ ッ ト 5 と ピ° ッ ト 6 がある。 ビ ッ ト 5 は深

さ48 cm 、 短 径52cm 、 長径60cm 、 ピ ッ ト 6 は深さ6 cm 、 短 径32 cm 、 長径35 cm である。 ヒ° ッ ト 5 か

貯蔵穴 、 ピ ッ ト 6 が梯子受穴であろうか。

本住居の遺物は、 住居南側 、 柱穴と壁との間に集中 し て い る。 出 土遺物は壷 、 甕 、 片 □ 土器

などである。 壷の口 縁には 2 種類あ っ て、 口 唇部が T 字形を呈 し 、 外面 に櫛描 波 状文を横方向
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に施 し たあと 、 粘 土 紐を 4 本縦に貼付るものと 、 素 縁で 4 ケ 所に小 突 起が付されるもので、 内

外面 刷 毛 目 整 形 後に ヘ ラ で磨 い てい る。 頸部は横に平 行櫛描文がある。 甕は頸部に簾状 文を一

条施 し 、 口 縁部と 胴 上 半に波状 文を施すタ イ プと、 胴より上 に波状 文を全面 施すもの、 刷毛整

形後、 ヘ ラ や ナ デによって整形 痕を消してい るものなどがある。 特殊な遺物と して、 片 口土 器

がある。 口 径7 .5 cm、 器 高1 1.3 cm、 底径5.8 cmで、 全面 ヘ ラ 磨きされてい る。

/
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第 1 02図 34号住居址出土土器 ( 1 )
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第 1 05図 35号住居址 出土土器 ( 1 )

35号住居 址 （弥生） 第 1 04- 1 06図

北集落北群 中 央に位置 し 、 他の逍構との重複 関 係 は な い 。 住居址の平面 形 は 長円形にちか い

隅 丸 方形で、 長軸 6. 2 m 、 短 軸 4.62 m の規模であ る 。 主 軸 は 長軸 方 向 にあって、 N -23 °-Wの

方位を示す。 壁 は北東で46cm 、 南西で44 cm 、 南 東52 cm 、 北西39 cmの高さがあり、 壁面 はやや外

傾 し て い る 。 床面 は 中 央部がやや良好であ る が 、 柱穴と壁の間な軟弱 であ る 。 炉 は 北 西側 柱穴

中 央に位置 し 、 南に小さな枕石のあ る 埋甕炉である。 埋甕 は 破 損しており、 胴 下 半が埋められ、

他 は 周辺に散在 し てい る 。 炉の掘り込みは南北60 cm 、 東 西40cmで、 埋甕 は 10 cm 程埋め込まれて

い る 。 焼土の範 囲 は 東 西 1 m 、 南北90cmの 円形に広がってい る 。 柱穴は 4 本で、 ビ ッ ト 1は 深

さ 9 cm 、 短 径 1 7cm 、 長径22cm 、 ヒ° ッ ト 2は 深さ 9 cm 、 短 径 18 cm 、 長径23 cm 、 ピ ッ ト 3 は 深さ 5

cm 、 短径17cm 、 長径22 cm 、 ヒ° ッ ト 4 は 深さ1 1cm 、 短 径20cm 、 長径23 cm である。 4 本とも深さが

5 -l l cmと浅 い 穴で、 直径も小さい のが特徴であろう。 貯蔵穴 は南 壁に接 し てあり、 主 軸 より

西側にあ る 。 東 西41cm 、 深さ36 cm で、 穴の断面 は台形をしてい る 。 梯子受穴 は 主 軸 上 で南壁よ

り約60 cm内側に掘られてい る 。 東 西29 cm 、 南北30 cmのおむすび形 ヒ° ッ ト は 、 深さ26 cm 、 床面 と

の垂直角 度は26 ° である。 出 土 遺物 は 少なく、 炉内土器の他 5 点が実測 可能な土器 で 、 他 は 少

破 片 であ る 。 1 は 球胴を し た壷形土器で、 頸部から上と底部を欠損 し ている。 肩 部に櫛 描 波 状

文がわずかに残り、 他 は ヘ ラ によって整形されてい る 。 2 ば炉内出土の甕 であ る が、 頸部に簾
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状 文が一条巡 り 、 その下に櫛描 波状 文が三条施文される。 胴 下 半は刷 毛 目 で底部に近 い と こ ろ

ではヘ ラ 整形がされてい る。 口 縁部は刷 毛 目 で、 内面 も 横方向の 刷 毛 目 である。 5 は台 付甕で

ある。 本遺跡では比較的 台 付 甕が少な いので貴 重である。 胴 部は刷 毛 整 形の後に ナ デ整形が行

なわれ、 台部はヘ ラ で整形 される。 4 は甕 と い う よ り 鉢に 近 い 形態で、 口 唇 直 下に ボ タ ン状 貼

付文をもつ。 内外面 と も 刷 毛 目 整形される。 台付鉢 と なるかもしれな い 。 6 は、 器 台であ ろ う

か。 外面 赤 色、 内面 も上半分が赤色塗彩される特殊な土器 である。

ご

4
 

7 

6
 

/
 

•1 ,
 

1 4  

1 9  

/
 

1 1  

4
 
2

 

nu
 

£、

-

25
 

円

,:,:-c 

22  
2 1  

23  。
ロー
26

cm

-

O

 

C1
 

t-
9

 言
第 1 06図 35号住居 址 出 土土器 ( 2 )

- 91  -



呵

6ニー

箪
炉

i

ぇ`
鱒含

'
＆

℃
 

＼ 

゜

91
!
d

 
(;r)
 

＠急

�-
J

 

_Jij 二

二謳冨瓢

T
|

 

上層住居

3 m  

0 �、

⑥ 豆
o思

下層住居
第107図 36号住居址平面図

- 92 -



ローロ
2
 

4
 

5
 

7
 

20cm 

第 1 08図 36号住居址出土士器 ( 1 )
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第109図 36号住居址出 土土器 ( 2 )

36号住居址 （弥生） 第 1 07- 1 1 0図

北集落北群中最も南に位置する住 居址で、 本遺跡中住居面 積では最 大で、 長軸 径は20号 住 居

に次 ぐ 規模である。 又、 住 居 下 庖には古い住 居の遺構があり、 少な く と も二度の拡張工事が行

なわれた 住 居である。 上層 住 居と 下層 住 居に分けて説明をする。

①上層 住 居

隅 丸方形を呈し、 長軸8 .10 m 、 短 軸6 .60 m 。 主軸は長軸と同 じ で、 N -19 °-Wの方位を示す。

壁は東3 4 cm、 西30.5 cm 、 南3 4 cm、 北42 cmで、 壁面 はや や外傾斜する。 床面 は暗褐色砂質土 で 軟

弱である。 炉は北側柱穴間にあって、 土器 片が敷き並べられた土器 敷炉である。 な お 、 炉内南

東部に12 cm x 7 cmの枕 石がある。 炉の規模は50 cm x 30 cmの横長楕 円 形であ ろ う 。 柱は 4 本主柱

で、 ビット3 は深 さ 43 cm、 短径22 cm、 長径30 cm、 ビット 4 は深 さ36 cm 、 短 径20 cm、 長径36 cm、

ビット5 は深 さ28 cm、 短 径2 4 cm、 長径4 4cm、 ピッ ト6 は深 さ32 cm、 短径2 4 cm、 長径32 cmである。

各柱穴は主軸と 直 交 する方向に長径があり、 板状柱が使用 さ れたものと 思われる。 貯蔵穴は ヒ°

ッ ト2 で 南 壁に接して、 深 さ39 cm、 短径40cm、 長 径5 4 cmで、． 断面 は台形を し てい る。 梯 子受穴

は主 軸 上で、 南 壁より50cm 程内側 に 造られ、 東 西 40 cm、 南 北5 4 cm、 垂 直より35 ° 傾斜している。

辿物 は 住 居 北 半分より出土 している。

① 下 層住居

隅 丸方形で、 長 軸6 .86 m、 短 軸5 .62 m の規模で、 主軸は N-15 °-Wである。 壁はわずかしか

残ってお らず、 東9 cm 、 西 3 cm、 南 7.5 cm、 北7 cmである。 壁面 は垂直が若干外傾 し てい る程

度である。 床面 は暗褐色粘質土 と 黄褐色砂質土 の混土で、 全般 的に軟弱である。 炉は北側柱穴

間に位置し、 皿状 ヒ°ットをもつ地床炉で、 規模は3 4cm x 48 cmである。 柱は 4 本主柱と 考 え られ、
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第 1 1 0図 36号住居址出土土器 ( 3 )
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ピ ッ ト 1 は深さ15 .5 cm、 短 径2 4 cm 、 長径3 4 cm、 ビ ッ ト2 は深さ22 cm 、 短 径20cm、 長径24 cm、 ヒ°

ッ ト3 は深 さ20cm、 直 径22 cm、 ヒ° ッ ト 4 は深さ20 cm、 直 径18 cmである。 この他、住居内や、住

居周 辺 部に小柱穴が並 んでいる。 こ れらは下層住居に伴 う ものか 、 上層 に伴 う ものか不 明であ

昌皿IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUJllilU!!!ljllUllllll鴫疇且 る。 又、 南 側柱穴間には間仕切溝が検出され、 その
r o 中より木材が横に埋め 込まれてあった。 溝の 巾 は10

cm、 深 さは5 cm程である。

37号住居址 （弥生） 第 1 1 1 図

北集落北群の う ち 最も西に位置する住居址で、 他

の遺構 と の 重複はない。住居址は 円 形に近いプ ラン

『 1 o 可
をも ち 、 直 径3 m である。 主 軸をど ち らにと るか 問

題であるが、 炉が入 口 部 と 反 対に位置 する例が多 い

こ と から、 N-72 °— E と し た。 壁は東10 cm、 西7 cm 、

南 4 .5 cm、 北5 cmで、 壁面 は外傾している。 床面 は

全体 に軟 弱でしまりがない。 炉は、住居中央よりや
第 1 1 1 図 37号

2m 住居址平面図 や東側に偏してお り、 地床炉である。 焼 土 範 囲は東

こ の他の施設は皆無で、 遺物も覆土中から若干の少 片が出土しただ

けで図 示でき るものはない。

38 号 住 居 址 （ 弥 生 ） 第 1 12 � 1 14 図

「

L ---1 

5
胃

2m 第1 1 2図 38号住居址平面図
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第 1 1 3図 38号住居址 出土土器 ( 1 )

北集落北群の 西北端に位置 し 、 他の遺構 と は重複 し な い 。 住居址は長軸 5.46 m 、 短 軸 4. 12m 

の隅 丸方形を呈し、 主 軸 は 長軸と一 致する N-50 °- Wの方位を示す。 壁は北東31cm、 南 西24 cm 、

南東25 cm、 北 西23 cmの高さがあ り 、 壁面 はやや外傾する。 床は全面 貼 床 で、 炉の周辺は堅く良

好であるが、 周辺は軟 弱である。 炉は北側の柱穴間にあ っ て、 焼土は南北1. 6 m 、 東 西1. 3 m 

の範囲に広が っ てい るが、 中央に土器が敷かれている。 土器は2層に重ねて敷かれ、 その下は

地床炉 と な っ て い るので、 3 回の改 修があ っ たことになる。 柱は 4 本 主 柱 で、 ビ ッ ト 2は深さ
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第 1 14図 38号住居址 出土土器 ( 2 )
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第 1 17図 39号住居址出土土器 ( 2 )
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30cm 、 短 径 16 cm 、 長径25cm 、 ピ ッ ト 3 は深 さ27 cm 、 短 径 16 cm 、 長径20 cm 、 ヒ° ッ ト 4 は 深 さ20 cm 、

短 径20 cm 、 長径24 cm 、 ビ ッ ト 5 は深 さ 20 cm 、 短 径 1 5cm 、 長径30 cmである。 貯蔵穴は南 壁に接し

て深 さ 37 cm 、 直 径32cm の規模である。

39号住居址 （縄文） 第 1 15 - 1 1 7図

縄文時代住居址としては逍跡の最北部に位置し 、 属する時代も前期終末～中期初 頭である。

住居址はほば 円形 をしており、 短 径 5.1 5 m 、 長径 5.6 m で、 主 軸 は N -19 °
ーWと思われる。 壁

は東で86cm 、 西80cm 、 南70 cm 、 北83cmと最も深い住居で、 壁面 は若干傾斜している。 炉は住居

中央より北に偏在しており、 東 西60cm 、 南北90cm の範囲に薄く焼 土が広がる地床炉である。 柱

穴は 6 本 主 柱で、 その他に小 ヒ° ッ ト が 4 本あるが、 支 柱穴であ ろ うか。 ヒ° ッ ト 2 は 深 さ 48 cm 、

短 径 50 cm 、 長径87 cm、

ビ ッ ト 3 は深 さ49 cm 、

短 径38 cm 、 長径50 cm 、

ピ ッ ト 5 は深 さ 3 1 cm 、

短 径88 cm 、 長 径 1 12

cm 、 ヒ° ッ ト 7 は深 さ

48cm 、 短 径43 cm 、 長 L_ 

径50cm 、 ビ ッ ト 8 は

深 さ60cm 、 短 径55cm 、

長径65cm 、 ピ ッ ト 9

は深 さ62cm 、 直径55

cmが主 柱穴で、 深 さ

16cmの ヒ° ッ ト 1 、 深

さ 44 cm の ビ ッ ト 4 、

深 さ 16cmの ヒ° ッ ト 6 、 L —  

深 さ 50 cm の ピ ッ ト 10

は 支柱穴であ ろ う。

この他特別な施設は

無く、 遺物は床面 に

ちかい部分から 出 土

している。
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40号住居址 （縄文） 第 1 1 8- 120図

39号 住 居址の南西 に 位置 し 、 36 号 住 居址 と 壁を接 し ている。 又、 南 東部は未調査部分がある

ので、 住 居址の全体 は明らかではない。 現存 する規模は長径5.8 m 、 短径5. 78 mで不 整 円 形で

ある。 壁は東側で51 cm、 西38 cm、 南 43 cm、 北5 2cmの高 さ があり、 壁面 は北側が垂 直 に ち かいが、

他は外 傾 斜 し ている。 炉は住 居の 中 央 よ り若 干 北 に 寄 っ てお り、 土 器 片で囲 っ た特異な土 器 囲

炉である。 柱穴は5 本 検出 さ れている。 ヒ° ッ ト 1 は深 さ5 1 cm、 直 径56 cm、 ヒ° ッ ト 2 は深 さ 72 cm、

直径66 cm、 ヒ° ッ ト3 は深 さ63 cm、 直 径53 cm、 ピ ッ ト 4 は深 さ60 cm、 短 径45 cm、 長 径90 cm、 ピ ッ

ト6 は深 さ90 cm、 直 径60 cm、 ピ ッ ト 7 は深 さ6 7 cm、 直 径40 cmである。 ヒ° ッ トは ダ ル マ 形 プ ラン

を し ているので長径が短径の倍である。 又、 ヒ° ッ ト5 は炉の南 に あ っ て深 さ3 5 cm と 浅 く 、 柱穴

に 加 え る こ と が 困 難であろ う 。 本 住 居の出土 遺物は、 縄文 中 期 中 葉 に 属 す るもので、 関 東 地方

で言 う 勝 坂 式の新 し い部分であろ う 。 遺物は、 住 居北東部に集 中 し てお り、 断面 から観 察 す る

と 、 住 居が レン ズ 状 に 埋没 し た時、 住 居北東側 に 住 んでいた人々が不 用 と な っ た土 器 片を 投 げ

込 んだ よ う に 見 え る。 ’こ の よ う な現象を吹上 パ タ ー ン と 呼 んでいるが、 この住 居では大 破 片は

あるものの、 一括土器 と し て復 元 さ れたものは少ない。

3
 

30cm 

第 1 1 9図 40 号住居址出土土器 ( 1 )
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第 2 表 縄文時代住居址出土土器観察表
1 ) 口 径 2)器高 3 ) 底径 4)胴径

番 号 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

7 住 (2 1 �)

l .  床 直 深 鉢 l )  1 2. 4 茶褐色

2) 1 6. 8 胎土や や 祖め

3) 6. 7 焼成良好

4) 1 2. 6 

2, フ ク 土 深 鉢 1 )  25.  0 縄文文様 口 縁部横ナ デ 茶褐色

2)  やや粗い

3)  砂粒多 く 含む

4 )  

3. 深 鉢 I )  内面、 ヘ ラ で調整。 外面、 胴 外面、 赤褐色

2 )  部に 半戟竹管に よ る 縦位の平 外面 、 黒色

3 )  15 2 行沈線が一周 さ れ 、 そ の 上 下 ． 胎土、 多訊の砂

4)  に横位の 1 本の 太 い 沈線が施 小石混入

文。 縦位の沈線は 上→下へ工 焼成 良好

具を動か したと 思われる 。 沈線

文帯の 下に は 枯土紐を 貼付 し

た文様帯。 楕円形を横位に 5 つ

並ペー周。 1 ケ所だけ 楕円の

間 に 楕 円 の 上部を一周 さ せた

粘土紐の 余 っ た部分を斜めに

貼付け て あ る 。

底部ナ デ

4. 床 直 深 鉢 l )  茶褐色

2)  胎土粗 く 砂粒多 く 含

3 )  1 4. 6 む

4 )  焼成 良

5 深 鉢 l )  茶褐色

2)  赤色粒子

3) 1 2. 0 金雲母、 黒雲母

4 )  砂粒多 く 含む

6. 深 鉢 I )  指圧痕 黒灰褐色、 茶褐色

2)  胎土 長石、 石英 、

3 )  5. 6 黒雲母混入
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番 号 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

4) 

7. 深 鉢 l )  23 6 口 縁部す ぐ 下に 直径約 1 cm、 暗褐色

2 )  中心部直径約 6 mm位の穴あ り 。 部分的に 、 白 、 茶 、

3)  部分的に 煤付着 明 茶褐色

4) 

8. 浅 鉢 I )  35 5 色調 、 茶褐色

2 )  焼む ら あ り

3) 胎土 粗い

4) 

， 床 浅 鉢 1 )  色調 褐色

2) 胎土 やや祖い

3) 1 3  8 焼成 良 い

4) 

1 0住 (30圏）

1 .  浅 鉢 1 )  24. 2 

2)  

3) 

4) 

2 深 鉢 1 )  1 4. 5 色調 茶褐色

2) 胎土 粗め

3)  焼成 良

4) 

3. 深 鉢 1 )  1 0. 4 色調 茶褐色

2) 胎土 長石 、 石英 、

3)  赤色粒子含む

4 深 鉢 1 )  色調 暗茶褐色

2 )  胎土 粗 く 砂粒 、 石

3) 1 2 . 0 英、 金雲母他多 く 含

む

13住 (37図）

I .  深 鉢 1 )  27 .  2 区画文 、 2 単位。 更に l 単位 色調 褐色

2) 41 9 を渦巻文様で 2 単位 に 分別 胎土 密 、 白 色砂粒

3)  1 4  8 含む

4) 1 7  0 焼成 良好

2.  深 鉢 1 )  1 7 . 6 口 縁部厚 く 、 ヘ ラ で丁寧な磨 色調 灰褐色

- 1 05 -



番 号 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

2 )  き が施行。 外面、 口 縁部 よ り 胎土 密

3)  2 cm程下に 突起物があ り 左に 焼成 良

4 )  傾いて付け て あ る 。

3 深 鉢 l )  1 2. 1 色調 赤褐色

2 )  

3 )  

4 .  深 鉢 1 )  1 6  8 円 と 楕 円 形の組合 口 縁に 把手あ り 、 そ の 下に 3 色調 暗褐色

2 )  わせで出来て い る cm程下に 小 さ めの 円 の 突起物 、 胎土 砂粒を少量含

3) 回 り に 細か い 刻み そ の 中心が く り ぬい て あ る 。 む。

4 )  あ り 内 面丁寧な ヘ ラ 磨 き 焼成 良

5. 深 鉢 1 )  1 5  8 色調 暗褐色

2 )  胎土 や や 租 ＜ 砂粒

3) 含む

4) 焼成 良好

6. 深 鉢 1 )  1 4  2 色調 暗褐色

2) 2 I .  5 胎土 石英、 雲母多

3)  8 2 く 含む

4)  焼成 も ろ い 感 じ

7. 深 鉢 ! )  外 茶褐色

2 )  内 黒褐色

3) 7. 2 胎土 やや粗い

4)  焼成 良

8. 深 鉢 l )  指頭痕有。 整形 、 粗雑。 胴部 色調 赤褐色

2 )  中央毛虫状貼付文約10cm有す。 胎土 粗 く 砂粒小石

3) 1 7  5 文様の中央盛 り 上 り に 刻 み あ を含む

4)  り 焼成 良， 深 鉢 1 )  色調 茶褐色

2 )  内 面 焼む ら 有 り

3 )  1 5. 6 

4 )  

J O  深 鉢 1 )  9. 8 暗褐色

2J 14 0 胎土 雲母、 砂粒多

3) 6 0 く 含む

4 )  

1 1 . 深 鉢 1 )  1 7. 3 胴下半は二次焼成 褐色

- 1 06 -



番 号 器 形 法 鼠 文 様 技 法 備 考

2 )  3 I .  4 胎土 砂粒 （石英等）

3) J O. 9 多 く 含む

4 )  

1 2  手 捏 1 )  5. 6 褐色

小 型 好 2) 4 .  0 胎土 雲母、 石英、

粒多 く 含む

焼成 も ろ い

1 3  手 捏 1 )  8. 3 明褐色

2) 3. 5 胎土 雲母、 石英多

3) く 含む

4) 

1 4. (38図） 深 鉢 J )  20. 4 口 縁に 把手 1 個付 く 。 内 面 へ 明 褐色

2 )  33. 2 ラ 磨き 。 胴 下半二次焼成を受 胎土 砂粒、 石 英 、

3) 1 1  2 け て も ろ く な っ て い る 。 雲母を含む

4) 

1 5. 深 鉢 I )  1 7  8 内 面に 炭化物付着 茶褐色

2) 27 0 胎土 金雲母多量に

3)  1 0  6 含む

4) 焼成 良

1 6  深 鉢 I )  縄文は 、 横方向に 回転。 土器 赤褐色

2) の 前 と 後では縄文の回転方向 内 面、 灰褐色

3) 9 2 を逆に し て い る 。 胎土 やや密、 白 色、

4 )  砂粒 、 雲母を 多 量に

含む

1 7  深 鉢 l )  1 2. 7 上半 、 黒褐色

2 )  22 .  7 下半 赤褐色

3) 8. 4 胎土 石英 、 長石等

4 )  1 5. 8 粒子多 く 含む

焼成 やや も ろ い

1 8. 深 鉢 l )  25.  5 暗褐色

2) 胎土 砂粒含む

3) 焼成 良

4 )  

1 9  小 型 深 鉢 ] )  外面 全面縄文 茶褐色

2) 胎土 粗い。 砂粒多
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番 号 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

3) 4 1 く 含む

4 )  

20. 有 孔 鍔 付 1 )  16 縄文 内 外面研磨 表面に赤色顔料が若

土 器 2 )  1 1 . 8  干残 っ て い る 。

3 )  7 

4 )  1 3  

23住 (67図）

I .  特 殊 土 器 1 )  I 0. 7 ※ 縦に紐の よ う な も の を通す と 黄褐色

住居址内 2) 19. 6 〇 縁は 2 単位の 波 思われ る 穿孔 さ れ た 瘤状の 粘 胴上部か ら 口 縁に か

土壊出土 3)  8. 6 状 口 縁か ら 成 り 、 土貼付けを二単位 も つ特殊な け て朱の よ う な も の

4)  波状口 縁下 は そ れ 土器。 こ の 瘤状の 枯土貼付け で赤色に表裏共に 彩

ぞれ穿あ り 。 底部 は 、 2 単位共、 口 縁付近 と 胴 色 さ れて い る 。

ほ ぼ水平 下半部に つ け ら れ そ れ ぞれ縦 内 面は 黒 色

に穿孔 さ れ てお り 、 紐の よ う 胎土 細かな石粒を

な も の を通す よ う に作 ら れて やや含むが全体的に

お り 、 こ の 上 下の 孔を結ぶよ 風化さ れ て お り 器面

う に 土器表面 自 体 も 紐に け ず は 弱 く な っ て い る 。

ら れて い る ※ 

2. 大 鉢 1 )  49. 0 茶褐色

東 土 壊
（浅 鉢）

2 )  胎土 粗 く 砂粒含む

3 )  長石 、 石 英他

4)  

3 深 鉢 l )  外面 茶褐色

2 )  内 面 黄褐色

3) 9. 4 胎土 粗め

4) 

39住 ( 1 1 6図）

I 深 鉢 I )  

2 )  

3 )  

4 )  38 .  4 

2. 深 鉢 I )  半戟竹管に よ る 縦 円筒形に近 い器形 ？ 赤褐色

2) 方向の 並行沈線で

3) 9. 2 器面全体を 覆 っ て

4 )  9 .  4 お り 、 そ の 中 に 連

- 1 08 -



番 号 器 形 法 皇 文 様 技 法 備 考

続す る 孤線文 、 三

角 形を モ チ ー フ と

し た 文 様及び底部

近 く に 連続す る 波

状文が同 じ 工具で

施行。

3 深 鉢 1 )  

2 )  

3 )  1 1 . 4 

4 深 鉢 1 )  半戟竹管に よ る 縦位の 施文を

2) 行い 、 そ の 後横位の 沈線に よ 胎土 雲母片含む

3)  9 2 る 施文 焼成 良好

5. 深 鉢 1 )  地文に原体 L R の 縄文 を横位 赤褐色

2) に施文。 原体は 2 cm程の 長 さ 胎土 石英等含む

3)  と 思われ る 。

4 )  

6 深 鉢 片 1 )  外面 横位の 沈線があ り その 外 面 暗茶褐色

2 )  直 下 よ り 縦位の 刺突文を有す 内 面 暗赤褐色

3 )  る 沈線施行 胎土 砂粒含む

4) 

7. 深 鉢 1 )  縄文は原体 L R の

2) 単節縄文で 、 縄長 胎土 石英な ど粒子

3)  1 4. I は 2 cmほ ど 、 節の 混入

4) 数 7 - 8 ケ 焼成 良い が風化さ

れ て い る

8. 深 鉢 1 )  1 3. 6  

2 )  

3 )  

40住 ( 1 1 9図 ）

I .  深 鉢 1 )  22 9 胴部は 縄文 に よ っ □ 縁部は 波状で 4 単位。 隆帯 赤褐色

2) て施文 に よ っ て 区 画。 中 を ヘ ラ 状工

3) 具に よ る 施文

4)  

2 .  深 鉢 1 )  40 6 ヘ ラ 状工具に よ り 口 縁部 及 び 灰褐色

2) 胴部の 施文が行われ る 。 文 様 部 々 的 に 煤付着

- 1 09 -



番 号 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

3 )  の 単位は 5 単位で隆帯に よ り

4)  区画さ れ る 。 把手状の も の が

い く つかつ い て い た と 思われ

る。

3 深 鉢 1 )  外 赤褐色

2)  内 茶褐色

3) 9 . 8 胎土 砂粒含む

4) 

4. 把手付土器 1 )  1 4  1 文様は 5 単位に 区 施文は ヘ ラ 状工具に よ る

2 )  1 2. 3 画 さ れ る 。 胎土 良

3 )  7. 8 胴 下半部に 縄文が 焼成 良好

4) 施 さ れて い る 。

- 1 10 -



第 3 表 弥生時代住居址 出 土土器観察表
1 ) 口 径 2 ) 器高 3 ) 底径 4)胴径

番 号 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

1 住 ( 15図）

I .  小 型 甕 1 )  ハ ケ の 後へ ら 磨 き 色 褐色

2 )  胎 粗い

3) 3 6 焼 良好

4)  

2 住 (15図）

2. 亜- I )  2 1 . 5  口 縁部 波状文 口 縁 横 ヘ ラ みがき 内 面外面共にやや赤

2 )  4 1  4 頸部 波状櫛 目 文 頸部 横 ヘ ラ 磨き みを帯びた 黄褐色

3)  8. 7 は 8 単位。 部分的 体部 上 を 縦の へ ら 磨 き 胎土 き め細か く 良

4) 28 9 に す り 消え て い る 。 中 横の へ ら 磨 き 好。 細かい 金雲母含

下半 縦の へ ら 磨 き む。

底部 折 り 返 し 、 若干は け 目 焼成 良好

の 痕跡

口 縁部に 折 り 返 しの 際の 指圧

痕が残 っ て い る 。

整形の 順 ハ ヶ 目 → ヘ ラ 磨 き

→波状櫛 目 文 （若干の 磨き ）

内 面 頸部 横 ヘ ラ 磨き

体部 ハ ケ 目 1 3単位

3 高 財 l )  外面は磨き を 施 し て あ る 外面 赤色塗彩

2 )  脚内面 黄褐色

3)  胎土は 緻密

4)  

3 住 (8図）

I .  壷 I )  22 .  4 ロ 縁 波状文 外面 ハ ケ で調整後櫛描波状 赤褐色

頸部 下半 波状文 状文を施す 胎土 白 色砂粒、 金

4 単位。 右へ施文 内面 ハケ で調整後 ヘ ラ で更 雲母がみ ら れ る

に 調整 焼成 良好

2. 壷 l )  22.  7 口 縁 櫛描波状文 横方向の ハ ケ 目 の 上を 縦方向 赤褐色

2 )  の ハ ケ 施 こ し て い る 胎土 やや祖め

3)  頸部 ハケ 目 焼成 良

4 )  

- 1 1 1  -



番 号 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

3. 甕 1 )  頸部上半上側の 沈 内面 ハ ケ 調整 外面 淡褐色

2) 線を施文後簾状文 胴部 最大径以下では ハ ケ 調 内 面 黒色（付着物）

3) 8. を 施 し てい る 整後ヘ ラ で調整 胎土 砂粒を 多 量に

4) 1 5  1 頸部下半は 2 本の 含む

沈線の 間 に 沈線で 焼成 良好

三 角 形の 区画をつ

く り 出 し て い る 。

4. 甕 1 )  外面 指頭→刷毛 目 →ヘ ラ け 明 る い 茶褐色、 内 面

2) ず り →ヘ ラ みがき 大半黒色

3) 内面 輪積明 瞭そ の 上 に 粗い 胎土 金雲母多量含

4) 1 0  ハ ケ 目 む。 石英若干

焼成 良好

5 甕 1 )  1 7 . 0  櫛描波状文 、 2 本 上部 ハケ 目 →ヘ ラ 整型→波 黒褐色

2) 単位右→左、 2 本 状文 胎土 金雲母片多 、

3) 間 に 浅い 線 体部上半 波状文 →ヘ ラ みが 石英若干

4)  1 6. 1 き 焼成 良好

体部下 半 ハ ケ 目 →ヘ ラ みが

き

6 甕 1 )  外、 暗褐色

2) 内 、 薄茶褐色

3) 8 1 底部、 茶褐色

4) 胎土 金雲母、 黒雲

母少量含む

7 甕 I )  底部 ハ ケ 目 淡茶褐色

2) 胎土 砂粒 、 金雲母

3) 8 少量含む

4) 焼成 良好

8. 甕 1 )  外面 縦方向の ハ ケ 目 茶褐色

2) 内 面 横方向の ハ ケ 目 小石 、 金雲母含む

3) 6 3 焼成 良好

4) ， 甕 1 )  外側 褐色

2) 内 側 暗褐色

3) 8. 2 砂粒、 金雲母、 石英

4) 含む
＇ 
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番 号 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

J O. 甕 I )  外側 暗褐色

2 )  内 側 黒褐色

3) 6. 6 焼成 良

4 )  

1 1  高 坪 J )  J 7. 8 外 斜方 向の ハ ケ 目 →斜方向 内 、 外共に赤色塗彩

2) の ヘ ラ け ず り 、 ヘ ラ みが き 石英、 長石 、 金雲母

3) 内 横 ハ ケ 目 の 上 を 横 ヘ ラ け 多量に含む

4) ず り 、 ヘ ラ みが き

1 2. 高 杯 茶褐色

石英、 長石 、 砂粒、

赤色粒子含む

焼成 良好

4 住 (1 1屈）

I .  甕 1 )  2 5  6 外面 ハ ケ 目 → ヘ ラ け ず り 茶褐色 焼む ら あ り

2 )  内 面 ヘ ラ で磨かれて い る 為 胎土 粗い砂粒含む

3) 口 縁部だけ ハ ケ 目 あ り 焼成 良好

4) 

2 .  甕 I )  2 7  1 頸部上半 波状文 外面上部 ハ ケ 目 →波状文 外面上半 煤付着著

2) 36. 5 ＇， 中 簾状文 頸部中 ハ ケ 目 →簾状文 し く 黒色

3 )  26 4 ” 下半 波状文 ” 下 ハ ケ 目 →波状文 外面下半 明 褐色

4 )  9 1 2 - 4 本単位 胴部中 斜め ハ ケ 目 内 面 茶褐色

胴部 円形貼付け I/ 下 縦 ヘ ラ け ず り 、 ヘ 胎土 緻密良好 、 雲

文 ラ みがき 母、 石 英含む

内 面上部 横ハケ 目 →横 ヘ ラ 焼成 良

み が き

内 面中部 斜 め ハ ケ 目 →横 ヘ

ラ みがき

内 面 下 横 ヘ ラ みが き 。 下部

に 指頭痕あ り

3 甕 ］ ）  胴上部 櫛描波状 外面 ハ ケ 調整後櫛描 き 波状 茶褐色

2 )  文 ( 12本単位） 文。 波状文 は 1 2本単位で 下か 胎土 やや粗め

3)  胴中部 斜横の ハ ら 上へ と 施 さ れてい る 。 焼成 良

4 )  24.  8 ケ 目

胴下部 縦方向の

ヘ ラ 磨
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番 号 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

4. 甕 I )  胴部上半 櫛描き 桐部下半 （外面） 縦 ヘ ラ 調 胴上半 黒色

2)  波状文。 単位、 4 整 胴下半 明 褐色

3) - 5 本。 下→上、 内 面 横 ヘ ラ 調整 胎土 緻密、 金雲母

4) 22 .  0 左→右へ施文 多 し 。 部分的に 煤付

着

5. 甕 ! )  胴体上半 簾状文 内面 ハ ケ 、 2 種類の エ具で 茶褐色

2) ／， 中 波状文 ハ ケ 調整 胎土 やや粗い

3 ) 6 - 7 本単位 上部 7 - 8 本単位、 約 2 mm 焼成 良好

4)  24 .  0 上 →下、 左→右へ 中部 9 - J O本単位で 巾が 1

施文 mmよ り 細かい

胴体下半 ハ ケ 目

ハ ケ →波状文

6. 甕 I ) 1 2  口 縁、 肩部、 波状 内 、 外面共に ヘ ラ 磨き 。 特に 胴上半 褐色

2)  文 内面は 赤褐色を程 し 光沢あ り ／， 下半 明 褐色

3)  頸部 簾状文 内 面 赤 褐色

4) 1 2. 5 胎土 白 色、 砂粒含

む

焼成 や や あ ま い 感

じ

7. 甕 I )  淡褐色

2 )  胎土 金雲母、 石英

3 )  8 黒雲母、 砂粒含む

4) 内 側 に 煤付着

8. 甑 I ) 表 ヘ ラ け ず り 灰褐色

2) 胎土 や や 粗い

3) 5 . 4 焼成 良

4) 

9 . 高 杯 I )  20. 0 明 茶褐色

2) 胎土 密

3)  焼成 良好

4) 

6 住 ( 1 5図）

I .  甕 I )  8. 8 外面及 び 口 縁内 面 は ヘ ラ 磨 き ロ 頸部 赤色 （顔料

2 )  I 3. 7 が丁寧。 塗布に よ る ）

3 )  5. 2 内 面は 調整雑であ る が胴屈曲 胎土 小砂粒多 く 含
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番 号 器 形 法 伍 文 様 技 法 備 考

4) 1 0 , 9 部に は 櫛状工具に よ る 調整が む

施行 焼成 良好

2. 大 型 壺 J )  外側 □ 頸と 底部に ハ ケ あ り 。 茶褐色、 部分的に 焼

2)  体部に ハケが見 ら れ る が 上か む ら あ り 。 下部に 炭

3) I 3. 2 ら ヘ ラ みが き が施 さ れ て い る 化物付着

4)  45. l 為不鮮明 胎土 やや租い。 砂

内 側 ハ ケ 目 あ り 粒多 く 含む

3. 壺 1 )  1 6. 0 外側 口 縁部は 横 ナ デ、 頸部 外面 茶褐色

2)  へ ら みがき 内 面 黄褐色 、 D 縁

3 )  内 面 頸部上半 ハ ケ 調 整の 部に 赤色塗彩

4) 上 を 波状文。 頸部 下半よ り ハ

ケ 目

4 甕 l )  内 面に ハ ケ あ り

2)  

3 )  7 7 

4 )  

5 .  鉢 I )  I O  5 内 外面共に ヘ ラ みが き 。 内 外面共、 赤色塗彩

2) 4 6 2 孔 l 単位の 小孔を 1 対有す （顔料塗布）

3) 4 .  2 る 胎土 白 色小砂粒含

4 )  む

焼成 良好

6. 台 付 甕 ！ ）  

2 )  

3 )  1 0. 0 

4 )  

7 台 付 甕 j )  外面 は け あ り 茶、 暗褐色

2) 台付内面 は け あ り 胎土 長石 、 石英、

3 )  I 3. 7 砂粒含む

4 )  

8 甕 I )  胴部上半 波状文 外側胴部 下半 ヘ ラ 削 り 茶褐色

2)  底部 ハケあ り 胎土 やや粗め

3) 5 2 内 側 ハケ調整の あ と 横 ヘ ラ 焼成 良

4 )  8. 9 磨 き を 施 し て あ る

9. 甕 1 )  1 4 .  3 口 縁に 刻み 目 あ り 口 縁部に 刻み 目 あ り 暗褐色 、 白 褐色部分

2 )  頸部上 波状文 有 り
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番 号 器 形 法 鼠 文 様 技 法 備 考

3)  頸部中 簾状文 胎土 砂粒、 金雲母

4)  1 3  頸部下 波状文 含む

1 0. 甕 ] )  1 6. 0 外面 細かい ハ ケ 目 茶褐色

2) 内 面 斜横の ハ ケ 目 胎土 やや粗め

3)  焼成 良

4) 1 3. 4 

1 1  甕 1 )  1 6  2 外面 ハ ケ 目 やや赤い褐色、 タ ー

2)  内 面 ハ ケ と ヘ ラ 磨き ）レ状の 黒 色

3)  胎土 粗い

4)  14 6 焼成 良

1 2. ( 1 6図 ） 甕 1 )  1 4. 1 暗褐色

2) 胎土 石英、 金雲母

3) 含む

4) 

1 3  甕 1 )  外面 縦 ヘ ラ 磨き 外面 暗茶褐色

2)  内 面 横ヘ ラ 磨き 内 面 黒褐色

3) 8. 3 胎土 やや密、 砂粒

4) 含む

1 4. 甕 ］ ）  

2) 

3) 7 4 

4 )  

1 5. 甕 j )  外面 黄褐色

2) 内 面 黒褐色

3) 5 9 胎土 砂粒多 鼠 に 含

4 )  む

1 6. 壺 底 部 I )  外面 縦 ヘ ラ みがき 外面 暗褐色

2) 内 面 横ヘ ラ みが き 内 面 茶褐色

3)  8 2 胎土 やや密、 金雲

4) 母、 砂粒含む

1 7  甕 l )  

2) 

3 )  9. 0 

4 )  

1 8. 甕 J )  外面 ヘ ラ け ず り 、 底部に ハ 茶褐色
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番 号 器 形 法 嚢 文 様 技 法 備 考

2 )  ケ 目 あ り 胎土 粗い

3)  6. 0 内 面 ハ ケ網整 焼成 良好

4) 

1 9. 甕 1 )  外 面 ハ ケ調整後ヘ ラ 削 り が 茶褐色

フ ク 土 2 )  施 さ れて い る 。 ハ ケ は 細か く 胎土 や や 粗い

3) 6. 3 磨耗 焼成 良

4 )  内 面 ヘ ラ け ず り

20 甕 1 )  外面 ヘ ラ 磨き 褐色

2 )  内 面 ハ ケ 調整の あ と ヘ ラ 磨 胎土 粗い

3) 8. 0 き 焼成 良好

4) 

2 1 甕 l )  外面 ハ ケ 調 整の 後ヘ ラ 磨き 暗褐色

2 )  胎土 粗い

3)  6 4 焼成 良好

4)  

22 甕 l )  内 面 ハ ケ 調整

2 )  

3 )  8 0 

4 )  

23 .  甑 1 )  外 面 ハ ケ 調整 、 底部指頭痕 暗茶褐色

2 )  あ り 胎土 やや粗い 、 砂

3) 6. 5 内 面 ヘ ラ みが き 粒、 長石 他含む

4 )  

8 住 (25図）

l .  高 杯 1 )  内外共に ヘ ラ みが き が施 し て 外側 赤色塗彩

フ ク 土 2 )  あ る 。 内 側 黒褐色

3) 12 0 赤色塗布があ る よ う だが は と 胎土 やや密

4)  ん ど剥がれて い る 焼成 良

2 壺 ］ ）  赤褐色

2 )  胎土 やや密

3 )  4 7 焼成 良

4)  

3 .  甕 l )  黒褐色

2 )  胎土 金雲母 、 石英、

3 )  8 長石含む
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番 号 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

4 )  焼成 良好

9 住

1 .  壺 1 )  茶褐色

2) 胎土 金雲母 、 長石

3) 8 8 そ の 他の 粒子

4)  

2 甑 I )  外側 縦方向の ヘ ラ け ず り 、 外側 暗茶褐色

2) 底部近 く に 指頭痕。 内側 黒褐色

3 )  6. 9 底部孔は焼成後に あ け ら れ た 胎土 金雲母 、 砂粒

4 )  1 3  1 も の 含む

3 甕 I )  外側 口 縁部に近い所に ハ ケ 茶褐色

床面直 2 )  目 胎土 粗い砂粒多 く

3)  内側 横方向に ハ ケ 目 含む

4) 20. I 焼成 良好

4 甕 1 )  

2 )  

3)  5. 2 

1 2住 (35圏）

I .  壺 1 )  灰褐色

2) 胎土 金、 黒雲母、

3) 8. 7 砂粒、 赤色粒子含む

4) 

1 5住 (43図）

1 .  壺 l )  34. 0 口 縁部 縄文文様 口 縁 折 り 返 し 部分 に 指頭痕 茶褐色

2)  の 上 に 3 ケの縦隆 頸部 ハ ケの 上を ヘ ラ みが き 胎土 祖い 、 砂粒多

3) 帯あ り 内面 □ 縁部縄文 、 頸部 ヘ ラ く 含む

4)  内 面 口 縁部 3 5 みがき 焼成 良好

cm巾位に帯状に縄

文

2, 甕 I )  裾の 部分に ハケ 目 、 そ れ よ り 外面 茶褐色

2) 上 は 、 ヘ ラ 磨き 内 面 暗褐色

3) 7 .  8 内面 ヘ ラ 磨き 胎土 やや粗い

4 )  焼成 良好

3. 珈上ゞ — 1 ) 内側 ハ ケ 目 灰褐色

2) 砂粒、 金雲母 、 石 英
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番 号 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

3 )  9 含む

4) 20 7 

4. 甕 の 底 部 I )  灰褐色、 暗褐色

2) 胎土 金雲母 、 長石

3) 6 8 赤色粒子含む

4) 焼成 良好

5. 甕 1 )  暗褐色、 黒褐色

2) 長石 、 石英 、 金雲母

3) 7 .  8 を含む

4)  焼成 良好

6 '.s:e - 1 )  灰褐色、 黒褐色 、 金

2)  雲母、 石英、 赤色粒

3 )  7 .  2 子 含む

4 )  焼成 良

7 甕 I )  内外共に ヘ ラ みが き 。 裾部分 灰褐色

2) に 指頭痕 胎土 やや祖い

3 )  7. 0 焼成 良 好

4)  

1 6住 (47図）

l 空- l )  外面 胴部 に縄文 外面 口 縁部に ハ ケ 目 、 首部 茶褐色

床 直 2)  文様 が ヘ ラ みがき 。 他全面縄を転 胎土 やや密

3) 内 面 口 縁部 3 cm が し て い る 焼成 良

4 )  1 7 . 2 巾 に 縄文文様 内 面 口 縁部 3 cm位縄文。 他

は ナ デ

輪梢跡あ り

2. 壺 I )  20. 0 ヘ ラ みが き あ り 灰褐色、 淡茶褐色

2) 胎上 石英

3)  焼成 良

4)  

3 .  甕 l )  外面 ハ ケ 目 、 7 本単位の 櫛 茶褐色

2) 目 胎土 やや粗い

3)  1 7. 4 焼成 良

4 )  

4 .  高 切 1 )  1 8  4 丁寧な 横 ヘ ラ 磨き 内 外 共に 赤色塗彩

2) 胎土 緻密砂粒含む
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番 号 器 形 法 猷 文 様 技 法 備 考

3) 焼成 良

4)  

5 .  高 坪 I )  1 9. D 横方向に ヘ ラ 磨き 内 外 共に 赤色顔料

2 )  胎土 密

3)  焼成 良

4) 

6. 甕 I )  1 8. 0 内 面 口 縁部ハ ケ 目 外面 褐色

2 )  内外面共に 横 ナ デ、 横ヘ ラ 磨 内 面 黒褐色

3) あ り 胎土 密

4 )  焼成 良好

7. 甕 I )  23 .  8 上部 不揃い の 波 胴体上部 縦方向の ヘ ラ みが 暗褐色、 下の部分灰

2) 状文 き 褐色

3)  内 面 横方向の ヘ ラ みが き 胎土 やや密

4)  30. 3 焼成 良

8. 甕 1 )  1 7. 8 頸部上半、 下半に 口 縁部 、 胴部上半 ハ ケ 目 調

2 )  25 .  4 波状文あ り 整後波状文

3) 7 .  0 胴部下半 ハ ケ 目 調整 、 ヘ ラ

4) I 9. 1 磨き （縦方向） 裾部分上に 向

っ て ハ ケ 目 あ り

内 面、 口 縁部 横方向の ヘ ラ

みがき

胴体 縦方向の ヘ ラ みが き 、

底部に 煤付着

9. 甕 1 )  口 縁部、 胴部上半 外面 波状文、 胴部下半にか 白 褐色 、 一部赤褐色

2) に 波状文 け て 丁寧な 縦 ヘ ラ 磨き 胎土 密

3) 焼成 良好

4)  

17{主 (50 図 ）

l .  � - 外面 ヘ ラ 磨き 灰褐色一部に 赤褐色

床 面 焼む ら あ り

胎土 粗い

焼成 良

2. 高 杯 l )  1 2. 8 内外共に横 ヘ ラ みが き 内 外共に 赤色塗彩

床 直 2) 胎土 密

3)  焼成 良好
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番 号 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

4)  

3 甑 1 ) ヘ ラ みがき 、 底部裾部分に 刻 黄褐色

2 ) み ら し い も の が見 ら れ る 胎土 祖め

3)  6. 4 焼成 良、 焼む ら あ

4)  り

4.  手 捏 1 )  外側 指頭痕あ り 外側 赤褐色、 焼む

床 2 ) ら あ り

3)  4. 0 内 側 茶褐色

4 )  脚部内側一部 暗褐

色

胎土 祖い

5 甕 1 )  1 9  8 口 縁 押圧文 口縁 棒状工具に よ る 浅い 押 外 暗褐色

2 ) 頸部上半 櫛描波 圧 内 明 褐色

3) 1 7. 1 状文 4 段 （少 し ゅ 胴体上半 波状文 と 簾状文 胎土 多 阻の 白 色粒

4 )  る やか な 波） 胴体下半 ヘ ラ 磨き 若千の 雲母を含む

頸部中 一連止め 内 側 頸部上半 指圧痕、 全 焼成 良好

簾状文 体に丁寧な 横 ヘ ラ 磨き 、 下 方

頸部 下半 櫛描波 に 一部縦ヘ ラ 磨き

状文 3 段14mm巾 6

本

胴部下半 丁寧な

縦 ヘ ラ 磨き

6 甕 l )  外面 底部に は け 調整 、 ヘ ラ 外面 灰褐色

2) 磨き も 施 さ れて い る 内 面 茶褐色

3) 6 6 内 面 ヘ ラ 調整 胎土 粗い

4) 焼成 良好

7. 甕 1 )  白 褐色

2 ) 胎土 石英含む。 内

3 )  5. 8 側に 煤が付着

4 )  焼成 良好

8. 甕 I )  黒褐色

2 ) 胎土 石英含む

3)  5 1 焼成 良

4)  

1 8住 (54 図 ）
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1 .  高 杯 1 )  1 2. 0 外面上半 櫛状工具に よ る 調 内外共に 赤色塗彩

2 ) 整 胎土 金雲母多 く 含

3 ) 下半 ヘ ラ 磨き む

4 ) 内 面 櫛状工具に よ る 調整 焼成 良好

2. 壺 I )  櫛描き 波状文見 ら 内 面 輪積痕が見 ら れ る 灰褐色

2 )  れ る が不明瞭 胎上 砂粒多 く 含む

3 )  焼成 良好

4)  下半に 一部煤付着

3. 甕 1 )  24 .  2 頸部上半 波状文 外面下部 丁寧な ヘ ラ 磨き 淡褐色

炉内土器 2 )  29.  2 ” 中 簾状文 ／， 上部 ハ ケ に よ る 調整の 胎土 密、 精選 さ れ

3 )  8. 4 ＇， 下半 波状文 あ と 施文 て い る

4 )  23 .  4 胴部 籠 目 櫛描文 内 面 丁寧な ヘ ラ 磨き 焼成 良

あ り

4. 甕 I )  櫛描き 波状文、 単 内外面 雑な ヘ ラ 磨 き あ り 暗褐色

2 ) 位 8 本 胎土 砂粒、 金雲母

3 ) 簾状文 単位 5 本 多量に 含む

4) 1 0 . 7 焼成 良

5. 甕 I )  簾状文 外面 ハ ケ 目 調整後簾状文 黄褐色

炉内土器 2) 櫛描文 7 本単位 内 面 丁寧な ヘ ラ 磨 き 、 わ ず 胎土 やや密

3 )  かに ハ ケ が残 る 焼成 良好

4)  

6 .  甕 ! )  24 . 2 口 唇 に 波状文 1 本 外面 ハ ケ 調整後文様施文 赤褐色

フ ク 土 2)  頸部上半 波状文 内面 極めて 丁寧な ヘ ラ 磨き 外面 煤付着

3 )  ” 中 簾状文 胎土 密

4) 23 .  4 胴部 櫛描文 共に 焼成 良好

7 本単位

7. 甕 I )  1 7 . 2 底部裾は 折 り 返 し て あ り 、 指 灰褐色

2) I 8. 6 頭痕が部分的に み ら れ る 外面上半部煤付着

3 )  7.  2 外面 ヘ ラ 磨 き 、 ヘ ラ け ず り 胎土 密

4 )  1 4 . 6 は不明瞭 焼成 良好

8. 甑 I ) 1 4. 0 外面上半 横 ナ デ 外面上半 赤褐色

2 ) 9. 6 ／， 下 半 縦の へ ら 磨き ／， 下半 黄褐色

3 ) 4. 4 底部 指頭痕 内 面上半 黄褐色

4 ) 内 面上半 横 ナ デ 内 外面下半 煤付着

” 下半 横の ヘ ラ 磨 き 胎土 砂粒含む
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焼成 良好

1 9住 (57図）

I 高 坪 I )  22 8 内 外面共灰褐色

2 )  胎土 やや密

3 )  内 面下 一部焼む ら

4 )  

2 甕 1 )  外面 ハ ケ 目 外面 茶褐色

炉 内 2 )  内 面 横方向 のハ ケ 目 あ り 内 面 灰褐色一部黒

3 )  褐色

4) 胎土 粗い

焼成 良好

3 空= 1 )  外面 縦 ハ ケ 調整後 ヘ ラ 磨き 外面 明 茶褐色

2 )  内 面 横 ハ ケ 調整後 ヘ ラ 磨き 内 面上部 茶褐色

3) 8 2 ／， 底部 灰褐色―

4 )  部黒変

胎土 粗い

4 甕 1 )  1 5. 4 胴部上半 櫛描波 外面 ハ ケ 調整→波状文→縦 茶褐色

2 )  状文 方向の ヘ ラ 磨き 胎土 粗い砂粒含む

3) 内 面 ハ ケ 調整→横 ヘ ラ 磨 き 焼成 良 好

4 )  

5 甕 l )  外面 縦ハ ケ 調整 後 ヘ ラ 磨き 外 面 茶褐色

床 面 2 )  内 面 横 ハ ケ 調整後 ヘ ラ 磨き 内 面 灰褐色一部黒

3) 8 8 モ ミ 痕あ り 変

4 )  胎土 や や 祖め

焼成 良

6 甕 I )  外面 ハ ケ 調整 茶褐色

2 )  内 面 ハ ケ 調整の 後横 ヘ ラ 磨 胎土 やや粗い

3)  6 0 き 焼成 良好

4) 底部 ヘ ラ 調整

20住 (60 図 ）

1 壺 ロ 唇、 口 縁、 内 面 丁 字 口 縁部 ハ ケ 調 整の 上 を 外 面 明 褐色

共縄文 縄文 、 指頭痕 内 面 赤褐色共 に 班

□ 唇円 形 貼付文は 頸部上 ハ ケ 目 →縦 ヘ ラ け ず 状黒色有 り

5 単位 り 、 ヘ ラ 磨き 内 面 頸部口 縁部に

頸部下半 縄文 頸部下半 ハ ケ 目 →縄文 煤。 周回す る 頸部に
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て 受 け二次焼熱

胎土 緻密、 長石 、

金雲母多 く 含む

焼成 良

2. 壺 1 )  1 1  口 唇部C T字口縁） 口 唇 下 面 指頭痕 黄褐色、 胴部黒色、

2 )  1 5  5 櫛描波状文 4 本 頸部上半 指頭痕→ ヘ ラ け ず 赤色の部分あ り

3) 5 9 頸部 櫛描波状文 り 胎土 緻密、 金雲母

4)  1 1 . 5 単位 、 4 本 頸部下半 波状 片若干

胴部全体 縦 ヘ ラ け ず り 、 ヘ 焼成 良好

ラ 磨き

胴部下 端 指頭痕→ハ ケ 目 →

ヘ ラ 磨き

内面 口 縁、 ハ ケ 目 →横ヘ ラ

け ず り →ヘ ラ 磨き

頸部 ハケ 目

胴部 輪積の 跡あ り

II 下半 ハ ケ 目

3 壺 1 )  22 ロ 縁部 波状文 T 字 □ 縁 茶褐色

2) □ 縁部 波状、 口 縁下に ハ ケ 胎土 やや粗い

3)  目 あ り 焼成 良好

4) 

4. 甕 I )  外 面 全体に ヘ ラ 磨き 、 底部 茶褐色

2) に 棒状工具に よ る 調整 胎土 や や 粗い 、 砂

3) 1 0  0 内 面 は け 調整 粒含む

4) 焼成 良好

5. 甕 I )  29. 1 ロ 縁部 波状文 2 胴部上半 ハ ケ 目 →櫛描文 明 褐色 、 黒色班点あ

2) 37 本 胴部中 ハ ケ 目 り

3) 9. 2 頸部上半 波状文 胴部下 半 縦 ヘ ラ け ずり → ヘ 胎土 緻密、 小石 、

4) 29. 2 6 本 ラ 磨 き 石英、 長石、 金雲母

頸部中 簾状文 底部 指頭痕あ り 若干含む

／， 下 半 波状文 内面頸部 斜横 ヘ ラ 磨き 焼成 良好

8 本 内面胴部 横 ヘ ラ 磨き

簾状文→ 上 下の 波

状文

波状文 右→左
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下 →上

6. 甕 I )  1 8. 5 頸部 櫛描波状文 外面胴部上半 ハ ケ 目 の 上を 暗褐色

2) 28. 8 4 本単位で左→右 波状文 内 外面共 、 黒色炭化

3) 4 3 へ、 上→下へ 外面胴部下半 縦 ヘ ラ みが き 物が見 ら れ る

4 )  1 9 . I 内 面頸部上半 ハ ケ 目 胴下半 一部黄褐色

内 面胴部 ヘ ラ 磨き 胎土 白 色砂粒多量

金雲母少々 含む

焼成 良好

7.  甑 1 )  1 4. 3 外面口 緑 横 ハ ケ 目 明茶褐色

2 )  9 . 7 ＇， 胴上部 斜横ハ ケ 目 一部二次焼熱 う け る

3 )  4 9 ＇， 胴下 半 縦 ヘ ラ け ず り 、 胎土 良好、 細石英

4 )  縦 ヘ ラ 磨き 長石若干含む

外面底部 ハ ケ 目 焼成 良好

内 面 口 縁部 指頭痕→ハ ケ 目

→ ヘ ラ 磨き

内 面胴部 ハ ケ 目 →粗 く ヘ ラ

仕上げ。 内 面に 2 条の 炭化帯

あ り

2 1 住 (63区）

1 . 小 形 甕 1 )  1 3 . 5 ハ ケ 目 口 縁部 ヘ ラ に よ る 刻み 、 横 茶褐色

2) 1 4  0 櫛描波状文 方 向の ヘ ラ 磨き 、 上を ヨ コ ナ 粗い 、 砂粒含む

3) 7 .  6 プ一會 焼成 好

4) 1 2. 5 頸部 無節縄文 あ り

胴部 ハ ケ 目 あ り 、 不鮮明

2. 甕 1 )  1 4  6 櫛描波状文 ロ 縁部 ヨ コ ナ デ 暗褐色

2 )  ハ ケ 目 頸部 ハ ケ 目 の 上を櫛描波状 やや粗い

3) 文 焼成 良好

4)  14 1 胴部 ハケの 上を ヘ ラ 削 り

3 甕 1 )  1 5  8 ヘ ラ 削 り 内 、 外共に 、 ヘ ラ 調整後ハ ケ 茶褐色

2 )  ハ ケ 目 目 が施さ れて い る やや祖い

3)  焼成 良好

4)  13 6 

4 甕 I )  ハ ケ 目 外 ハ ケ 調 整 黄掲色

2) ヘ ラ 削 り 内 ヘ ラ 削 り やや密

3)  5 8 底部 不定形な ハ ケ 目 あ り 焼成 良 好
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4 )  

5 .  甕 1 ) ハ ケ 目 不鮮明だが ハ ケ 目 あ り 茶褐色

2 ) やや粗い

3 ) 6. 2 焼成 良好

4) 

6. 甕 1 )  1 4. 0 ハ ケ 目 内 外 と も ハ ケ 目 整形 内 茶褐色

2) 外 黒褐色

3)  やや粗い

4)  焼成 良好

7 .  小 形 甕 1 )  ハ ケ 目 内 、 外 と も ハ ケ 調整、 不鮮明 内 黒褐色

2) であ る 。 外 灰褐色

3)  5. 9 や や 粗い

4 )  焼成 良好

8. 小 形 甕 1 )  ヘ ラ 削 り 内 ハ ケ 調整 内 赤褐色

2) ハ ケ 目 外 ヘ ラ 削 り 外 灰褐色 （焼む ら

3) 4. 4 あ り ）

4 )  5. 6 やや密

焼成 良好

9 .  器 台 1 )  ヘ ラ 磨き 内 ヘ ラ 調整、 ハ ケ 目 あ り 外 赤色塗彩

2) ハ ケ 目 外 上部、 横方向 ヘ ラ 磨き 内 一部赤色塗彩、

3)  下部、 縦方向 ヘ ラ 磨き 他褐色

4) 粗い

焼成 良好

破片 35住よ り 出土

1 0. 碗 1 )  1 5. 0 ヘ ラ みがき 口 縁部に ヘ ラ で斜線状 に 刻 み 赤色塗彩

2 )  7. 2 模様あ り 緻密 （金雲母含む）

3)  6. 0 他部横 ナ デ、 ヘ ラ 磨き 焼成 良好

4 )  

24住 (73 図）

1 .  大 壺 1 ) ハ ケ 目 内 外 と も ハ ケ 調整 茶褐色

2) 外 ハ ケ 目 の 上を ヘ ラ 磨き 粗い （砂粒含む）

3) 焼成 良好

4 ) 54. 4 

2 . 大 空- I )  ヘ ラ 削 り 内 ヘ ラ 削 り 茶褐色

2) ハ ケ 目 外 ハ ケ 目 調整 粗い （砂粒含む）
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3)  焼成 良好

4 )  58 .  D 

3. 小 形 甕 1 )  櫛描 T 字文 頸部 横方向 1 5本単位 、 縦方 茶褐色 （焼む ら ）

2 )  ヘ ラ 磨き 向 8 本 単位の 櫛描T 字文 。 他 やや祖い

3)  4 6 ハ ケ 目 部は ハ ケ 整形の 上を ヘ ラ 磨き 焼成 良 好

4)  9 .  4 

4 .  空- l )  ヘ ラ 磨き 縦方向の ヘ ラ 磨き 茶褐色 （外）

2)  底部荒削 り の 跡あ り 暗褐色 （ 内 ）

3 )  7 .  7 粗い （砂粒含む）

4 )  焼成 良好

5.  甕 J )  ヘ ラ 磨き 外 縦方 向の ヘ ラ 磨き 茶褐色 （一部焼む ら

2 )  内 横方向の ヘ ラ 磨き あ り ）

3 )  5 4 やや租い

4 )  焼成 良好

6 甕 I )  ハ ケ 目 ハ ケ 目 、 調整 茶褐色

2)  底部 に木葉痕 あ り 粗 （砂粒含む）

3) 7. 8 焼成 良好

4 )  

25住 (76図）

1 .  甕 l )  22 4 ハ ケ 目 内 、 外 と も 横方 向の ハ ケ 目 調 茶褐色 （一部焼む ら

2)  整 あ り ）

3 )  や や 粗い

4 )  2 3  0 焼成 良好

2 甕 I )  I 3. 2 ハ ケ 目 外、 細い ハ ケが縦方向 、 内 、 暗褐色 （焼む ら ）

2 )  I 3. 4 ヘ ラ 磨き ハ ケ が横方向に 施 さ れ 、 そ の や や 租い

3)  上を磨き が施さ れて い る 焼成 良好

4)  1 1 . 2 

3 小 形 甕 l )  1 4. 4 ハ ケ 目 内 、 外と も ハ ケ 調 整 外 茶褐色

2)  内 暗褐色

3 )  や や 租い

4 )  1 3. 5 焼成良好

4 甕 l )  1 6 . 6 ハ ケ 目 外 、 頸部を境に 上部は 8 本単 茶褐色

2) 位の ハ ケ 目 、 左上→右 下 に 。 やや租い

3 )  下部は よ り 大 き な ハ ケ 目 が施 焼成 良 好

4 )  1 7. 2 さ れて い る
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内 2 種の エ具か ら な っ てお

り 、 横方向に ハ ケ 目 が施 さ れ

て い る

5 小 形 甕 I )  I 3. 8 櫛描波状文 口 縁部及び胴部に 櫛描波状文 暗褐色

2) 1 4  I 簾状文 右→左、 8 - 9 本単位 やや祖い

3) 5 .  5 ヘ ラ 磨き 頸部 簾状文 右 →左、 8 - 9 焼成 良好

4) 1 1 . 9 本単位

内 、 横方向に磨き が施さ れて

い る

6 高坪（脚部） I )  ヘ ラ みがき 外 ヘ ラ 磨き の 上を赤色塗彩 外 赤色塗彩

2) ハ ケ 目 内 全面ハケで調整、 そ の 上 内 薄茶褐色

3)  l 5. 0 を若干ヘ ラ で磨い て い る やや密 （細い砂、 鉄

4 )  脚 と 杯の接合部は手でな でて さ び色粒子含む）

あ る 焼成 良好

7 .  甕 I )  ヘ ラ 磨き 外 ヘ ラ 磨き 茶褐色

2) ハ ケ 目 内 横方向に ハ ケ 調整 、 底部 や や 粗い

3) 7 2 に 指頭痕あ り 焼成 良好

4) 

8 甕 I )  ヘ ラ け ず り 外 縦方 向 ヘ ラ け ず り 黄褐色

2) ヘ ラ 磨き 内 ヘ ラ 磨き やや密

3)  7. 4 焼成 良好

4)  

9 .  甕 1 )  ヘ ラ 磨き 外 縦方向に細い ハ ケ 調整 灰褐色

.2) ハケ 目 内 ヘ ラ 磨き 、 底部に 籾跡あ 粗い

3) 7 0 り 焼成 良好

4) 

1 0. 鉢 I )  I I .  0 ヘ ラ け ず り 外 部分的に ハケ 目 が あ り 、 外 灰褐色

2)  ハ ケ 目 そ の 上を ヘ ラ 調整 内 猿褐色

3)  やや密 （細い 砂粒含

4) む ）

焼成 良好

I 1 .  鉢 1 )  1 0. 0  ヘ ラ け ず り 外 一部分ハケ 目 があ り 他は 茶褐色

2)  ハ ケ 目 ヘ ラ け ず り やや密 （砂粒含む）

3) 内 横方向の ハ ケ 目 調整 焼成 良好
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4 )  9 I 

1 2. 高 坪 I )  24 .  0 ヘ ラ みがき 内 、 外面共 ヘ ラ 磨き 。 そ の 上 赤色塗彩

（ 口 縁部） 2 )  を赤色塗彩 やや密 （砂粒含む）

3 )  焼成 良好

4 )  

26住 (79図）

1 '.52'. - 1 )  ヘ ラ みがき 外 斜位に ハ ケ をか け た 後 へ 外 上部、 赤色塗彩

2 )  ハ ケ 目 ラ 整形 下部は 赤褐色

3)  内 横、 斜方向への ハ ケ 目 外 内 部分的に 炭化物

4 )  25 .  4 面に比較 し て 工具の 巾 が広 い 付着

やや粗い 、 砂粒含む

焼成 良好

2. 小 形 甕 I )  1 3  4 櫛描波状文 口 縁部 波状文 、 頸部 簾状

2 )  1 4. 25 簾状文 文 、 胴部上を波状文、 中 を ハ

3 )  5 7 ハ ケ 目 ケ 目 調整 し た 上か ら ヘ ラ で調

4 )  1 2. 3 ヘ ラ 削 り 整

内 ハ ケ 目 調整

文 様の 単位 7 本

3. 甕 1 )  1 8. 0  櫛描波状文 口 縁部 波状文、 頸部 簾状 茶褐色、 焼む ら あ り

2 )  簾状文 文 、 胴部上を波状文 、 下部は やや粗い

3)  ヘ ラ 磨き ヘ ラ 磨き 。 9 本の 単位で文様 焼成 良好

4 )  を 施 し て い る が 、 波状文は 6

- 8 本単位 しか 残 っ て い な い

4. 甕 l )  ヘ ラ 削 り 内 、 外面共細い 外 茶褐色

2 )  ヘ ラ 削 り 内 暗褐色

3)  7. 0 やや粗い

4) 焼成 良好

28住 (84 図 ）

I .  高 切 ] )  20. 9 ヘ ラ みが き 外 縦方向の ハ ケ 目 の 後横方

現存部 1 /2 ) 2 )  ハ ケ 目 向に ヘ ラ みがき

3 )  内 全面横方向の ヘ ラ みが き

4 )  内 、 外面共 赤色塗彩 、 部分

的に カ ー ボ ン付着

2. 手 づ く ね I )  7. 0 指頭痕 小形手づ く ね土器 赤褐色

2 )  2. 9 ヘ ラ 整形 底部 ヘ ラ 整形 やや粗い

- 1 29 -



番 号 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

3 ) 内 面 ヘ ラ 整形 焼成 良好

4 ) 

3.  高 杯 1 ) 1 9. 0 ヘ ラ 磨き ヘ ラ 磨き の 上を赤色塗彩 さ れ 赤色塗彩

（ 口 縁部） 2) て い る 。 内 、 外面 と も 密

3 ) 焼成 良好

4 ) 

4 .  高 財 1 )  1 6. 0 ヘ ラ 磨き 内 ヘ ラ 磨き の 上を 赤色塗彩 内 赤色塗彩

（ 口 縁部） 2)  外 ヘ ラ 磨き 外 暗褐色

3 )  や や 密

4 )  焼成 良好

5 .  鉢 1 ) 1 4. 0 ヘ ラ 磨 き 内 、 外 と も ヘ ラ 磨 き 内 白 茶褐色

2) 外 暗褐色

3) 

4 )  

29住 (86 図 ）

I .  壺 I )  23. 6 T 字文 縦方向 に ハ ケ 目 、 そ の 上を ヘ 赤褐色

2) ヘ ラ 磨き ラ 磨き 、 頸部に 横方 向 に 10本 やや粗い

3 )  ハ ケ 目 単位、 縦方向 に 3 本の 櫛描 T 焼成 良好

4) 字文

2. 手 づ く ね I )  6. 2 ヘ ラ 磨き 内 、 外 と も ヘ ラ 磨き 茶褐色

2)  4. 6 内 面 ハ ケ 目 一部あ り 粗い

3 )  4. 0 口 縁部 横 ハ ケ 整形 焼成 良好

4 )  底部 ヘ ラ 磨き の 為寄せ土有

り

3. 甕 ! )  1 5 . 2  櫛描波状文 外 ハ ケ 整形、 1 0本単位 薄茶褐色

2) ハ ケ 目 口 縁部→胴張出部、 櫛描波状 やや粗い （砂粒含む）

3) へ う 磨き 文、 左廻 り 方向の 7 本単位 焼成 良好

4 )  1 4. 6 内 ヘ ラ 磨き 、 胴部に 一部 ハ

ケ 整形 さ れて い る 。 14本単位

4. 甕 I )  1 7. 8 櫛描波状文 外 ハ ケ 整形の 上を 口 縁部 → 赤褐色すす付着

2 )  簾状文 胴張出部 やや粗い （砂粒含む）

3) ハ ケ 目 波状→簾状→波状の 順で文 様 焼成 良好

4 )  1 6 . 3 ヘ ラ 磨 き が施さ れて い る

内 ヘ ラ 整形

5. 炉 下 甕 I )  1 3. 6 櫛描波状文 口 唇部 ハ ケ ら し き エ具で刻 薄茶褐色（すす付着）
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2)  ヘ ラ 削 り み やや粗い

3 )  ロ 唇刻み文 頸部 6 cm巾 、 櫛描波状文 焼成 良好

4) l 2. 0 下部は ヘ ラ 削 り 、 すす付着

内 は ヘ ラ 整形

6 甕 l )  20 0 ハ ケ 目 外 □ 唇部に ハケ に よ る 刻み 、 洒茶褐色 （ 一部焼む

2)  櫛描波状文 ハ ケ整形の 上 を 頸部だけ 5 本 ら あ り ）

3 )  口 唇刻み文 単位の 左→右方向に 櫛描波状 やや密

4 )  1 9. 0 文 焼成 良好

内 ハ ケ 整形の 上を ヘ ラ 磨き 、

7 - 8 本 単位

7. 炉 内 甕 J )  1 6. 0 ハ ヶ 目 ロ 唇部に ハ ケ に よ る 刻み 外 黒褐色

2)  櫛描波状文 外 ハ ケ 整形の 上を ヘ ラ 磨き 、 内 黄褐色

3 )  ロ 唇刻み文 胴張出部に 櫛描波状文 、 左→ やや密

4 )  1 5. 5 右方向に 4 本単位 焼成 良好

頸部に ポ タ ン状の 貼付文 あ り

4 個 と 思 う

内 ハ ケ 整形 、 7 - 8 本単位

頸部に ヘ ラ 状工具で く の 字状

の 沈線がみ ら れ る

8. 甕 l )  1 0. 9 ハ ケ 目 外 頸部に ハケの 痕が み ら れ 内 赤茶褐色

2)  1 0. 0 ヘ ラ 磨き る が 、 上を ヘ ラ 磨き が施 さ れ 外 すす付着 、 黒 褐

3 )  5 l て い る 。 色

4 )  8 5 内 ヘ ラ 削 り 、 ヘ ラ 磨 き やや祖い （砂粒含む）

焼成 良好

9. 甕 I )  20.  6 ハ ケ 目 外 全面 ハ ケ 整形の 後 、 頸部 赤褐色

2) ヘ ラ 磨き よ り 上と 胴部を ヘ ラ 磨き やや粗い （砂粒含む）

3) 内 ヘ ラ 磨き を し た 後 ハ ケ 目 焼成 良好

4)  J 7 2 を 施 し 、 頸部を 再度 、 ヘ ラ で

ハ ケ 目 を 消 し て い る

口 縁は 内 か ら 外へ折返 し 、 ふ

く ら み あ り

ハ ケ 単位 、 外 、 不明 、 内 面 、

1 8本位

1 0. :;::::; - I )  I 3 4 ハ ケ 目 ハ ケ 整形の 後 ヘ ラ 磨き 赤色塗彩 （ 但 し 内 面

2 )  ヘ ラ 磨き 剥離）
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3) 密

4 )  焼成 良好

I 1 .  甕 1 ) ハ ケ 目 外 ハ ケ 整形の 後 ヘ ラ 磨き 内 赤褐色

2) ヘ ラ 磨き 内 ヘ ラ 磨き 外 褐色

3) 5. 0 ヘ ラ 削 り 底部 ヘ ラ 削 り 粗い

4 )  焼成 良好

1 2. 炉 下 甕 1 )  2 1 . 8  ヘ ラ け ず り 外 ヘ ラ 削 り 黄褐色

2) 内 棒状の 削 り 跡が何本かあ 外 焼む ら あ り

3 )  る やや密

4 )  焼成 良好

I 3 .  高杯（坪部） I )  28 5 ヘ ラ 磨 き 口 縁部 に 受 口 があ り 破片 に て 赤色塗彩

2) 数が確認で き な い やや密 （雲母含む）

3 )  内 外 面 ヘ ラ 磨き 、 そ の 上 を 焼成 良好

4 )  赤色塗彩さ れてい る

1 4. 壺 （ 口 縁） I )  1 9  8 ヘ ラ 磨き 内外面 ヘ ラ 磨き の 上を赤色 赤色塗彩

2) 塗彩 密

3 )  焼成 良好

4 )  

1 5. 高杯（杯部） 1 ) ヘ ラ 磨き 外 ヘ ラ 磨き の 上を 赤色塗彩 外 赤色塗彩

2) ハ ケ 目 内 粗雑な 整形、 ハ ケ 目 が施 内 黄褐色

3) 1 3. 3 さ れて い る やや租い

4) 焼成 良好

30住 (90図）

l .  空ギ 1 )  9 2 ハ ケ 目 外 口 縁部か ら 頸部に か け て 褐色、 一部暗褐色

2) J 6. 9 縦方向の ハ ケ 整形。 胴部か ら 粗い ( 5 - 8 mm大の

3 )  1 5. 2 底部は 斜め方向の ハ ケ 整形。 小礫含む）

4) 6. 8 胴張出部は 指頭ナ デの 様であ 焼成 良好

る 。

内 全体 ハ ケ 整形

2 甕 j )  ハ ケ 目 外 斜め 方 向 ハ ケ 整形の 上 を 外 暗褐色

2) ヘ ラ 磨き ヘ ラ 磨き 内 灰褐色

3) 内 ハ ケ 整形 粗い （小礫 、 雲母含）

4) 22. 0 焼成 良好

3.  甕 1 )  ヘ ラ 磨き 外は 丁寧な ヘ ラ 磨き 褐色

2) 内 は 整形、 粗雑輪梢痕が見える 粗い （砂粒含む）
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3)  焼成 良好

4) 

4. 小 形 甕 I )  1 5. 2 櫛描波状文 外 口 縁部 櫛描波状文 茶褐色、 焼む ら 有

2 )  簾状文 " 頸部 簾状文 や や 粗い

3 )  ヘ ラ 磨き ” 胴部 櫛描波状文 焼成 良好

4) ハ ケ 目 内 ハ ケ 目 の 上 を 横 ナ デの ヘ

ラ 磨 き が施さ れ て い る

外 文様 1 1 本単位

5. 甕 （壷） 1 )  1 7 . 0 ヘ ラ 磨き ヘ ラ 整形で頸部に 簾状文有。 黄褐色

2 )  簾状文 但 し 小片 に て 不明 粗い （砂粒含む）

3) 焼成 良好

4) 

6 .  甕 I )  I l .  0 ハ ケ 目 ハ ケ 目 整形で頸部に 簾状文あ 暗褐色

2) 簾状文 り 密 （砂粒含む）

3) 但 し 小片に て 不鮮明 焼成 良好

4) 

7. 高杯 （脚部） ］ ）  ヘ ラ 磨 き 外 縦方向 ヘ ラ 磨き の 上を赤 外 赤色塗彩

2 )  色塗彩 内 黄褐色

3) I 3. 8 内 横方向 へ う 磨き 整形 密 （石英粒子含む）

4 )  焼成 良好

8 高 杯 l )  ヘ ラ 削 り 外 縦方向の ヘ ラ け ず り 薄赤茶褐色

2 )  ハ ケ 目 内 脚 内 は 租雑な 整形で ヘ ラ 粗い （砂粒含む）

3) 整形。 杯内 面は ヘ ラ 削 り 。 ハ 焼成 良好

4) ケを利用 し た 痕 も 若干あ り

31住 (93 図 ）

I 甕 l )  1 7 . 4 櫛描波状文 外 ヘ ラ 磨き を し た 上に 頸部 外 黄褐色 （焼む ら

2 )  簾状文 に 簾状文を施 し 、 そ の 後 口 縁 有）

3)  ヘ ラ みがき 部と 胴部に 櫛描波状文を施 し 内 白 灰褐色

4)  1 8  5 ハ ケ 目 て い る 。 7 本単位 やや祖い

内 ハ ケ整形の 上を ヘ ラ みが 焼成 良好

き

2 甕 ] )  2 1 . 6  ハ ケ 目 外 上部を ハ ケ整形 茶褐色 （焼む ら あ り ）

2 )  ヘ ラ 削 り 下部を ヘ ラ 削 り 租い

3) ヘ ラ 磨き 内 ヘ ラ で磨かれ て い る 焼成 良 好

4 )  1 9  2 
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3. 鉢 1 )  1 3. 7 ヘ ラ 磨き 内 、 外面共 ヘ ラ 磨き 灰褐色

2 ) 6. 6 やや粗い

3) 5. 8 焼成 良好

4 ) 

32住 (96図 ）

1 .  古回 杯 1 )  ハ ケ 目 外面、 脚部内 面 に ハ ケ 目 整形 暗茶褐色

2) や や 粗い

3) 7. 8 焼成 良好

4)  

2 .  甕 1 )  ヘ ラ 磨き 内 、 外面 と も ヘ ラ 整形 黒褐色 （外）

2)  薄茶褐色 （ 内 ）

3 )  6 .  3 やや粗い

4 )  焼成 良好

33住 (99図 ）

1 .  壺 l ) J J . 2 ハ ケ 目 内 外面と も ハ ケ 目 整形 薄茶褐色

2) 口 唇部に も ハ ケ 目 整形有 粗い （砂粒含む）

3) 焼成 良好

4) 

2. 小 形 甕 1 )  ヘ ラ 磨き 外 横方向に ヘ ラ 磨き 灰褐色

2 ) 内 粗雑な 整形、 輪積の 痕跡 や や 粗い

3) 6. 0 が見 ら れ る 。 焼成 良好

4)  8. 2 底部 櫛 け ず り 跡あ り

3. 高杯（杯部） 1 )  25 .  3 ヘ ラ 磨き 内 、 外 と も 横方向の ヘ ラ 磨き 、 内 、 外 、 赤色塗彩

2 ) そ の 上 に 赤色塗彩。 口 唇部 に やや密

3 )  ポ タ ン状の 突起有 り 。 現存部 焼成 良好

4)  では 3 個であ る が、 位 置か ら

し て 5 個か も し れな い

4. 高杯（杯部） 1 )  1 6. 7 ヘ ラ 磨き 外 縦方向の ヘ ラ 整形 赤色塗彩

2)  内 横方向の ヘ ラ 整形 、 そ の やや密（金雲母含む）

3) 上 に 内 外 と も 赤色塗彩 焼成 良好

4 )  口 唇部に 5 単位の 小突起がつ

け ら れて い る

5. 高杯 （ 脚部） I )  ハ ケ 目 内 、 外面と も ハ ケ 目 整形の あ 茶褐色

2 ) ヘ ラ 磨き と 、 ヘ ラ 磨き が施 さ れ て い る 。

3 )  8. 4 脚部内 面 ハ ケ 目 が残 っ て い る 焼成 良好
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4 )  

6. 鉢 l )  1 1 .  0 ヘ ラ 磨き 全面 ・ 底部ま で も が丁寧な へ 赤色塗彩

2)  5 8 ラ 磨 き 。 底部外面以外 は 全 面 密 （細かい 砂粒含む）

3) 4 8 赤色塗彩が し て あ る 底部、 赤褐色

4 )  口 唇直 下 に 2 つの 小孔があ る 。 焼成 良好

対称 し た も う 一方 は 欠損 し て

い る

7. 炉 甕 l )  1 9  2 ハ ケ 目 外 ハ ケ 整形の 後頸部に 簾状 茶褐色

2)  櫛描波状文 文 そ の 上 下 口 縁部、 胴中部ま やや粗い

3)  簾状文 で 櫛描波状文 、 5 本単位 焼成 良好

4) 1 8. 4 ヘ ラ 磨き 内 横方向 ヘ ラ 磨き 2 mm巾位

8. 甕 I )  1 4. 2  ヘ ラ 磨き 外 縦方向の ヘ ラ 磨き の 後頸 外 赤褐色

2) 1 5  0 櫛描波状文 部に簾状文 、 更に 口 縁部 と 胴 内 上部 暗茶褐色

3) 7 2 簾状文 上部に 櫛描波状文が施 し て あ 下部 黒褐色

4) 1 2. 6 る 焼成 良好

櫛の 単位、 簾状文 8 、 波状文

6 で施文は 時計廻 り であ る

9. 甕 ! )  ハ ケ 目 外 ハ ケ 目 の 上を 縦方向に ヘ 赤茶褐色

2 )  ヘ ラ 磨き ラ 磨き や や 粗い

3 )  6. 6 内 斜め方向に ヘ ラ 磨き 焼成 良好

4 )  

J O. 甕 （底部） 1 )  

2 )  

3 )  5 .  6 

4 )  

l l .  甕 （底部） 1 )  暗褐色

2)  

3 )  

4 )  

1 2. 下 暦 甕 （底部） 1 )  外 暗褐色
フ ク 土

2)  内 茶褐色

3) 6. 0 や や 粗い

4 )  焼成 良好

34住 ( 1 02図）

I 壺 （ 口 縁部） ] )  30. 2 ハ ケ 目 外 T 字 口 縁でそ の 口 唇部に 茶褐色
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2)  波状文 不揃い な 波状文が施 し て あ る 。 やや密

3) ヘ ラ 磨き 4 本の 縦状隆帯付着 焼成 良好

4)  他 口 縁部 、 ハ ケ 整形

但 し 剥離 し て不鮮明

内 ヘ ラ 磨き

2 壺（ 口 縁部） 1 )  21 0 ハ ケ 目 口 唇部に 四方に 4 つの 突起が 外 赤褐色

2) ヘ ラ 磨 き つ く 内 茶褐色

3) 櫛描文 外 ハ ケ 整形 さ れて い る が 、 頸部黒 い すす有

4) 口縁と 頸部以外は 、 後ヘ ラ 磨 や や 粗い （砂粒含む）

き を施 し て い る 。 頸部に横方 焼成 良好

向の 櫛描文が 9 本単位で あ る 。

ハ ケ の 単位 15本

内 ハ ケ 整形の 後 ヘ ラ 磨き

3 甕 1 )  ヘ ラ 削 り 口 縁部 横 ヘ ラ 削 り

2) ハ ケ 目 胴部 縦 ヘ ラ 削 り の 後 下 部 ハ

3 )  ケ 整形

4) 内面 ハ ケ 整形後ヘ ラ 削 り

全体的に 粗雑な 整形

4 壺 l )  ハ ヶ 目 外 ハ ケ 目の 後を ヘ ラ 磨き 整 黄褐色 （薄茶）

2)  ヘ ラ 磨き 形 やや密

3) 内 ヘ ラ 磨き 焼成 良好

4) 

5 注 □ 土 器 1 )  7 .  3 ヘ ラ 磨き 上部 横方向 ヘ ラ 磨き 茶褐色 （焼む ら あ り ）

（ 片 口 ） 2)  1 l 3 ハ ケ 目 下部 縦方向 ヘ ラ 磨き やや密

3) 5 9 底部付近に 少 々 ハ ケ 目有 り 焼成 良好

4) 12 4 内 ヘ ラ 磨き

6. 甕 1 )  1 3. 8 ハ ヶ 目 全体 ハ ケ 整形後、 頸部に 簾状 暗褐色

2) 1 7. 3 櫛描波状文 文右→左へ 、 前後口 縁部と 胴 やや粗め

3)  7. 8 簾状文 上部へ櫛描波状文 、 胴下部は 焼成 良好

4)  1 2. 8 ヘ ラ 磨き ヘ ラ 磨 き が施さ れて い る

内 ハ ケ 整形の 上を ヘ ラ 磨 き

7 甕 1 )  1 3  3 ヘ ラ 磨き ヘ ラ 整形の 上を頸部簾状文 、 暗褐色

2) 櫛描波状文 口 縁部 、 胴上部、 櫛描波状文 や や 粗い

3) 簾状文 焼成 良好

4) 
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8 小 形 甕 I )  1 2. 4 ハ ケ 目 外 ヘ ラ 整形の 後 、 口 縁部か 外 暗褐色

2) 1 2  6 ヘ ラ 磨き ら 胴上部ま で乱れた 櫛描波状 内 茶褐色

3) 5 2 波状文 文 や や 粗い

4 )  J O  8 内 左→右ヘ ハ ケ 整形 、 そ の 焼成 良好

上を ヘ ラ 磨き， 甕 J )  外 ヘ ラ 整形の 後、 胴部に 櫛 外 黒褐色 すす付着

2 )  描波状文 、 6 本単位 内 赤褐色

3) 5 2 内 全面 ハ ケ 整形 し た 後 ヘ ラ や や 粗い

4 )  l 0. 5 で磨い て い る 焼成 良好

ハ ケ 単位 8 本

1 0. 小 形 甕 1 )  ハ ケ 目 外 ハ ケ 整形 し た あ と ヘ ラ 磨 茶褐色

2 )  ヘ ラ 磨き き 整形 やや密

3) 内 ヘ ラ 磨き 整形 、 器形、 粗 焼成 良好

4 )  雑 （歪）

1 l .  小 形 甕 I )  1 0  4 ハ ケ 目 内 外面と も ハ ケ 整形の 後 ヘ ラ 暗褐色

2)  1 1 . 2 ヘ ラ 磨き 磨き が さ れ て い る 。 ハ ケ 目 若 や や 粗い

3 )  5 5 干残 っ て い る 焼成 良好

4 )  9. 4 

1 2. 甕 l )  ヘ ラ 磨き 外 ヘ ラ に よ り 縦方向 に 磨か 黒褐色

2 )  ハ ケ 目 れ て い る やや密

3)  5. 9 内 ハケ に よ る 整形 後 ヘ ラ 磨 焼成 良好

4) き を 行 っ て い る

ハケ 目 は 部分的に 消え て い る

1 3. 甕 l )  ヘ ラ 磨き 外 4 本単位 く ら いの 短 い ハ 外 薄茶褐色

2)  ハ ケ 目 ケ 目 整形 内 黄褐色

3) 5 .  4 内 ヘ ラ 整形の 後 、 ハ ケ 目 が や や 粗い

4 )  横方向に施さ れ て い る 焼成 良好

14  高杯（ 口 縁） l )  1 6. 4 ヘ ラ 磨き 内外面と も ヘ ラ 磨 き 外 黄褐色

2) 内 面の み赤色塗彩 内 赤色塗彩

3) やや密

4) 焼成 良好

35住 ( 1 05圏）

l .  壺 I )  ヘ ラ 削 り 外 頸部に わずかに 波状文 、 灰褐色 （焼む ら 有 ）

2 )  ヘ ラ 磨き 胴部 ヘ ラ 削 り に ヘ ラ 磨き や や 粗い （砂粒多含）
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3 )  櫛描波状文 内 胴上部に ヘ ラ 削 り 、 下部 焼成 良好

4 )  22 .  0 ヘ ラ 磨き

2. 炉 内 甕 1 )  23 .  0 ハ ケ 目 外 全面 ハ ケ 整形の 後胴下部 赤褐色

2)  29.  0 ヘ ラ 削 り は ヘ ラ 削 り 。 頸部は 簾状文 そ やや粗い

3 )  8.  2 櫛描波状文 の 下胴張出部ま で 櫛描波状文 焼成 良好

4 )  1 9. 7 簾状文 5 本単位で三段右 →左へ

底部 やや厚 く ヘ ラ 整形

3. 甕 I )  20. 0 ヘ ラ 磨き 内 、 外面と も ヘ ラ 磨き 黒褐色

2) 祖い

3) 焼成 良好

4)  

4.  甕 ! )  1 5 . 0 ヘ ラ 磨 き 外 縦方向、 ハ ケ 整形 暗褐色、 一部黒褐色

2) ハ ケ 目 頸部は 下か ら ハ ケ 目 や や 粗い （砂粒含）

3 ) 内 横斜め方向ヘ ハ ケ 整形の 焼成 良好

4 )  1 4. 0  後 ヘ ラ 磨き

口 縁部 折返 し がは っ き り 出

て い る

外 口 唇部に ボ タ ン状突起が

7 - 8 ケ 約 1 cmの も の がつ い

て い る 。 真 中がへ こ ん でい る

5. 台 付 甕 I )  ハ ケ 目 外 ハ ケ 整形の 後 ナ デ、 一部 白 褐色

2 )  ヘ ラ 磨き ヘ ラ 磨き やや粗い （砂粒含）

3 )  6. 7 底部の く びれ部に 指頭痕あ り 焼成 良好

4 )  9. 3 内 横 ヘ ラ ナ デ、 輪積痕が残

っ て い る 。 脚部 ヘ ラ ナ デ痕あ

り

全体的 に 薄 く 粗雑な作 り であ

る

6. 器 台 1 )  ヘ ラ 磨き 外 上部 は 横 ヘ ラ 磨き 赤色塗彩

2) ハ ケ 目 ,, 下部は 縦 ヘ ラ 磨き 粗い

3) 内 ハ ケ 目 の 上 を ヘ ラ 整形 焼成 良好

4 )  2 1住よ り 破片出土

36住 (108図）

I .  壺 I ) 24 .  8 ヘ ラ 磨 き 内 、 外、 全 面 ヘ ラ 磨き 、 頸部 赤色塗彩

2 )  簾状文 7 本単位の 簾状文。 そ の 上 下 やや密（金雲母含）
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3 )  籠 目 櫛描文 に 籠 目 状に 櫛描文が施さ れて 焼成 良好

4 )  32.  5 い る

外面全体及び内 面頸部 に 赤色

塗彩さ れ て い る

2. ,::;: - I )  9. 5 ヘ ラ 磨き 全体が ヘ ラ で 整形 外 薄茶褐色

2 )  簾状文 頸部に 簾状文 10本単位で左廻 内 赤褐色

3 )  り で施文 さ れて い る 内 縁 口 縁部すす付着

4) 8. 0 やや粗い （砂粒含む）

焼成 良 好

3 壺 1 )  9 4 ヘ ラ 磨き 内 、 外面と も 縦方 向の ヘ ラ 磨 茶褐色

2 )  き やや粗い

3 )  焼成 良好

4 )  

4.  甕 1 )  1 7  4 簾状文 外 ハ ケ 整形の 上 を 頸部 、 簾 黄褐色

2 )  櫛描波状文 状文 7 本 単位で 2 段、 右 →左 やや租い

3 )  ハ ケ 目 そ の 上 下に 櫛描波状文 、 外 下 焼成 良好

4) 1 7 . 6  ヘ ラ 磨き 部に ハ ケ 目 痕が残 っ て い る

内 ハ ケ 整形の 上 ヘ ラ で整形

5. 甕 1 )  24. 0 ハ ケ 目 外 ハ ケ 目 の 上を ヘ ラ で磨 き 暗褐色

2) ヘ ラ 磨き 頸部 8 本単位の 簾状文を 右か やや粗い

3 )  櫛描波状文 ら 左方向 、 口 縁部 と 胴中部ま 焼成 良 好

4 )  2 6 .  4 簾状文 で櫛描波状文 5 - 6 本単位

内 ヘ ラ 磨き で 上部か横方向 、

下 部、 縦方向に な っ て い る

6 甕 l )  1 9. 0 ヘ ラ 磨き 外 ヘ ラ 整形の 上を 頸部に 簾 暗褐色

2 )  櫛描波状文 状文 、 そ の 上 下 に 櫛描波状文 、 やや租い （ 砂粒含む）

3 )  簾状文 但 し 文 様が乱雑であ る 焼成 良好

4 )  1 9. 8 内 ヘ ラ 磨 き

7. 甕 1 )  23 6 ヘ ラ 磨き 外 ヘ ラ 整形の 後頸部 に 簾状 黄褐色。 内 面一部黒

2) 簾状文 文 、 5 本単位で 右 →左方向に 色と な っ て い る

3 )  櫛描波状文 施文。 そ の す ぐ 下に 一段 5 本 粗い （石の 粒子含む）

4) 23. 2 単位の 櫛描波状文が左→右方 焼成 良好

向 に 施文

外面雑

8. 甕 I )  ハ ケ 目 外 ハ ケ 目 の 上を ヘ ラ 磨き 、 褐色
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2 )  ヘ ラ 磨き 頸部に 簾状文 、 す ぐ 下に 櫛描 やや租い （砂粒含む）

3) 簾状文 波状文が一段施文 焼成 良好

4) 26 .  0 櫛描波状文 内 ハ ケ 整形の 上を ヘ ラ 磨 き

9. 甕 I )  1 6. 6 ハ ケ 目 内 、 外面と も ハケ 目 が施 さ れ 部分的 、 赤褐色 と 灰

2) ヘ ラ 磨き て い る 茶褐色 、 一部すす 付

3)  部分的 に ハ ケ 目 の 上か ら ヘ ラ 着

4) 1 6  4 で磨い て い る やや粗い （砂粒含む）

ハ ケ で単位 9 本 焼成 良好

10 ( 109図 ） 壺 I )  ヘ ラ 磨き 外 縦方向 、 ヘ ラ 磨き 灰褐色

2) 内 ヘ ラ 磨き 、 4 - 5 単位の やや粗い

3)  7 4 櫛 目 が所々 に 残存す る 焼成 良好

4) 

1 1  甕 l )  22. 0 ハ ケ 目 内 、 外面と も に細かい ハケ 目 茶褐色、 焼む ら あ り

2 )  やや租い （砂粒含む）

3) 焼成 良好

4)  

1 2 高杯（脚部） 1 )  ハ ケ 目 外 ハ ケ 整形の 上 を ヘ ラ 磨き 、 茶褐色

2 )  ヘ ラ 磨き 内 ヘ ラ で横 ナ デ やや粗い （砂粒含む）

3) 1 0  0 焼成 良 好

4)  

1 3. 壺（ 口 縁部） I )  I l .  0 ハ ケ 目 内 、 外 と も ハケ 整形の 上 を ヘ 外 茶褐色、 一部焼

2 )  ヘ ラ 磨き ラ 磨き む ら

3) 内 ほ と ん どハ ケ 目 みえ ず 内 暗褐色

4) やや粗い

焼成 良好

1 4. 手 づ く ね I )  7. 9 ハケ整形 外 ハ ケ整形の 上を指頭でな 暗褐色

2)  6. 4 ヘ ラ 磨き であ げ 粗い （砂粒含む）

3)  4 8 指頭痕 内 ハ ケ 整形の 上を ヘ ラ 磨き 焼成 良 好

4 )  

1 5  高杯（坪部） 1 )  21  8 ヘ ラ 磨き 内外面と も ヘ ラ 磨き し た あ と 赤色塗彩

2) を赤色塗彩 やや密

3)  横方向 焼成 良 好

4 )  

1 6 . 高坪（杯部） 1 )  26 0 ヘ ラ 磨き 内 、 外 と も に ヘ ラ 整形の あ と 赤色塗彩

2) 赤色塗彩 密
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3 )  焼成 良好

4) 

1 7. 高杯（杯部） 1 )  1 8  0 ヘ ラ 磨き 内 、 外 と も に ヘ ラ 磨き の あ と 赤色塗彩

2 )  赤色塗彩 やや密

3) 焼成 良好

4)  

1 8. 高杯 （脚） 1 )  1 1 . 4  ヘ ラ 磨き 外 縦方向の ヘ ラ 磨 き 黄褐色

2) 内 横方向の ヘ ラ 磨き やや租い （砂粒含）

3 )  焼成 良好

4) 

38住 ( 1 13図）

I .  壺 I )  ハ ケ 目 外 ハ ケ 目 の 上を ヘ ラ 磨き 、 茶褐色

2 )  ヘ ラ 磨き 巾広の ハ ケ 目 租い （砂粒多 含）

3 )  内 ヘ ラ 磨き 焼成 良好

4)  39 .  4 

2 .  那,,,,_ ] )  20. 4 櫛描波状文 外 ハ ケ 整形の あ と ヘ ラ 磨き 外 暗褐色

2) 24 0 簾状文 頸部、 簾状文 、 右→左へ 7 本 内 茶褐色

3) 8. 4 ハ ケ 目 単位。 口 縁部 と 胴上部櫛描波 やや粗い

4 )  18 8 ヘ ラ 磨き 状文 5 本単位、 か な り 乱線で 焼成 良好

あ る

内 ハ ケ 目 の 上を ヘ ラ 磨き 、

横方向であ る

外 胴下部に カ ー ボ ン付着

3. 壺 I )  1 3. 8 ハケ 目 外 ハ ケ 整形の あ と ヘ ラ 磨き 茶褐色

2 )  T 字 口 縁部、 刻み ハ ケ 目 か な り 残存 や や 粗い

3 )  目 T 字口 縁で ハ ケ に よ る 刻み 目 焼成 良好

4 )  21 8 ヘ ラ 磨き が 一円 に あ る

内 面 ハ ケ 整形の あ と ヘ ラ 磨

き 。 剥離が激 し く 単位不明

4. 炉 内 高坪 （杯部） 1 )  28 0 ヘ ラ 磨き 外は 縦方向 ヘ ラ 磨き 赤色塗彩

2) 内 は 横方向 ヘ ラ 磨き 密

3)  そ の 上に 内 外面 と も 赤色塗彩 焼成 良好

4) さ れて い る

5. 炉 下 高 杯 1 )  33 6 ヘ ラ 磨き 内外面と も に ヘ ラ 磨 き 、 そ の 赤色塗彩

（坪部 □縁） 2 )  上を赤色塗彩さ れて い る 密
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3) 焼成 良好

4 ) 
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第 2 節 周 溝 募

こ の遺跡 を 特徴づける遺構 と して方形・円 形周溝墓 群 がある。 県下で弥生時代 後期の周溝墓

群 が こ れだけま とま っ て検出 された例 は無 く 、 甲 府盆 地低部の集 落 と 墓 域の関 係 を 知 る上 で重

要な遺跡 と 考 え ら れてい る。

前述したよ う に周溝墓 の 大部分 は 、 弥生時代集落の南集落 と 北集 落の中間に位置し、 2 つの

集落の間に楔 を 打 ち 込 んだよ う な状態 を 呈してい る。 即 ち 、 墓 域 を は さ んで集 落 が 対 立する こ

と にな ろ う 。 南集 落中には 、 1 号 と2 号方形周溝墓 が住居 と 切 りあい な が ら 存在する。 しかも 、

1 号も2 号周溝墓 も他の周溝墓 と 重 復したり近接する こ と な く 、 極て独 立 性 が 高 い 。 こ の こ と

は 、 最 初 に方形周溝墓 が 造 られ始めたが、集落全体の人 口 増に伴 っ て、 墓 域 と 決めた部分 を 縮

少し、 居住地へ と 振り向けた可能性 がある。 南 北の集落 は 東西に走行する V 字溝で区切 ら れて

い るが 、 こ の V 字溝 が掘 ら れる前 に 、 方形周溝墓 群の う ち い く つか はすでに築造 されてい た可

能 性のある こ と が想定できる。 それは、 6 号周溝墓 と V 字溝 は 切 り合 う ものの 、 3 号周溝 、 7

号周溝 墓 を 避けて造 ら れてい るよ う である。

中央の周溝 墓群の在り方 は 、 6 号周溝 墓 、 16 号周溝 墓 と い う 幅 広の溝 をもつ 大型周溝 墓 を 核

と して、 そ の周 囲に 、 6 号周溝 墓に は3 号 と5 号周溝 墓 と い う 中 ク ラ ス の周溝 墓 があり、 16 号

周溝 墓に は9 号・ 17号周溝 墓 が近接してお り、 更にその周 辺に 7 ID 前後の周溝 墓 が集合してい

る様子が う かが え る。 こ れを図 示する と 、 次のよ う になる。

A グ ）レ ー プ

B グ ）レ ー プ

C グ ）レ ー プ

l 、 2 

丁:丁：
16 丁 1

9
1「12 、

15 

10、 11 

13 、 14 

特に C グ ）レ ー プの 1 0 、 13 、 1 4 は 円 形周溝 墓 又 は それに類 似した形であ っ て、 グ ） レ ー プ 内 の特

別 な位置 を 示すものであ ろ う 。

周溝 墓の主 体 部 は ほ と ん ど が 検出 されてい な い 。 しかし、 9 号方形周溝 墓 は 、 台状 部の掘り

下 げ を 行 っ てい る途中 、 黒 褐 色 土中に50 cm x1 m の土堀状のもの が検出 されてい る。 8 号周溝 、

15 号周溝も主 体 部 と 思われるものが存在するが遺物の出 土 は な い 。
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I .  褐 色 土
2 .  暗褐色土
3. 黒褐色土
4 .  黒 色 土
5 .  灰色プロ ッ ク 混入暗渇土
6. 灰 色 プ ロ ッ ク 混入黒褐色土
7 .  黒褐色土混入灰色 プ ロ ッ ク 土

＼ 

L_ ___J 

量
__I! 

_j 

」 ーニ

5m  第 1 2 1 図 1 号周溝塞平面図

1 号周溝墓 第 1 2 1  1 2 4 図

本遺跡最 南 部に位置 し 、 規模が判明 し て いる方形周溝墓では最 大 の も の で ある。 周辺に周溝

墓は存在せず、 独 立 し て い る と 思われる。 9 号住居 、 12号住居と重複 し て いるが、 12号住居を

切 り 、 9 号住居に切 ら れる関係で ある。 西辺 の 方位は ほ ぼ北を向 く ( N - - W ) で 、 各溝 の

規模は 、 西辺長 13.8 m 、 最 大 巾 2. 4 m 、 深さ45 cm 、 南辺長推定 ] O m 、 最 大 巾 3.2m 、 深さ20 cm 、

北辺現存長 7 m 、 巾 2.6 m 、 深さ50 cm である。 土橋は南東 隅 に 1 ケ 所 と 思われる。 主体部は検

出されなかった。 な お 、 出 土逍物は溝覆 土中よ り 高杯 等が出 土 し て い る。 本周溝は南辺が最 も

幅 広 で 、 北辺は狭 く 、 溝の 立ち上 り も 、 台状部側が直立にちか く 、 外側は緩 く 傾斜 し て いる。

溝 の 覆 土 も レンズ 状 の 堆積によ っ て 、 自 然に埋め立 て られて い る。
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I .  黒色土層 （花局岩粒子 を 多量 に 含 む ）
2 .  黒 色土 層 ( I よ り 花固岩粒が少 な い ）
3 .  黒 色土層 ( 2 よ り 花南岩粒が少 な い ）
4 .  砂 を 多 量 に含 む 黒 色土層

（若干の花商岩粒子を含む） 」
一

第 1 22図 2 号周溝墓平面図

2 号周溝墓 第 1 2 2 • 1 2 4 図

南集落が孤状に並ぶ中心に位置 し 、 L 形

溝が2つ組み合った方 形周溝墓である。 他

の 遺構と重複せず独立 し ている。 規模は東

西 6.2m 、 南 北 6.5 mで、 溝の 幅 及び深さは

東 で95 cm 、 35 cm、 西90 cm 、 15 cm 、 南 1.35 m 、

北 1.30 m である。 土橋は東 南と北西に 1 ケ

所 づつあり、 主 体部は検出されなかったが、

南 側溝の 最大幅部分より壷形土器 l 点が出

土 し ている。 本周溝墓に伴うもの である。

A-
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a 20<m 
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20cm 

第 1 24図 1 、 2 、 3 号周溝塞出土土器

3 号周 溝墓 第 1 2 4 • 1 2 5 図

逍跡のほぼ中央 に 位 置し、 周溝墓群最南 に あ る 。 南側 は V字溝で あ る 12溝が走り、 12溝の 支

溝が 3 号周溝墓南 東 コ ー ナ ー に接して止ま る 。 台状部の方位 は N - 5
゜ー E で、 規模 は 東 西 13. 8

m 、 南北 1 1. 8 mであ る 。 各辺の溝の長さ は 東 10 m 、 西 8. 4 m 、 南 8. 6 m 、 北 10.6 m で、 各溝の

最大幅及び深さは 、 東2. 5 m 、 50cm 、 西2. 6 m 、 50 cm 、 南 1. 9 m 、 64 cm 、 北 1. 9 m 、 45cmで、

西辺中央 に は 巾80 cm 、 長さ2 m の 土堀があり、 南辺 にも 巾70 cm、 長さ 1. 8 m と 直径 1 m の 土壊

があ る 。 どち ら も遺構 に 伴うものであろう。 土 橋 は南西隅 に造 ら れてい る 。 主 体 部 は 検 出され

てお ら ず、 台状部は 9 m x 8. 7 m のほぼ正方形を呈 し 、 溝 の 立ち上りも内側が垂直 にちかい掘

り方とな っ ている。 出土遺物 は 、 西側溝中央部より壷形土器 の 大破 片 が 出 土してい る 。
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5m  

I .  暗褐色粘質土 （粘性が非常 に 強 い。 白 色小砂粒 を 多量 に含む ）

2 .  暗謁色土混入黄褐色土 （ 白 色小砂粒は 1 層 よ り か な り 少な い 。 3 層 よ り 若干暗い）

3 .  黄褐色土層 （ 固 く し ま っ て 粘性は l 程 で は な い が 強 い ）

4 .  黄褐色土混入黒褐色土層 ( 5 層 よ り 若干 明 る いが粘性な どほ と ん ど変わ ら ない）

5. 黒褐色土層 （灰褐色土 を プ ロ ッ ク 状 に含む 。糸l:i性は 非 常 に強 い ）

6 .  黒褐色土混入灰褐色土層 （灰褐色土 を 多量 に 含む地山漸移層 ）

7 .  黒褐色土混入灰褐色土層 ( 6 層 と 比較す る と 黒褐色土の量は非常に少ない、 一見掘 り す ぎのよ う に も思われる）

第 1 25図 3 号周溝墓平面図
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胃 11111麟
I .  黒褐色土 （細紗粒微量 混 入 均 ー な土層柔 ら か く 粘 性 ややあ り ） 9. 暗褐色土層 （黒褐色土ベー ス に 、 白色砂プ ロ ッ ク 多量混入 粘性つよ し ）
2 .  黒褐色土層 （柔 ら か く ｀褐色土多 く 混入 ） 1 0 .  褐色土層 （緻密でし ま リのある土層、 こ の部分の壁は全て この土層で古い遺構の覆土であろ う ）
3 . 黒 色土 層 （黒色土ペース に致化し た褐色土プロ ッ ク視状に混入． 白色砂粒若干混入） I I . I易色土層 （砂質土層で黒褐色部混入 ． し ま り 、 粘性つ よ し ）
4 .  緻密黒色土層 （褐色土若干混入、 し ま り あ り ）
5 .  黒色土層 （漆黒色で白色砂 プ ロ ッ ク 若干混入、 粘性つ よ し ）
6 .  黒褐色土層 （緻密な黒揚色土ペースに褐色土砂プロ ッ ク 、酸化土プロ ッ ク 多 し ）
7 .  暗褐色土層 （黒棧色土ペ ー ス に 白色砂 プ ロ ッ ク 多量混入）
8. 黒 色土層 （黒味つ よ く 粘性あ り 、 酸化土 プロ ッ ク 多 し ）•一湧水層

第 1 26図 4 号周溝墓平面図
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4 号 周 溝 墓

第 1 2 6 • 1 2 9 図

中央の周溝墓 群

南 端 に 位置した 方

形周溝墓 で 7号 周

溝 塞 と 一部 接 し て

い る 。 縄文時代の

27 号住居 や数多 く

の土壊群 と 重複 し

て 造 ら れて い るが、

周溝を埋めて い る

土が黒 褐 色 土であ

― 一 る ため、 検出は容

易であった。 台状

ー
一

部の方位は N - 4
゜

_ - wで、 ほ ぼ北を

且言 向 い て い る。 東辺

の溝は、 長 さ 4 .2 

- 』 m 、 巾80 cmで、 更

に その内部 に 巾30

cm 、 長 さ 3 . あ mの
4m  第 1 27図 5 号周溝墓平面図

溝がある。 西辺溝 は長 さ 5 .5 m 、 巾80 cmで、 溝中央部 に 巾

35 cm 、 長 さ2 .65 mの浅 い溝がある。 南 辺の溝は、 長 さ 約6

m 、 巾50 cmで、 溝中央 に 巾25 cm、 長 さ 3 .5 m の細 長 い溝を

もつ。 北辺溝は、 長 さ 5 .8 m 、 巾85 cmで、 北西隅 には 巾35

cm 、 長 さ 1 .7 m の細 い溝がある。 こ の周溝墓 には、 主 体 部

が確認 さ れて い な いが、 西辺溝 中 よ り胴 部を穿孔した 壷が

出 土 し て い る。

5 号 周 溝 墓 第 1 2 7- 1 2 9 図
周溝 墓群南西部 に 位置し、 1 7号溝 、 1 5号 土堀 、 32 、 33号

土壊と 重 復 す る 。 西辺溝の方位は N -30
゜- wを示す。 東西

10 . 7 m 、 南北1 0 . 4 m の規模で、 各辺の現存 する長 さ は、 東

溝7 m 、 西溝7 m 、 南溝 S m 、 北3 .6 m である。 北 東 、 南

東 コ ー ナ ー が攪 乱を受けて い るので正確な辺 長は不 明であ

る 。 方 台 部の規模は、 南北8 m 、 東西7 . 4 m で 、 台 上 に 主

- 1 49 -
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第 1 28図 5 号周溝塞壷出土状態
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I .  2 を ペースに黄色砂ブ ロ ッ ク 多 〈 混入
2. 黒褐色土層、 白色鉱物粒子多量混入 、

褐色土ブロ ッ ク 混入、殿密、 し ま り あ り
3 .  暗悶土層、 白色粒子少量混入、 砂、

褐土プ ロ ッ ク 多 く 、 し ま り ややあり
4.  黒褐色土層 、 2 よ リ 白色粒子少な く 、

褐色土プ ロ ッ ク も少な く 、緻密 、 し ま り あ り
5. 暗褐色土ペースに褐色土、

砂が一様に緻密に混入、 し ま り あ り
6 .  黒掲色土層、 白色粒子は含 ま ず、

砂プロ ッ ク斑状に混入
7 灰色砂層

に ょ
5 m  

第130図 6 号周溝墓平面図

体 部は確認されて い な い 。 各辺の溝の幅 及 び深さは、 東で1 .2 ID 、 深 さ 70 cm 、 西で1 .95 ID 、 深

さ66 cm 、 南で1 .25 ID 、 深 さ73 cm 、 北1 .95 m 、 深さ73 cmである。 土 橋は南西隅 に 1 ケ 所である。

出 土遺物は西溝 中よ り 壷1 個 、 南溝 中よ り 甕1 個が、 底面 に 接 し て出 土 し た。 なお 、 溝 中の舟

底状 ヒ° ッ ト は、 南溝 土 橋 近 く に あって 、 長 さ3 .6 ID 、 巾 70 cm 、 深 さ20 cmで 、 甕 は こ の底よ り 出

土 し た。

6 号周溝墓 第 1 30 図

周溝墓群の東部 に 位置 し 、 大 部分が調査区域 外 にある。 12 号溝 ( V 字溝） と 重復 し 、 断面 か

ら12 号溝が古 く 、 6 号周溝 墓が新 し い 。 6 号周溝 墓は検出 された溝か ら 方形を呈 す る と 考 え ら

れ、 残存 する西 辺溝 の方位は N -9
°
- W 、 土 橋は南西 に1 箇 所である。 西溝の現存 長 及 び 幅 、

深さは12 m 、 2 .8 m 、 79 cm、 南溝は6.2 m 、 3 .05 m 、 89 cmである。
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7 号 周溝墓 第 1 3 1 ・ 1 3 2 • 1 3 6 図

12溝 V 字溝の東に位置し、 4 号 周溝墓に接して 造 ら れ、 13溝に切 ら れる。 方 形周溝墓である

が、 形は台状 部がほ ぼ方 形を呈するものの、 溝の幅に変化があって 凹 凸が激し い 。 規模は、 東

西8 m、 南 北7 .7 m で、 台状 部は、 東西5. 5 m、 南 北5 .7 m である。 西 辺溝の方位は N -23
゜—

ヨ C
 

゜
置

I .  黒色粘質土
2. 黒色粘質土
3. 灰褐色粘質土
4. 黒色粒質土
5 .  黒色粘質 土 と 黄褐色砂質 土プロ ッ ク と の混土
6 .  灰褐色粘質土 と 黄褐色砂質 土 プ ロ ッ ク と の

混土で灰褐色粘質土は極め て 密 で あ る 。
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，ヽ，

l
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2m 
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I .  黒色粘質土（白色小砂粒 を 多 く 含む） E r 
2. 黒色粘質土（ 白色小砂粒は含ま ない）
3 .  灰褐色砂質土
.. 黒・色粘質 土 と 黄褐色砂質土 � ニ贔

フ ロ ッ ク の 涅土

し -』

ピ 第13 1図 ___l 
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第 1 32図 7 号周溝塞土器出土状態

Wを示 し て いる。 各辺の長さは東 6. 5 m 、 巾 95cm 、 深さ20 cm 、 西 5 m 、 巾 1. 3 m 、 深さ34cm 、

南 4. 7 m 、 巾 1. 15 m 、 深さ30 cm 、 北 6 m 、 巾90cm 、 深さ25 cm で ある。 橋 は 南 西 偶 に 1 箇 所 で 、

主 体 部は不明、 遺物は西溝中より甕破片が出 土 し て い る。
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ー
ハ
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I .  灰f葛色砂層（北側溝だ け に この層はあ り ；見乱か と思われ る ）

2 .  黒色土感
3. 黒渇色土層 ( 1 層に比ぺ明る い灰褐色土を ブ ロ y ク状に含む と こ る b あ る ）

. : 悶ぢi '灰渇色土 を か な り 多量 に 含 む ） 」

N-

」
H

 

2m 第 1 33図 8 号周溝墓平面図
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Q - R 土層

I .  凩色土層 7 .  黒褐色土 13.  褐 色 土

2 .  黒褐色土層 8 .  黒褐色土 1 4 .  灰色砂層
3. 褐 色 土 9 .  灰色砂層 1 5 .  白色砂層
4. 白 色砂層 1 0 .  黒色土層 1 6 .  黒色土層
5. 褐 色 土 I I .  黒褐色土 1 7 .  白 色砂層
6. 凩褐色土 1 2 .  白色砂層

Y - Z 土層
I .  黒褐色土層

2. 黒色土層
3. 褐 色 土

4 .  黒褐色土層
5 .  凩褐色土層
6. 褐 色 土
7 .  黒色土層
8 .  灰色砂層
9 .  褐 色 土
1 0 .  黒褐色土＋砂の ま じ り あ う 土層

第 1 34図 9 号周溝墓平面図
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第 13 5図 9 号周溝墓土器 出 土状態

8 号周 溝墓 第 1 3 3 図

周溝墓 群 北 東 側 に 位置し、 10号周溝墓 と 接して いる。 方形周溝墓 で、 方位は N - 5
°
- Wを示

し、 東西 4.7 m 、 南 北5.2 m の規模である。 方台 部は、 東西3 .3 m 、 南 北3.5 m の ほ ぽ 正方形

を呈し、 土 橋は南西偶 に1 箇所ある。 各辺の溝の長さ 、 幅 、 深 さは次の通りである。 東 4.5 m 、

70cm 、 20cm 、 西3 .3 m 、 80 cm 、 2 5 cm 、 南3 . I m 、 90 CID、 2 5 cmで、 東 南 隅 及 び 北 東 部 に溝が浅い

部分がある。 出土遺物で一括品はな い 。 主 体 部は長さ 1.5 m 、 巾75 cm 、 深 さ3 5 CIDで、 内 部 か ら

遺物は出 土しな か った 。

9 号 周溝墓 第 1 3 4 - 1 3 7 図

周溝墓 群 北 東 部 に 位置し、 北 東 隅が地区 外の ため未調査と なっている。 本周溝墓 は、 東西

13 . 4 m 、 南 北11 .8 m の規模をもつ方形周溝墓で、 台状 部は、 南 北8 m 、 東西8 m の は ぼ 正方形

を呈する。 各辺の現存する長さは及 び 幅 、 深 さは東で 10.6 m 、 2 . 4 m 、 70cm 、 西で8 m 、 3 .2 

m 、 78 CID 、 南10.2 m 、 1 .  9 m 、 60cm 、 北で 96 m 、 2 m 、 80cmである。 西辺溝の方位が N -28
゜

- wで 、 方 台 部中央より発見された主 体 部は、 主軸と 直 交する方向 に 長軸を持つ。 主 体 部は東

西 1 m 、 南 北50cmの長方形で、 深 さ30cm 程である。 内 部より出 土遺物は無い。 士橋は未調査地

区 に 存在すると 思われ、 北東 隅 に 位置するであろ う 。 溝 中 に 舟底 形 ヒ°ッ ト か2 箇所 に 見 ら れ、

北溝中の ビ ッ ト は長さ 4.2 m 、 巾1 . 1 m 、 深さ10cm 、 東溝中の ピ ッ ト は長さ5 .2 m 、 巾1 m 、

深 さ20cmで東溝か ら は第137 図2 1 が出 土 し て いる。 なお 溝中 か らは壺2 個 、 甕 l 個 体 の一括

土器が出 土して いる。

本周溝墓 は、 発掘作業中 に 確 認するの に 手間取った 。 それは、 土層 に 黒色 土層 が厚 く 推積し

てお り、 周溝 部の プ ラ ンがなかなか把握でき なかった 。 と こ ろが、 掘り下 げがすすむと 黒色 土

中 に 黄灰色の島状 に 変色する区 域が現われ、 更 に 広がっていった 。 最 上 部の黄 灰色砂質 土を取

り除 く と 、 黒色土中 に 長方形の黄灰色砂質 土が残る部分があり、 同時 に周溝 外縁部も 検出 され

た 。 従 って 、 方形周溝墓であると 断定し、 中央の長方形 黄灰色部を主 体 部と 考 え る こ と に し た 。
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第136図 7 、 9 、 1 1 号周溝墓出土土器
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周溝内の 土層 も 、 黄灰色、 黒 色 土 、 褐色土などが互層 と なり、 断面 観察 でも 、 台状 部か ら 流れ

出 た 土砂が溝を埋 め た こ と が分る。

本周溝墓 はマ ウ ン ドを持 ち 、 マ ウ ンドを一定 程度盛り上 げた後に主 体 部の土壊を掘って遺 体

を埋葬し、 更 に盛 土したものであ ろ う 。 主 体 部の無い周溝墓 も 、 こ う した構 築方法によったも

のと 推定 さ れ、 後 世に盛 土が削平 さ れてしまったものであろ う 。

U
0

0
[
 

-～
 

第137図 9 号周溝塞出土土器
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E - F 土層 説 明

I . 黒 色 土 層

2 .  黒褐色土層

3 .  暗灰褐色土層

4 .  黄褐色土 （ 地 山 ）

5 .  暗黒褐色土層

6.  黒褐色土層

C - D 土層 説 明

I .  黒色土層 7 . 黒褐色土層

2. 砂質黒褐色土層 8 . 黒褐色土層

3. 灰褐色土層 9 . 黄褐色土層

4. 暗灰褐色土層 1 0 .  黒褐色土層

5. 黒褐色土層 I I .  黒褐色土層

6. 暗黒褐色土層

第 1 38図

1 - J 土層 説 明

I . 黒色土層

2. 暗黒褐色土層

3 .  暗黒喝色土層

4. 黒褐色土層

5. 黒褐色土層

G - H 土層説明

I .  黒 色土層

2. I 層 よ り 鳩色が か っ た 色調 を 呈 す

3 .  黒褐色土層

4 .  3 層 よ り 淡 い 色調 を 呈 す

5 .  黒褐色土層

6. 黒褐色土層

1 0号周溝墓平面図
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第 139図 1 0号周溝墓土器出土状態
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第 1 40図 1 1 号周 溝裏土器出 土状態

J O 号 周 溝 墓 第 1 3 8 • 1 3 9 図

9 号方形周溝墓の南 に 位置する 円形周溝墓で 、 美しい 円 を抽 き 、 土 橋は南西方向 に 設け ら れ

る。 東 西 径 6. 1 m 、 南北径 6. 3 m 、 台状 部の東 西 径 4. 35 rn 、 南北径 4.65 m で 、 土 橋の幅は80 cm

である。 溝の幅と深さは、 東 で80 cm 、 27 cm 、 西80 cm、 35 cm 、 南 1 m 、 1 III 、 北7 0 cm 、 22cm で 、

土 橋南の溝 に 舟 底形 ビ ッ ト がある。 ピ ッ ト の長さは2.2 m 、 巾35cm 、 深さ15 cmで ある。 主 体部

は不明。 11号周 溝墓と 8 号 周 溝墓の溝が本遺構の溝と重複する。 出 土遺物は、 溝内北 西部より

甕が出 土しているが、 覆 土中 で ある。

I I 号 周 溝 墓 第 1 3 6 • 1 4 0 • 1 4 1 図

周 溝墓群中央部 に位置し 、 10号周溝墓と重複している。 方形を呈し 、 東 西 5. 8 m 、 南北 6. 9 

m の規模をもち、 台状部は 東 西 4.2 m 、 南北 4.65 m の隅 丸方形 で 、 西辺溝の方位は、 N - 1 1-

E を示す。 各辺の長さ、 幅 、 深さは 次のとおりである。 東 3. 8 m 、 90cm 、 30 m 、 西 5. 6 III 、 7 5

cm 、 22cm 、 南 4. 1 m 、 1. 14 m 、 20 cm、 北 5. 1 m 、 1 m 、 25cm 。 溝の断面 は 舟 底 状 で 、 台状部側

の方が直立 に 近い角 度で立ち 上 っ ている。 覆 土は褐 色 土 で 、 溝 北 西 部か ら 甕 が 1 個 出 土してい

る。 土 橋 は南東 隅 に 1 箇所 あ り 、 幅は 1 . 5 III で ある。 主 体 部は検出できず、 盛 土状態も不明で

あ っ た。

1 2 号 周 溝 墓 第 1 42 図

周 溝墓群北側 に 位置し、 13号周溝墓及び14号周 溝墓と l つ の グ ）レ ー プを形成している。 若干

長方形の周溝墓で 、 東 西 6 m 、 南北 5.2 m で 、 台状部は東 西 4. 4 m 、 南北 3. 8 m の規模 で ある。

溝の太さはほぼ一定しているが、 西南の隅 で外側 に 若 干広 か っ ている。 各辺の溝• 長さ、 巾 、
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I 褐色土層 ： 白包立子を多量に含む、 き めがこ ま か 〈 、し ま り もよ い

2 .  褐色土層 ： 白包好を若干含む、 き めがこ ま か 〈 、 し ま り もよ い

3 .  褐色土層 ： 白包立子をほとんど含まず、 きめがこまか〈 し ま り もよ い

4 .  黄褐色土層 ： 地山のプロックを多量に含む、 きめがこまか〈 、 し ま り もよ い

L- ー』

し

ーt
___!! 

2m 

第 1 4 1 図 1 1 号周溝墓平面図
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I .  黒褐色土層

2. 灰褐色粒子混入土層
3. 黒色土層
4. 灰褐色土混入黒褐色土層

5. 西、 お よ び南側周溝 に見 ら

れ る が地 山 と 思われる

し
_! 

2m 

第 1 42図 1 2号周溝墓平面図

深 さ は 次 の と お り で あ る 。 東 溝 は 3 m 、 8. 5 m 、 深 さ 35cm 、 西 溝 は 4. 5 m 、 80cm 、 35 cm 、 南 溝

は 3. 7 m 、 70cm 、 50 cm 、 北 溝 は 5. 2 m 、 巾 75cm 、 20 cmで あ る 。 西 辺 溝 の 方 位 は N - 33゜ー E を 示
し て い る 。 土 橋 は 南隅 に あ っ て 、 幅 は 1 . 4 m で あ る 。 主 体 部 は 無 く 、 台 状 部 の 盛 土 も 確 認 さ れ
て い な い 。 各 溝 は レ ン ズ状 に 土か堆積 し て お り 、 長 時 間 か か っ て 埋没 し た こ と が う か が わ れ る 。
出 土 品 は 少 な く 、 覆 土 中 か ら 土器 片 な どが 出 土 し て い る 。

1 3 号 周 溝 墓 第 1 4 3 • 1 4 8 図

周 溝 墓 の ほ ぽ 中 央 に 位 置 し 、 1 2号 周 溝 墓 、 14号 周 溝 墓 と 近 接 し 、 同 一 グ ル ー プ を 形 成 す る 。
L 字形 の 溝 を 向 い 合 せ に 組 み 合 せ た 方形 周 溝 墓 で 、 土 橋 が 2 箇 所 存 在す る 。 周 溝 は 相 当 に 歪 ん
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で お り 、 一 見 す る と 円 形 周 溝墓

の よ う な 様相 も あ る が 、 各溝 は

L 字形 を 意識 し て 造 ら れ て お り 、

方 形 周 溝 墓 と し て よ い で あ ろ う 。

土 橋 は 南 と 北 の 隅 に 1 箇 所 づ つ

あ り 、 北 は 45cm 、 南 は 1 . 4 m の

幅 が あ る 。 東 の 溝 の 長 さ は 全 長

で 約 6. 3 m 、 西 溝 は 49 m で 、 各

々 の 幅 、 深 さ は 、 東 で 65- 85cm 、

1 5 cm 、 西 で40 cm-70cm 、 1 5 cm で

あ る 。 台 状 部 に は 主 体 部 が 無 く 、

溝 中 に も 舟 底 型 ヒ° ッ ト は な い 。

西溝 の 北側 に 甕 一括 が 出 土 し て

い る 。 土 橋 と 士 橋 を 結 ぶ線 の 方

位 は N - 6
°

- W で あ る 。

甕 は 底 部 を 欠 き 、 土器 の 歪 み

＼
 -1. 

！ヽ

が激 し い も の で 口 縁 は 波 う っ て

い る 。 内 外 面共 に ナ デ整形 さ れ 、

文 様 は 付 け ら れ て い な い 。

1 4 号 周 溝 墓 第 1 4 4 • 1 4 5 • 1 4 8 図

I .  黒褐色土層 （ 白 色砂籍子 を 多 く 含む ）

"� ヽ ．、 一 ' /a lllffilllllll l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l�,.,,�:竺こ:,竺竺�'��『:'.,��旦昌
第 1 43図 1 3号周溝墓平面図

周 溝墓 群 中 北側 に 位 置 し 、 1 2号周 溝 墓 、 1 3号 周 溝 墓 と 同 一

グ ル ー プ に 属 す る 。 プ ラ ン は 不整 形 で 、 溝 は 巾 約70 cmで、 深

さ 1 0 - 20 cm で あ る が 、 東側 に は 2 箇 所 の 溝 内 土 壊が あ り 、 l

箇所 に は 甕 が横位 に 置 か れ た 状 態 で 出 土 し て い る 。 こ の 部 分

の 溝 は 幅 が広 く 、 土 器 出 土 部 分 で 巾 1 . 3 m 、 も う 一 箇 所 の 舟

底形 ピ ッ ト 部 分 で 巾 l m 、 深 さ 30cm で あ る 。 台状部 は 卵 形 を

し て お り 、 主体部 は 検 出 さ れ て い な い が 、 不整形土 壊 が 台 状

部 に 2 基 あ る 。 お そ ら く 本 遺 構 と は 別 の 時 期 で あ ろ う 。

土 橋 は 南 東 部 に 1 ケ 所 あ り 、 巾 1 . 2 m の 間 隔 が あ る 。 溝 中

よ り 出 土 し た 甕 は 、 ほ ぼ完 形 に 復元 で き た も の で 、 頸 部 に は

簾 状 文 、 胴 部 に は 刷 毛 目 が籠 目 状 に 施 さ れ た も の で あ る 。 又

こ の 甕 は 、 溝底面 よ り 若干浮 い て い る 。

I 5 号周 溝 墓 第 1 4 6 図

周 溝 墓 群 中 最 も 西 の 低 い 箇 所 に あ り 、 他 の 周 溝墓 と 離 れ て い る 。 又 、 最 も 小 型 の も の と し て

疇『 J!

L こー 』

冒
↑ , I I I I 秤l

第 1 44図 1 4号周溝墓土器出 土状態

注 目 し て よ い も の で あ ろ う 。

西辺溝 の 方 向 を 主軸 と す れ ば N - 39
゜- w の 方位 を 示 す 方形 周 溝墓 で 、 規模 は 東 西 3. 7 m 、 南
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一

I .  白 色砂質層 (fl音褐色土を含む）

2 .  暗褐色土層 （ 白 色砂粒子 を 多 量 に 含 む ）

3 .  灰渇色土混入暗褐色土層

( 2 に比ぺ白色砂粒子は少ない、 粘性大、 色鱈は明るい）

4. 灰褐色土層 （若干の暗褐色土 を 混 入 す る ）

2m 

i —  __l r
 第 1 45図 1 4号周溝墓平面図

北 3. 8 m の ほ ぽ 正 方 形 で 、 台 状 部 は 東 西 3 m 、 南 北 3. 1 m で あ る 。 各 辺 の 溝 の 長 さ 、 巾 、 深 さ

は 、 東 辺 で 2. 3 m 、 巾 30cm 、 深 さ 20cm 、 西 辺 で 3. 4 m 、 巾 30cm 、 深 さ 1 5cm 、 南 辺 で 3. 2 m 、 巾

45cm 、 深 さ 16cm 、 北辺 で 2 m 、 巾 25 cm 、 深 さ 1 0 cm で あ る 。 た だ し 、 北 辺 溝 は 極 て 浅 く 、 点 列 状

に 小 ヒ° ッ ト が連 続 し 、 か ろ う じ て 溝 と み な す こ と が で き る 。

土橋 は 北側 の 隅 に 1 箇 所 あ っ て 、 溝 と 溝 と の 巾 は 1 . 6 m の 間 隔 が あ る 。 主 体 部 は 台 状 部 中 央

に 位 置 し 、 長 軸 は 1 10 cm 、 短 軸 66cm 、 深 さ 1 6 cm で あ る が 、 逍 物 は 無 い 。 又 、 土 堀 内 に 小 ピ ッ ト

（ 直 径 25cm ) が あ る 。 出 土遺物 は 小破 片 が 若 干 あ る の み で あ る 。

1 6 号周溝墓 第 1 4 7 • 1 4 8 図

周 溝墓 群 北 西 部 に 位 置 し 、 2 1 号住居 と 重 複 す る 。 21 号住居が埋没 し た 1 6 号 周 溝 墓 の 溝 を 切 っ

て 構 築 さ れ て い る よ う で あ る 。 又 、 こ の 周 溝 の 大 部 分 は 調 査 地 区外 に あ っ て 、 そ の 詳細 は 不 明

で あ る が方形周 溝 墓 で あ ろ う 。 現 存 す る 溝 は L の 字 に 曲 っ て お り 、 発 掘 区 に 沿 っ た 方 向 で 8 m

- 163 -



-
H

I――――――――――――――――――――――――――_＿言言

|
― 

|← 

.!.._ 

I .  褐色土層

2 .  黄褐色土層
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2m I 
第 1 46図 1 5号周溝墓平面図

東側 へ 曲 って3 m が確 認された。 溝

� の 巾 は北側で3 .5 m 、 深 さ 70 cm 、 東

側で 26 m 、 深 さ 40cmである。 溝 の

巾で3 m を超 え るものは本周溝 だけ

で、 6 号 周溝よ り 規模が大き い と 考

え られる。 又 、 溝 は2 段及至3 段 に

掘 り 込まれ、 西側溝 中 に は、 巾 1.2 

m 、 深 さ10cmの溝が台状 部側 に あ り

南 側の溝 中 にも 巾70cm 、 深 さ1 0 cmの

溝が台状 部 に 沿 って掘 られている。

溝 は北側 に 深 く なってお り 、 屈 曲 部

が最も 浅 く20 cmである。 溝 中の覆 土

は レン ズ状 の 堆 積を し ているが、 完

全に 埋った時点で1 回 掘 り 直しをし

__l た と 考 え られ、 下層溝 よ り 立 ち 上 る

面 が上 層 に まで達している。 覆 土 中

の出 土遺物は高坪 、 甕 破 片がある。

I I .  靖渇色粘質土
,. 陪渇色粘質土
3. 灰褐色砂質土＋暗渇色枯質土
4. 靖褐色粘 質 土 ＋ 灰褐色粘質土
5. 靖1易色粘質土
6. 灰褐色砂質土
） ． 灰喝色砂質土
8. 賀I易色砂質土
9. 灰渇色粘質土
1 0 .  灰渇色粘質土
I I .  賀渇色砂質土
12. 8 と 同 じ
13.  賀渇色砂質土
1 4 .  地 山 ＼

 

言っ
11 1 .  陪渇色砧質土

2. 1 と 同 じ
3. 2 と 同 じ
9 買褐色砂質土＋灰褐色粘質土の混土
S . 1 と 同 じ
6貰渇色砂質土
7. 黄渇色砂質 プ ロ ッ ク ＋

靖渇色粒質土の混土
8 . 7 と 同 じ
,.  地 山

O 4m 
I , , , , I I 

攣

_, ー
ヤ

＞一
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第 1 47図 1 6号周溝墓平面図
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1 7 号周溝墓 第 1 5 3 図

周溝 墓 群 最 北部に位置し、 その 大部分が調査地区 外に存在している。 調査区内には L 字形の

溝が検出 さ れただけであるので 、 方形周溝 墓 と して 確定できるか ど う か 分 ら な いが、 周溝 墓 群

が分布 す る範囲か ら 見る と 、 こ の逍構も周溝 墓 区 域に含まれるであ ろ う 。 渦の 巾 と 深 さは、 北

側で3 m 、 深 さ30cm 、 東 側で1. 4 m 、 深さ1 .5 m である。 溝は台状 部側が立 っ てお り、 外側は

緩傾斜である。 出 土遺 物は覆 土中か ら も は と ん ど 採集さ れ て い な い 。

／
 

＼
�

 
\�。

20cm 

第 1 48図 1 3、 1 4、 1 6号周溝墓出 土土器
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第149函 1 ( 1  - 1 2) 、 3 ( 1 3-24) 、 5 (25-35) 号周溝墓出土土器
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20cm 

第 1 50図 6 ( 1  - 1 0) 、 7 ( 1 1 - 1 8 ) 、 8 ( 1 9-2 1 ) 、 9 (22-26) 号周溝墓出土土器
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第151 図 9 ( 1  - 1 2) 、 1 0 (1 0 - 1 5) 、 1 1 ( 16-24) 、 1 3(25-32) 号周溝塞出土土器

- 168 -



．
 

日
日
日
は

゜ 20cm 

第 1 52図 1 4 ( 1 - 8 ) 、 1 5 ( 9 - 1 0 ) 、 1 6 ( 1 1 - 1 3 ) 号周 溝墓 出 土土器

。

浸｀
2m 

第 153図 1 7号周溝塞平面因
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周 溝 墓 出 土遺 物 に つ い て

各周 溝 墓 か ら 土器 が 出 土す る も の と 、 出 土 し な い も の が あ り 、 溝底面 に 接 し て 出 土す る 場 合

と 、 覆 土 中 に 存 在す る も の が あ る 。

こ れ は 次 の よ う に 分 け ら れ る 。

0 溝底面 出 土 ー 2 、 5 、 9 、 1 1 、 1 3 、 14

0 覆 士 中 出 土 ー 1 、 3 、 4 、 7 、 9 、 1 0

な お 、 出 土遺 物 の 内 容 は 次 の 第 4 表 の と お り で あ る 。

第 3 節 柱 列 ・ 溝 （ 第 1 5 4 ,_, 1 6 4 図 ）

本 遺 跡 か ら 検 出 さ れ た 柱 列 は 2 基 で 、 掘 立柱建 物 址 は 発 見 さ れ て い な い 。 溝 は 1 5本 検 出 さ れ

て い る 。 こ の う ち 1 2溝 は 弥 生 時代 の V 字 溝 で 、 集 落 を 区 画 す る 為 の 溝 で あ る が 、 6 溝 、 1 3溝 は

弥 生 時 代 の 遺 構 で あ り な が ら 性格 は 不 明 で あ る 。

そ の 他 の 溝 は 時 期 も 近 世 に 掘 ら れ た も の も あ る よ う で 、 弥生時代水 田 址 に 伴 う 溝 は な い よ う

で あ る 。

挿 図 と し て 掲 載 し た も の に つ い て 、 順 次 説 明 す る 。

柱 列

1 号柱列 （ 第 1 5 4 図 ）

発 堀 区 の 最 も 北 西 部 に 位 置 し 、 85号土 壊 と 重復 す る 。 柱列 は 南 北 に 並 び 、 北か ら 6 本 の 柱 が 、

1 . 15 m 、 0. 4 m 、 0. 95m 、 I . 2 m の 間 隔 で 並 ん で い る 。 6 本 の う ち 中 央 の 4 本 が 2 本 づ つ の 組

合 せ に な っ て お り 、 柱 列 の 南 に は 長径 I . I m 、 短径 0. 9 m 、 深 さ 20cm の 土 壊 が あ る 。

2 号柱列 は 39 号 住居 址 西 側 に 位置 し 、 2 本 の 柱穴 が ほ ぼ南北 に 並 ぶ。 柱 穴 の 直 径 は 30cm- 35

cmで 、 深 さ は 50 cmで あ る 。 こ の 2 本 の 柱 穴底 部 に は 柱 根 が残 っ て お り 、 ど ち ら も 南 東 方 向 に 傾

斜 し て 柱 根 が検 出 さ れ て い る 。

溝
1 3 号 溝 （ 第 1 5 4 図 ）

1 2 号 溝 の 南 側 に 位置 し 、 4 号方形周 溝墓 の 西 側 の 溝 を 切 っ て い る 。 長 さ 5. 5 m 、 巾 55cm - 45

cm 、 深 さ は 40 cm を 最 深 と し 、 西 側 は 浅 く な る 。 出 土遺 物 は 弥 生 時代 の 土器 片 及 び 縄 文 時 代 の 中

期 末 葉 の 土器 片 等 が 多 量 に 出 土 し て い る 。

2 、 3 、 5 、 7 号溝 （ 第 1 5 5 図 ）

1 号 方形 周 溝 墓 の 北側 に 集 中 し て あ り 、 2 号 、 3 号 溝 は 平 行 し て 掘 ら れ 、 5 号 は 2 本 と 直 交

す る 。 2 号溝 は U 字形 に な っ て 、 5 号住居 と 重復 し 、 3 号住 居 は 西 側 へ 先 端 が 曲 る 。 2 号溝 は

巾 60 cm 、 3 号 溝 は 40 cm 、 5 号 溝 は 25 cmで あ る 。 7 号 溝 は 5 号住 居 の 南 側 か ら 逆 L 字形 に 伸 び た

溝 で 、 長 さ 4 m 、 深 さ 40 cm を 測 る 。 こ れ ら の 溝 の 性格 は 不明 、 時 代 も 明 ら か で は な く 、 中 世 以

降 と 考 え ら れ る 。
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第 4 表 周溝塞出土土器観察表

No. 遺 構 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

1 l 周 溝 高 杯 1 )  ヘ ラ 磨 き 外面 、 ヘ ラ 磨 き の 後赤色塗彩 外面 、 杯部 、 内面が
( 1 24図）

杯部、 内 面 、 ヘ ラ 磨き の 後を 赤色塗彩2) 

3) 赤色塗彩。 脚部 、 内面黄褐色密

4 )  脚部 、 内 面 、 ヘ ラ 磨き 。 焼成良好

2 ］ 周溝 高杯（杯部） 1 )  14 2 ヘ ラ 磨き 内 、 外 面 と も ヘ ラ 磨き 。 そ の 赤色塗彩

2) 後 、 赤色塗彩。 密 （砂粒少々 含む）

3) 焼成良好

4)  

3 2 周 溝 壺 1 ) 18.  2 ヘ ラ 磨き 外 、 頸部 に 7 本単位 3 段の横 、 赤色塗彩
(1 24図）

2)  30 8 ハ ケ 目 ハ ケ 目 、 そ の他の部分ヘ ラ 磨 やや密

3) 6 5 き の後を赤色塗彩。 焼成良好

4)  20 2 内 、 口 縁部 ヘ ラ 磨 き 。 そ の後 、

赤色塗彩。

頸部 よ り 下部 は ハ ケ 目 、 底部

穿孔跡あ り 。

4 3 周溝 壺 1 )  ヘ ラ 磨 き 外 、 頸部 、 綾杉状の剌穴文が 茶褐色
( 1 24図）

2) 綾杉状の刺穴文 施さ れて い る 。 そ の他の部分 やや粗い

3) ハ ケ 目 ヘ ラ 磨 き 。 内 輪積跡あ り 、 整 焼成良好

4) 28. 2 形は指でなでて あ る 。

5 3 周 溝 高 均 1 )  ヘ ラ 磨き 内 、 外面 と も ヘ ラ 磨き 茶褐色

2) 粗 い

3)  焼成良好

4) 

6 3 周溝 甕 1 )  ヘ ラ 磨き 外面 、 ハ ケ整形の後を ヘ ラ 磨 外、 暗灰褐色

2) ハ ケ 目 き 。 内 、 黄褐色

3) 6. 2 内面 ヘ ラ 磨き 。 やや粗い

4) 焼成良好

7 3 周 溝 甕 1 )  1 6. 9 ヘ ラ 磨き 外、 上部は縦方向 に 、 下部は 外 、 赤褐色

2) ハ ケ 目 斜め方向 に ハ ケ 目 が 施 さ れて 内 、 暗褐色

3) い る 。 やや粗い

4 )  15 1 内 、 頸部を境 に し て 、 上部は 焼成良好

横方向のハ ケ 目 が 、 胴 部 は ヘ

ラ 磨き が施 さ れて い る 。
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No. 遺 構 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

8 4 周 溝 壺 1 )  19 .  5 縄文 外、 T 字 口 縁であ り 、 口 縁の 赤褐色
(129図）

ロ 唇折返 し 部刻み2) 43. 1 折返 し 部分 に 縄文、 刻 み 目 が やや密

3) 10 .  0 文 あ り 、 刻 み 内 に ハ ケ 目 あ り 、 焼成良好

4) 21. 1 ハ ケ 目 頸部 に 単位 2 cm 巾 の も の が 3

ヘ ラ 磨 き 段 に わ た り 施文。 他は全体 に

縦方向 に ハ ケ 目 、 そ の後 ヘ ラ

で磨 い て い る 。

内 面 は 、 頸部 に 横方向 の ハ ケ

目 がみ ら れ る 。 他は ヘ ラ 磨 き 。

底部近 く は指頭痕 ら し き あ と

あ り 。

9 5 周 溝 空- 1 )  ハ ケ 目 外、 内 と も ハ ケ整形のあ と へ 赤色塗彩 （剥離） が
(129図）

ヘ ラ 磨 き2) ラ 磨 き と 思 われ る 。 ひ ど く 部分的 のみ密。

3) 10 .  7 外は 、 そ の後赤色塗彩跡あ り 、 焼成良好

4) 32. 8 但 し 剥離の為不明。

内 、 頸部 に ハ ケ 目 跡あ り 。

1 0  5 周 溝 甕 I ) 19 .  4 ハ ケ 目 外面、 胴 中部 ま で上か ら縦方 黄褐色

2) 21. 4 ヘ ラ 磨 き 向 に ハ ケ 目 整形、 下部は縦方 上部黒変

3) 6. 6 向 の ヘ ラ 磨き が施 さ れて い る。 やや粗い

4) 1 7 .  8 内面、 口 縁部 、 横方向 に ハ ケ 焼成良好

目 整形、 頸部は 横方向 の ヘ ラ

磨 き 、 胴部は縦方向 の ヘ ラ 磨

き が施 さ れて い る 。

底部、 木葉痕

1 1  7 周 溝 甕 1 )  櫛描T 字文 外面、 頸部 に櫛描 T 字文 8 本 茶褐色
( 136図）

2 )  ハ ケ 目 単位 と 思わ れ る 。 施文 さ れて やや密

3) ヘ ラ 磨 き い る 。 そ の他の部分 は ハ ケ 整 焼成良好

4) 30. 8 形の上を ヘ ラ 磨 き 。

内 面 は 全体の表面が剥離 し て

い て不鮮明。

12 9 周 溝 壺 1 )  ハ ケ 目 外、 全体 に ハ ケ整形の上を ヘ 茶褐色
( 1 36 図 ）

2 )  ヘ ラ 磨 き ラ 磨 き 。 粗 い （砂粒含む）

3) 8. 3 内 、 輪積痕が頸部 に み ら れ る。 焼成良好

4) 27. 0 口 縁部 ハ ケ 整形の上を ヘ ラ 磨

き 、 胴部ハ ケ 目 整形、

- 172 -



No. 遺 構 器 形 法 祉 文 様 技 法 備 考

全体的 に 磨耗 と 破損に て不鮮

明。

1 3  9 周溝 甕 1 )  28. 2 ハ ケ 目 外 、 口 唇部 に ま でハ ケ 目 あ り 黄褐色

2) ヘ ラ 磨き 全面 、 ハ ケ 整形の上を ヘ ラ 磨 やや密

3)  櫛描波状文 き 、 頸部張部迄波状文 、 6 本 焼成良好

4)  24 0 ヘ ラ 削 り 単位の 3 段。

14 9 周溝 高杯（脚部） 1 )  ヘ ラ 磨き 内 、 口唇部に少々 ハ ケ 目 あ り 、 外 、 赤色塗彩

2) 他部は横方向ヘ ラ 削 り 整形 内 、 黄褐色

3) 9 0 外面 、 ヘ ラ 磨 き の後を赤色 塗 や や 密

4 )  彩、 脚部内面 、 ヘ ラ 磨 き 。 焼成良好

1 5  I I周 溝 甕 1 )  23. 8 ヘ ラ 磨 き 外 、 全体 ヘ ラ 磨 き の後頸部に 黒褐色
(136図）

2) 34. 9 櫛描波状文 簾状文 5 本単位、 そ の上 下 （ ロ や や粗 い

3) 7 5 簾状文 縁部 と 胴 上部） に櫛描波状文 焼成良好

4) 25 5 4 - 5 本単位 、 右か ら 左方向

に移動 、 振 幅 は 大 き く 重複 し

あ っ て い る 。

内 、 ヘ ラ 磨 き 、 上部横方向 、

下部斜位方向。

1 6  1 3周 溝 甕 1 )  26. 2 ヘ ラ 磨き ロ 唇部 に ハ ケ 目 少々 あ り 、 薄茶褐色 （ 一部すす
( 1 48圏）

2) ハ ケ 目 外 、 D 縁部 、 ハ ケ整形の上を 付着）

3)  ヘ ラ 磨 き 横方 向 に 。 胴 上部 、 祖い

4) 30 8 横斜方向 に ヘ ラ 磨 き 。 下部 、 焼成良好

縦方向 に ヘ ラ 磨き 。

内 、 全面横方 向 の ヘ ラ 磨 き 。

1 7  14周溝 甕 1 )  16.  0 口 唇部刻み文 外 、 口唇部に櫛 に よ る 刻 み 目 茶褐色 （すす付着）
( 148図）

2) ハ ケ 目 が施 さ れて い る 。 他 は 全 体 ハ やや粗 い

3) ヘ ラ 磨き ケ 目 整 形。 焼成良好

4) 1 7. 8 内 、 口 縁部 、 ハ ケ整形。 胴部、

ハ ケ 目 の上を ヘ ラ 磨き さ れて

い る 。

18  1 4 周溝 甕 1 )  23 5 ハ ケ 目 外 、 頸部に 7 本単位の簾状文 茶褐色 （焼む ら ）

2) 30 8 簾状文 胴部に 太 い 籠 目 櫛描文 ら し き やや粗い

3) 8 7 籠 目 櫛描文 あ り 。 そ の他はハ ケ 整形 、 下 焼成良好

4) 24. 0 部は ヘ ラ 磨 き 。

内 、 口 縁部ハ ケ 目 、 そ の他 ヘ
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No. 辿 構 器 型 法 紺 文 様 技 法 備 考

ラ 磨 き 。

19 1 6周 溝 高 坪 ］ ）  ヘ ラ 磨き 内 、 外面と も ヘ ラ 磨き 、 そ の 赤色塗彩
(148図）

2) ヘ ラ 削 り 上を赤色塗彩 脚部 、 内部に やや粗い

3) ヘ ラ 削 り 跡少々 あ り 。 焼成良好

4) 

20 16周 溝 甕 1 )  ヘ ラ 磨き 外 、
ハ ケ 目 整形の後ヘ ラ 磨 き 茶褐色

2) ハ ケ 目 内 、
ヘ ラ 磨き 粗い

3) 5. 0 焼成良好

4) 

21 9 周溝 空= 1 )  ハ ケ 目 外 、 頸部、 縄文施文 し た 上に 茶褐色
(137図）

2) 縄文 ボ タ ン状貼付 （直径 1 . 2 cm) 焼む ら あ り

3) ヘ ラ 磨 き 数個 、 下部は ヘ ラ 磨き 。 租い

4) 60 4 内 、
ハ ケ 目 あ り 、 剥離が多 く 焼成良好

不鮮明
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6 号溝 （ 第 1 5 6 図 ）

2 号方 形周溝墓 北 東側に位置し、 東西に伸びて い る。 長さ13 . 4 m 、 巾45 cm 、 深さは 東が浅

く 西側が深 い 。 中央部で4 5 cmの深さがあ り 、 断面 は逆 台 形を呈する。 覆土 中 よ り 縄文 中 期 、 弥

生時代 の土器 片が出 土して い る。

1 2 号溝 （ 第 1 5 7 図 ）

所 謂 V 字溝で、 弥生時代 の 南集落 と 北集落を分割 し て い る溝である。 溝の 巾 は東側で、 2 . 1 

m 、 中央付近で2 m 、 西 端で2 m であ る。 中央部 よ り や や西 側が二 又 に分かれて い るが、 3 号

周溝墓 に接 し て 止ま っ て い る。 又 、 こ のす ぐ西 側では巾1 m と 最も 狭 く な っ て い る。 溝 は直線

ではな く 、 7 号周溝墓 の北側で、 こ れを避ける よ う に 曲 って い る。 溝 中か ら は炭化木材、 腐 敗

木 、 土器 、 焼土 、 灰 、 礫などが出土 し てお り 、住居 群 と ほ ぼ 同時期に埋没した こ と が想定でき

る。

l 4 •  1 5 号 溝 （ 第 1 5 8 函 ）

5 号 方 形周溝墓 台状 部北側にあ っ て 、 東西に2 本並行 し て 走 る。 1 5号 土 壊 と 重 復して い る。

断面 土層か ら 4 号溝が古 く 、 5 号溝が新しい。 14 号 溝 の長さ5 .3 m 、 巾8 0 cm 、 深 さ50 cm 、 15 号

溝の長さ6. 4 m 、 巾1 .1 m 、 深 さ30cmである。
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第 1 56図 6 号溝実 測 図
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I .  暗褐色粘質 士
2. 暗褐色粘質 土 （ し ま り あ り ）
3 黒閉色粘質土
4 黒掲色粘質土混入黄褐色砂質土
5 .  暗褐色粘質土混入黄褐色砂質 士 l
6 ,  同 上 ,, .
7 .  同 上 3
8 .  同 上 ,4 •
9. 同 上 ， 5 •
1 0 .  同 上 16 1
I I .  同 上 し 7 1
1 2 .  黄褐色砂質土
1 3 .  灰黄色砂質土

·-1 

-' 口
第 157図 1 2号溝実測図
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5 号 方形周 溝墓

L_ ___G 

IT� 

-』 ［

I .  灰褐 色土層

2 .  黒色土層 （ 木炭 多 い ）

3 .  黄褐色土層 （ 地 山 ブ ロ ッ ク 含 む ）

4 .  黄謁 色土層 （ 地 山 ブ ロ ッ ク 多 い ）

5 黒色 土層 （ 木 炭 少 い ）

6 .  黄 褐色土層

� 

゜ 4m 

第 1 58図 1 4、 1 5号溝実測 図
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第 5 表 1 2溝 出 土土 器観察表
l ) 口 径 2) 器高 3 ) 底径 4 ) 胴径

番 号 器 形 法 且 文 様 技 法 備 考

I .  空- 1 )  櫛描波状文 外 頸部に 若干波状が残 っ て 褐色

2 )  ハ ケ 目 い る 。 胴上部が ハ ケ 目 、 下部

3)  7. 5 ヘ ラ 磨き は ヘ ラ 整形

4) 20 0 内 ハ ケ 目 の 上を ヘ ラ 整形

2. 壺 （ 口 縁部） I )  27. 7 ヘ ラ 磨き ロ 唇 、 口 縁共 に 丁寧 な 縄文の 褐色

2 )  縄文 やや祖い （砂粒含む）

3 )  外の 頸部 も 同 様縄文。 他は ヘ 焼成 良好

4 )  ラ 磨き

3. 甕 1 )  1 4 . 0  ヘ ラ 磨き 外 ハ ケ 整形 し た 上 を 口 縁部 灰褐色

2 )  ハ ケ 目 か ら 胴上部ま で 櫛描波状文 、 やや密

3) 櫛描波状文 3 本 単位であ る が不揃い 焼成 良好

4) 下部は 、 縦方向の ヘ ラ みが き

4 .  甕 I )  ヘ ラ 磨き 外 全面を ヘ ラ 磨き 暗褐色

2 )  櫛描波状文 頸部か ら 胴上部ま で櫛描波状 粗い （砂粒含む）

3) 7. 0 文。 底部に 近 い 。 下部に 指頭 焼成 良好

4)  9. 5 痕あ り

内 全面ヘ ラ 磨き

5 壺 （ 口 縁部） l )  1 8. 0 ハ ケ 目 外 ハ ケ 目 整形 茶褐色

2 )  ヘ ラ 磨き 内 ヘ ラ 磨き やや租い

3)  両面 縦方向に 焼成 良好

4) 
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第 1 59図 1 2溝出土土器

第 4 節 特 殊 遺 構 （ 第 1 6 0 ,__, 1 64 図 ）

特殊遺構と 命名 し たものは、 発掘調査中に単 独埋甕が出 土 し た り 、集 石 逍構を伴 う 土壊であ

った り 、 土器を多 く 含 む土城 、 又は多 量の遺物が出 土 す るが、 遺構が不定形であ り 、住居と 考

え られないものなどであって、 調査中に随時命名 し た為に不統 一である。 従って土城の中にも

特殊な遺物を出 土 さ せ る例も ある。 こ こ では、 現地で特殊遺構 と し たものを取 り 上 げて説明す

る。

特殊 1 号遺構 （ 第 1 6 0 図 ）

縄文中期 後半の曽 利 V 式 土器が、 小土城内か ら 正位で出 土 し たもので、 底部穿孔されている。

胴 部 上 半は耕作か、 弥生時代 の攪 乱によって破 損 し ている。 1 号 方 形周溝 墓の北側に位置 す る。

特殊 2 号遺構 （ 第 1 6 0 図 ）

18号住居の南側に位置 し 、 長径 I.1 m 、 短径65 cm 、 深さ70cmの土堀 内よ り 縄文中 期 後半の曽

利 V 式 土器 及び加 曽 利 E 4 式 土器が重な り あって出 土 し ている。 曽 利 式と 加 曽 利 E 式の 終末期

の 土器の伴出 関 係を示 す 良 好な遺構である。

特殊 3 号 構 （ 第 1 6 0 図 ）

17号住居 北側に位置 す る円 形土壊で、 土壊確 認面 中央に小礫が置かれている。 土層 は、 レン
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6- ロ］ I .  黒 色 土

2 .  黒褐色土

3. 黒褐色土

（ 黄色砂混入）
4.  黄 白 色土

殊
号

特
ー

特殊 2 号

ヒ

［ r 特殊 4 号

L- _!' 

I .  黒 色 土
2 .  黒褐色土
3. 黄色砂層 ＋ 黒褐色土
4. 黄色砂層

L-

Ill心｀〗
L

こ
特殊 6 号

特殊 5 号

I .  黒 色 土 4 . 灰褐色砂質土
2. 灰褐色土 5. 灰褐色土質土

」r 3.  暗褐色土

A__ 

L 

冒：
M

 

___J
' 

。 2 m  

I .  暗褐色、 黄褐色砂質 プ ロ ッ ク 土
2 .  暗褐色粘質 土
3 .  黄褐色砂 質 土 と 2 の混土

4. I と 同 じ
5 .  4 と 同 じ
6 .  3 と 同 じ

第 1 60図 特殊遺構 ( 1 )
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。
特殊 8 号遺構

2m 

第 1 61 図 特殊遺構 < 2 )  I 

ズ状 堆 積を し て

お り 、 ブ ロ ッ ク

状 に 土が投 げ込

まれた状態を呈

する。

特殊 4 号遺構

（ 第 1 6 0 図 ）

直 径1.25 m の

円 形土 城中央に、

礫が鍋底状 に並

べ られている。

礫の範囲は直 径

70 cm、 厚さ40 cm

で 、 礫層 よ り 上

は漆黒色の 土層

で埋め ら れてい

る。 土 壊は2 段

に掘 り 込まれて

いるので、 礫群

は上層 土 壊に伴

う ものであ ろ う 。

特殊 5 号遺構

（ 第 1 6 0 図 ）

12号 溝西端の

南に位置 し 、 不

整 形を し た皿状

の土壊である。

土壊中央よ り弥

生時代 の甕が出

土 し ている他 、

覆 土中には焼 土

や カ ー ボン等が含まれている。 長 径4 .5 m 、 短径2 .3 m の規模である。

特殊 6 号遺構 （ 第 1 6 0 図 ）

4 、 5 、 7 号 周溝 墓の間に位 薗 し 、 長径80 cm、 短径60 cm 、 深さ20 cmの土 城 中央に、 弥生時代

壷 形 土器が正位で埋め ら れていた。
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特殊 7 号遺構 （ 第 1 6 0 図 ）

8 号 周 溝 墓 の 南 に あ る 長径 2 m 、 短径 1 . 1 m の 長 円 形 土 壊 で 、 深 さ は 30cm の皿状底面 を も つ 、

こ の 中 よ り 、 ガ ラ ス 玉 7 、 環状銅 製 品 が 出 土 し て い る 。

特殊 8 号遺構 （ 第 1 6 1 函 ）

12号 溝 西端北側 の 不整 形 逍 構 で 、 半 分 は 未調 査 区 に 含 ま れ る 。 長 径 1 0 m 、 巾 5 m で 、 西 側 に

L-
｀ー一

」 � 

9°―
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―゚

C
 

特殊1 1 号

°―
 

·=―
 特殊 1 3号

H 

L_ 

特殊 1 2号

L _j
' 

。
第 1 62図 特殊遺構 ( 3 )
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第 1 63図 特殊遺構出 土土器 ( 1 )
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4 ( 特 5 )

6 ( 特 6 )

□ ?) 7 ( 特 7 )
20cm 

第 1 64図 特殊遺構 出土土器 ( 2 )
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第 6 表 特殊遺構出土土器 （第1 63 • 1 64 •  1 84図）
1 ) 口 径 2 ) 器高 3 ) 底径 4 ) 胴径

番 号 器 形 法 量 文 様 技 法 備 考

1 .  甕 1 )  44 .  5 
特 1

ヘ ラ 磨き 内外全面を ヘ ラ 整形 し た 上 を 赤褐色

2) 50 0 逆ハの字文 外、 口 唇直 下 に 一周 沈線 1 本 やや粗い （細い砂粒

3) 10 0 沈線 全体を 5 区画に 区分 し 、 区画 含む）

4) 内に 逆ハの 字文を施す

ハの字のエ具は上 → 下に動か

す。 底部穿孔の 可能性 も あ る

2. 甕 1 )  37. 4 綾杉文 外 胴部全体に 大 き な 綾杉状
特 2

2) 39. 5 に 沈線文様

3)  9 6 底部 、 網代文様

4) 

3 甕 I )  42 0 縄 目 文
特 2

2)  

3) 

4 )  

4 .  甕 1 )  1 5. 5 櫛描波状文 ロ 唇部 ヘ ラ エ具で整形 し た 黄褐色
特 5 P 1 

2 )  I 9. 8 ヘ ラ 磨き 時の細い 沈線痕があ る 密

3) 7. 0 口 縁部か ら 胴上部 ま で 櫛描波 焼成 良好

4)  1 6. 3 状文が施さ れて い る 。 中部→

下部は ヘ ラ 整形さ れてい る

内 ヘ ラ 整形

5. 甕 1 )  1 5. 8 ハ ケ 目 内 、 外面と も ハ ケ 目 の 上 を ヘ 茶褐色、 焼む ら あ り
特 5 P 2 

2) 1 6  7 ヘ ラ 磨き ラ 磨き 整形 やや粗い

3) 5. 8 焼成 良 好

4) 1 3  3 

6. 大 型 壺 I )  ヘ ラ 磨き 内、 外面と も に ヘ ラ 磨き 灰褐色、 焼む ら あ り
特 6

2 )  内 面 剥離多 い やや祖い

3)  1 2. 0 焼成 良好

4)  39 2 

7. 小 鉢 1 )  6. 0 薄茶褐色
特 8

2) 焼成 良好

3) 

4 )  

324. 特13 深 鉢 1 )  32 粘土紐貼付 ・ 条線 薄茶褐色 ・ 焼成良
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向 っ て段々深 く なるよ う な皿状 逍構である。 こ の中には、 礫 、 腐敗木、 土器 、 石器 な どが投 げ

込まれたよ う に出 土 し 、 特に小型手捏 土器等 も出 土する こ と か ら 、 祭祀的逍構 と も 考 え ら れる。

特殊 1 0 号遺 構 （ 第 1 6 2 図 ）

6 号周溝 墓西側に位置 し 、 長径 1.5 m 、 短 径1 m の楕 円 形土堀 中より縄文中期 後 半の 土器 片

が一括出 土 し た。

特殊 1 1 号 遺 構 （ 第 1 6 2 図 ）

20号住居 南 壁に接 し て発 見された集礫土城であ る。 土壊直 径 1.3 m 、集礫は約 J m の 直 径 、

深 さ50cmの半球状 に固ま り 、 ほ ぽ土堀を埋めてい る。 中か ら 縄文 前期 、 中 期 の 土器 片が出 土 し

ている。

特殊 1 2 号遺構 （ 第 1 62 図 ）

25 号住居 東側にあ っ て、 長径1 .8 m 、 短径1 .5 m の皿状 土壊内より、 礫がま とま っ て出 土 し

ている。

特殊 1 3 号遺構 （ 第 1 62 図 ）

20号住居 北側にあ る縄文中 期 単 独埋甕で、 土堀 規模は不明。

特殊 1 4 号遺構 （ 第 1 62 図 ）

3 号周溝 墓 と 14 号周溝 墓の中間に位置 し 、 長径1 .5 m 、 短 径 1 m の 円 形土壊で あ る。 覆土

中に小礫 、 土器 片等を含む。

第 5 節 土 壊 （ 第 1 6 5 ,..._, 1 84 図 ）

土壊数は、 ナ ン バ ーを付 し たものだけで95 碁 あ る。 こ の う ち 4 基が欠 番 と な っ てい るので実

数 9 1 基であ るが、 こ の他にナ ン バ ーを付けなか っ た掘 り 込 み も あ っ て、 実数は 100 基を こ え る

であ ろ う 。 なお 、 土城 群は遺跡中央部に最も集中 し てお り、 特に縄文中期 後 半の遺構が多 い 。

弥生時代 のものは墓壊• 蔵骨壷な どが主で、 周溝墓 群に接 し た地域に 多 い 。 こ の う ち 特筆すぺ

き土壊を取り上 げて説明 し 、 他は第 7表の一 覧 表を参考に し ても ら い た い 。

4 号 土墳

直 径 1 .7 m 、 深さ90 cmの 円 形土城で、 底面 は更に直 径80
_
cm 、 深 さ5 cm の掘り込 みがあ る。 土

層 断面 を見 る と 、 レ ン ズ状 堆 積を し てい るが、 壁寄 と 中央部の堆 積状態が大き く 異なり、 特に

下の掘 り 込 みは二 次的に掘 られたよ う に見 え る。 お そ ら く 、 こ の遺構 は井 戸 址で あ ろ う 。

9 号 土壊

直 径1 . 4 m の 円 形土堀で、 深 さ60 cm 。 土壊内の底面 を覆 う 土は、 黄色砂礫層 で あ るが、 一時

に埋められたよ う な状態で あ る。

1 0 号 土 壊

直 径1 . 4 mの 円 形土壊で、 深 さ50 cm 、 上層 覆 土中央に白 黄色砂質 土があ り 、 下 層 は黒色 土で

あ る。 何か埋めて、 凹 地にな っ た と こ ろ に砂質 土が入れ ら れたもので あ ろ う 。

1 7 号 土 墳
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第 1 65図 土墳実測図 ( 1 )
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第 1 67図 土墳実測図 ( 3 )
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第 1 69図 土壌実測図 ( 5 )
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2m 

95号土

第 1 72図 土濃実 測 図 ( 8 )

長径 3. 3 m 、 短 径2. 5 m の卯形で 、 2段 に落ち込み 、 深さは55 cm ある。 底面 は皿状に窪んで

いる。

20 号 土 墳

12号溝の北側で、 21号土堀と 切 り合っている。 直径 J. 7 III 、 深さ7 5 cm の 円形土城である。

35 号 土 墳

長径 1.2 m 、 短 径 95 cm の土城で、 深さは90 cm 程 あり、 断面 は方形を呈する。 覆 土中に礫が 3

個 投入されている。

4 1 号 土 壊

直径 1. 4 m 、 底 径 85 cm の 円形土堀で、 深さは 1.2 m 程ある。 土城上面 に石皿、 磨石等が 10個

- 199 -



第 7 表 金 の尾遺跡土塙一覧表

形 規模 （長径 X 短径 X 深 さ ） 時 期
遺

No. 
土器片 石 器

1 円 形 80 X 79 X 42 縄中後半 3 

2 楕 円 形 1 42 X 1 24 X 32 

3 隅 丸 方 形 1 67 X 1 47 X 28 

4 円 形 1 74 X 1 69 X 93 

5 円 形 1 42 X 137 X 46 2 1 

6 楕 円 形 167 X 85 X 1 5  縄中後半

7 楕 円 形 207 X 1 0 1  X 27 縄中後半

8 楕 円 形 221 X 1 0 1  X 36 

， 円 形 1 49 X 1 35 X 59 縄中後半 • 弥 6 

1 0  円 形 1 45 X 1 27 X 50 弥中 1 

1 1  円 形 1 29 X 1 36 X 24 縄中後半 • 弥後 6 

1 2  長 円 形 104  X 79 X 39 

1 3  楕 円 形 1 28 X 90 X 50 

14  隅 丸 方 形 76 X 62 X 38 縄中後半 3 

1 5  隅 丸 方 形 131  X 1 12 X 5 1  

1 6  円 形 120 X J 1 7  X 34 4 

1 7  楕 円 形 325 X 247 X 57 縄中後半 1 4  

1 8  楕 円 形 1 38 X 97 X 48 縄中後半 4 

1 9  不 整 形 287 X 1 97 X- 3 1  縄中後半 7 

20 隅 丸 方 形 1 70 X 1 52 X 73 縄中後半 ， 
2 1  不 整 形 368 X 206 X 56 縄中後半 ～後初 5 

22 楕 円 形 1 67 X 1 16 X 36 縄中後半 2 1 

23 不 整 形 30! X 86 X 3 1  縄中後半 6 

24 楕 円 形 ]57 X 84 X 24 

25 隅 丸 方 形 1 42 X J Q2 X 38 縄中後半 3 

26 

27 隅 丸 方 形 1 1 2  X 99 X 22 縄前未 • 中後 3 1 

28 縄前未 · 中後 2 

29 不 ． 整 形 203 X 94 X 58 縄前未 • 中後 6 

30 円 形 108 X 1 1 2 X 89 縄中後半 7 

31  円 形 74 X 76 X 90 縄中後半 7 

32 不 整 形 256 X 139 X 30 縄中後半 3 

33 楕 円 形 1 12 X 68 X 40 縄中中頃 5 
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形 規模 （長径 X 短径 X 深 さ ） 期
遺

Nn 時
土器片 石 器

34 円 形 103 X 102 X 96 1 

35 楕 円 形 1 24 X 94 X 86 縄中後半

36 隅 丸 方 形 208 X 188 X 27  

37 楕 円 形 132 X 83 X 27 

38 円 形 130 X 1 1 7  X 22 

39 楕 円 形 219  X 148 X 25 

40 楕 円 形 227 X 144 X 25 縄中後半 6 

4 1  隅 丸 方 形 145 X 1 29 X 1 1 8 縄中後半 13 5 

42 不 整 形 1 29 X 1 55 X 21  縄中後半 4 

43 縄中後半 3 

44 不 整 形 155 X 98 X 40 縄中後半 8 

45 不 整 形 504 X 273 X 40 縄中後半 5 2 

46 不 整 形 298 X 1 63 X 27 縄中後半 ・ 後初 4 

47 不 整 形 ) 20 X J04 X 93 縄中後半 20 1 

48 不 整 形 92 X 50 X 20 縄中後半 6 

49 不 整 形 565 X 458 X 20 縄中後半 20 

50 不 整 形 373 X 169 X 25 縄中後半 3 

5 1  隅 丸 方 形 182 X 1 57 X 46 縄中後半 5 

52 楕 円 形 130 X 74 X 1 8  縄中後半 6 1 

53 隅 丸 方 形 96 X 85 X 97 縄中後半 1 4  1 

54 不 整 形 1 88 X 1 6 }  X 78 

55 隅 丸 方 形 221 X 189 X 43 縄中後半 4 

56 不 整 形 153 X 1 34 X 34 縄中後半 4 

57 不 整 形 228 X 207 X 34 縄後初頭 4 1 

58 不 整 形 246 X 247 X 38 縄中後半 3 

59 楕 円 形 127 X 94 X 3 1  縄前未 • 中 後 2 

60 不 整 形 327 X 250 X 46 縄中後半 6 

6 1  円 形 )08 X 1 00 X 78 

62 隅 丸 方 形 1 17 X 83 X 73 

63 円 形 ] 27 X J08 X 73 縄中後半 3 

64 隅 丸 方 形 1 5 ]  X 1 16 X 8 1  

65 円 形 14 1  X 16 1  X 43 

66 円 形 98 X 96 X 84 縄前未 2 

67 円 形 132 X J 12 X 40 

68 楕 円 形 9 ]  X 77 X 86 縄中中頃 1 
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形 規模 （長径 x 短径 X 深 さ ） 時 期
遺 物

No. 
土器片 石 器

69 楕 円 形 1 75 X 1 28 X 47 

70 縄中後半 · 後前 7 

7 1  楕 円 形 1 54 X 77 X 37 縄中後半 5 

72 隅 丸 方 形 183 X 1 53 X 35 

73 不 整 形 340 X 288 X 54 縄中後半 8 

74 不 整 形 237 X 1 46 X 86 縄中後半 5 

75 円 形 2 1 7  X 203 X 73 縄中後半 1 6  1 

76 隅 丸 方 形 162 X 14 1  X 42 縄後初頭 5 

77 不 整 形 298 X 162 X 33 縄後初頭 7 

78 不 整 形 187 X 1 23 X 2 1  

79  隅 丸 方 形 1 1 7  X 1 0 1  X 50 

80 楕 円 形 18 1  X 14 1  X 28 縄後 1 

81  不 整 形 197 X 97 X 59 2 

82 不 整 形 272 X 271 X 60 

83 隅 丸 方 形 135 X 95 X 35 

84 隅 丸 方 形 123 X 104 X 23 

85 不 整 形 258 X 1 99 X 46 縄前後半 2 

86 不 整 形 182 X 132 X 79 縄中中頃 • 中後半 3 

87 不 整 形 1 74 X 93 X 102 

88 円 形 90 X 84 X 100 

89 円 形 166 X 1 40 · X  56 

90 不 整 形 1 1 3  X 62 X 3 1  

9 1  不 整 形 283 X 1 54 X 92 

92 不 整 形 200 X 159 X 80 縄中中頃 5 

93 隅 丸 方 形 1 7 1  X 139 X 35 縄中後半 ・ 後初 4 

94 隅 丸 方 形 137  X 105 X 69 

95 不 整 形 1 26 X 1 24 X 56 
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。 20cm 

第 1 74図 土濃出土土器 ( 2 )

1 8 (408-43) 、 1 9 (44-50) 、 20 (51 -59) 、
2 1  (60-64 ) 、 22 (65 • 66) 、 23 (67-72)土塙
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0 20cm 

第 1 76図 土堰出土土器 ( 4 ) 33 ( 1 04- 1 08) 、 34 (1 09) 、 40 ( 1 1 0- 1 1 5) 、 4 1 ( 1 1 6- 1 28) 号土壌
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第 1 77図 土濃出 土土器 ( 5 )
42 ( 1 29- 1 32 ) 、 43 ( 1 33-1 35) 、 44 ( 1 36 - 1 43) 、 45 (1 44 - 1 48) 、

46 ( 1 49- 1 52 ) 、 47 (1 53-1 59) 号土濃
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1 82 
第 1 78図 土濃出土土器 ( 6 ) 47 ( 1 60-1 68) 、 48 ( 1 69-1 74) 、 49 ( 1 75-1 82) 号土濃
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第 1 80図 土i廣出土土器 ( 8 )

53 (209-220) 、 55 (221 -224) 、 56 (225-228)号土壌
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第 1 83図 土環出土土器 ( 1 1 )
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第 1 84図 土塀出土土器 (1 2) 47 (31 6-31 9) 、 53 (320) 、 85 (322 • 323)土墳
特 1 3 (324)
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第 1 85図 グ リ ッ ド等出土土器 1 (縄文早前期）

- 2 1 5 -



第 1 86図 グ リ ッ ド 等出土土器 2 (縄文中期 1 )

- 2 1 6 -
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第 1 88図 グ リ ッ ド 等 出 土土器 4 (縄文中期 3 )
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20cm 

第 1 91 図 グ リ ッ ド等出土土器 7 (縄文中期 6 -後期）
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第 1 92 図 グ リ ッ ド等出 土土器 8 (弥生 中期）
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第 1 93図 グ リ ッ ド 等出 土土器 9 (弥生後期～土師）
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口
20cm 

第 1 94図 グ リ ッ ド 等出 土土器 1 0

投 げ込まれてい た。

47 号土壊

1 98 

三 20 1

さ苓文7·一坪翫砂'，，迄；·，ぞ`ャで\;., バ‘
.••. , ·' ,j 

琴 •. ,:苓; ::;' 202 
ず;.,ゴん

;,;_がジ“

直 径 l m 、 深 さ95 cmの土壊で、 土城 覆土中位に縄文中期 の 土 器 片が堆 積 し てい る 。

53 号 土 墳

直 径80 cm、 深 さ95 cmの土壊で、 底面 より石 棒完形品、 石 皿破 片等が出 土 し た。 祭 祀 的 な遺構

であろ う か。

54 号土壊

縄文中 期 終末の 土器が土堀 覆土に レ ン ズ状 堆積を し てい る。 下 脳も若干土 器は含まれるが、

中層 部に最も 多 い こ と か ら、 埋設中途で 土器が投 げ こ まれたものであろ う 。

67 号土壊

直 径1. 3 m の 皿状 土城で、 深 さ 40cm 程である。 縄文中 期 の 土 器 片が南縁か ら 中央にかけて レ

ン ズ状 に堆 積 し て い る。

74 号 土 壊

特異な形を し た土壊で｀ ―辺80 cmの方形土堀の北 • 南 • 西方向 に方形突出 部をも ってい る。

全体 の規模は南北2 .3 m 、 東西1 . 5 mであ る 。

85 号 土 墳

不整形 な土壊で、 中央に板状の石 と 縄文 土器片がある。

88 号土壊

口 径95 cm 、 底径 l . l m の フ ラ ス コ状土堀で、 底面 は傾斜 し てい る。

89 号 土 墳

28号 住居に接 し て検出 さ れた土城で、 土は レ ン ズ状 の堆 梢を し てい る。 土壊は直 径 1 . 6 m 、

-22 4 -



第 8 表 グ リ ッ ド等出土土器出土位置一覧表

囮面 No. 出 土遺構 圏面 Nu 出土遺構 図面 Na 出 土遺構 図面 No. 出 土迫構番号 番号 番号 番号

185 1 29 住 （縄文中 34 1 2 溝 67 330 + JOW- 1 1 00 54 土堀
グ リ ッ ド 2 14 溝 期 1 ) 35 328 + 84 E - 5  68 1 2 溝 E - 6 1 0 1  54 土堀189 
出土土器 3 330 + 36 E - 4  36 1 2 溝 69 表採 グ リ ッ ド 1 02 54 土堀（縄文早
前期） 1 2 溝 47 土堀 出土土器 53 土堀4 329 + 84 E 6  37 70 （縄文中 1 03 

5 表採 38 1 2 溝 71 49 土城 期 4 ) 1 04 3 周溝
6 329 + 4 E 6  39 特 10 72 1 2 溝 1 05 54 土城

7 329 + 68 E - 4 40 8 溝 73 53 土城 1 06 表採

8 1 2 溝W- 5 4 1  330 + 48 E - 1  74 329 +84 E - 1  1 07 1 2 溝

， 329 + 44W- 2 42 330 + 48 E - 4 75 53 土壊 1 08 特 8

10  329 + 86W- 3 43 表採 76 グ リ ッ ド 1 09 330W溝

1 1  329+32E-370 44 330 + 48 E - 3  77 329 + 84 E - 1 1 1 0 330 + 8  E - 2 

1 2  表採 45 1 2 溝 78 330 + 28W - l 1 1 1  特 8

13  329 + 86W- 3  46 1 2 溝 79 1 1 2 特 8

1 4  3 方形 47 329+ 48W- 3 80 329 + 80 E - 4  1 1 3 329 + 80 E - 4  

1 5  1 2 溝 48 330 + 56 E - 2 8 1  グ リ ッ ド 1 1 4  1 5 溝

16 329+80E-470 49 330 +60 E - 2 82 329 + 80 E - 4  1 1 5 8 溝

17  表採 50 330 + 60 E - 3 1 88 83 330 +  J 6W- I 1 1 6 329 + 84 E - 6  

18  1 2 溝W4 5 1  329 + 00W - 3 グ リ ッ ド 84 330+ 24W- 2 1 90 1 1 7 330 + 24W- 2 

52 330 + 60 E - 2 出土土器 85 3 周溝 グ リ ッ ド 1 18 5 周 溝19 329 + 68 E - 4 （縄文中
期 3 ) 3 周溝

出土土器 1 2 溝 E - 620 321 + 68 E - 6 53 330 + 60 E - 1 86 （縄文中 1 1 9 

2 1  特 8 54 329 + 00W- 3 87 特 2 期 5 ) 1 20 49 土城

22 330 + 52 55 330 + 64 E - 2 88 表採 1 21 21 土堀

23 1 2 溝 56 329 + 00W- 3 89 1 2 溝 1 22 49 土城

24 1 2 溝 57 329 + 44W- 2 90 13 溝 1 23 329 + 84 E - 1  
25 330 + 80 E - 1  58 329 + 96W- 2 91 3 周溝 1 24 49 土堀
26 1 2 溝 59 329 + 48W- 3 92 63 土堀 1 25 グ リ ッ ド
27 330 + 60 E - 1 60 8 溝 93 表採 126 329 + 76 
28 329 + 60 ク ロ 61  l 集石 94 329 + 92 E - 2 1 27 1 2 溝
29 329 + 40W- 3 1 87 62 1 2 溝W - 5 95 グ リ ッ ド 1 28 48 土城
30 329 + 48 E - l グ リ ッ ド 63 表採 96 23 住 B 1 29 49 土堀
31  表採 出 土土器

（縄文中 64 " 97 329 + 68 E  1 30 49 土堀
186 32 3 溝 期 2 ) 65 1 2 溝W - 2 98 3 周溝 131  329 + 64W- 3 

グ リ ッ ド 33 336 + 46 E - 2 66 1 2 溝 99 329 + 80 E - 4  1 32 53 土壊
出土土器
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図面 No. 出土遺構
図面 Nu 出土遺構

図面 No. 出土遺構
図面 No. 出土遺構

番号 番号 番号 番号

1 33 47 土壊 1 50 329 十 40 E - 6 168 330 + 80 E  185 329 + 60 E - 5  

1 34 330 + 24W - 2 1 5 1  特 8 169 330 + 60 E - 2 1 86 329+56E-370 

1 9 1  1 35 表採 152 特 8 1 70 330 + 80 1 87 329 + 48 E - 4  

グ リ ッ ド 1 36 1 2 溝 153 1 5 溝 17 1  1 2 溝 188 表採
出 土土器

1 37 1 2 溝 154 表採 表採 189 1 2 溝
（縄文中

1 72 

～後期） 1 38 1 2 溝 1 55 ,, 173 330 + 80 E  1 90 グ リ ッ ド

1 39 329 + 96W - 5 1 56 329 + 40W- 3 1 74 特 3 19 1  1 2 溝

140 表採 1 92 1 57 329 + 44W- 3 1 75 330 + 60 E - 2  1 92 1 2 溝

14 1  328 + 84 E - 5  グ リ ッ ド 1 58 グ リ ッ ド 1 93 1 76 330 + 20W- 4 1 93 329 + 96W- 2 

142 1 2 溝
出 土土器

1 59 330 + 60 E - 2  3 周溝 1 94 グ リ ッ ド
（弥生中 グ リ ッ ド 1 77 

143  328 + 92W- 1 期） 1 60 330 + 80 
出 土土器

1 78 1 2 溝W- 1 1 95 329 + 60 
（弥生後

1 44 1 3 溝 16 1  グ リ ッ ド ～土師） 1 79 1 0 溝 194 1 96 320 + 8 E  

1 45 表採 162 グ リ ッ ド 180 1 2 溝 1 97 329 + 44W2 

1 46 329 + 40W- 3 163 特 3 18 1  1 0 溝 1 98 表採

147 329 + 80 E - 4  1 64 330 +80 E 182 330 + 80 1 99 370 + 16W 

1 48 329 + 68 E - 1 1 65 表採 183 1 1 溝 200 329 + 52W4 

1 49 329 + 80 1 66 1 2 溝 184 329+56W- 20 20 1 330 + 80 

1 67 330 + 80 E  202 表採

深 さ 50cm 、 底径80cm の 皿状 土 壊 で あ る 。

90 号土墳

86号土 壊 と 切 り 合 う も の で 、 29号住居 の 北側 に 位 置 す る 。 口 径 よ り 底径 の 方 が広 く 、 浅 い フ

ラ ス コ 状 を 呈 す る 。

9 1 号土壊

3 基 の 土 壊 を 含 め た も の で あ る 。 浅 い 部 分 は 、 一辺 1 . 6 m の 方形 プ ラ ン で あ り 、 最 も 深 い 部

分 は 、 長 径 2. 5 m 、 短径 1 . 3 m 、 深 さ 1 . 4 m の 長 円 形土 壊 で あ る 。

93 号土壌
長径 2. 2 m 、 短 径 1 . 75 m の タ ラ イ 状土 壊 で 、， 中 央 覆 士 中 に 40 cm程 の 礫 が あ る 。
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第 1 95図 住居出土石器 ( 1 )
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第 1 96図 住居出土石器 ( 2 )

- 228 -



4
 

ル
闊
川
川
MV

爪
13

ー
幻
口ー
0

摩
〗』

ロロロロ□川
U
4:

:

7
畠

冒〗
ロ
ロロロ＼

〗

1
||

ー

爪□□
山

2

:

'

りーロ＼
＼ 一＼

ロ

八

�
16

爪
川
川
川
3
11

�
2

爪
□
□
こ

6

譴
ニ

\
-

J
ニー
〔

言

口

喜ー
こ

＾
ー

バロロロ
ロロ□

W
>

5

介い
い
10

[ー
ロ
冒

〗[

1 5  
n
u

 

第 1 97図 住居出土石器 ( 3 )
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第 1 98図 住居、 そ の 他、 出 土石器 ( 4 )
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第1 99図 そ の他、 出 土 石器 ( 5 )
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第200図 そ の他、 出土石器 ( 6 )
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。 20cm 

第202図 そ の他、 出土石器 ( 8 )
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第204図 そ の他、 出 土石器 ( 1 0)
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第207図 そ の他、 出 土石器 ( 1 3)
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第208図 そ の他、 出土石器 ( 1 4)
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第209因 そ の他、 出土石器 (15)
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第21 0図 そ の他、 出土石器 ( 1 6)
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第21 1 図 そ の他、 出土石器 ( 1 7)
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第21 4図 そ の 他、 出土石器 (20)
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第21 5因 そ の他、 出土石器 (2 1 )
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第21 6図 そ の他、 出土石器 (22)
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第21 7図 そ の他、 出 土石 器 (23)
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第21 8図 そ の他、 出 土土器 (24)
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第220図 石錘、 棒状石器 (26)
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第222図 石鏃 他 (28)
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第223図 石鏃他 (29)
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第224図 土偶他
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第 9 表 石 器 等 一 覧 表 ※ 材質記号の註は表末に
記載 し て あ る 。

番 号
遺 構 Nu 器 種

法 量 cm
材 質 備 考

図面 長 巾 厚

195  1 1 住 S - 2 打 製 石 斧 7. 7 5. 3 1 .  5 s 短冊形

2 2 住 打 製 石 斧 6. 4 8. 2 2. 3 SST 短冊形

3 3 住 床面下 打 製 石 斧 8. 8 6. 8 3. 2 m H  短冊形

4 3 住 床面下 打 製 石 斧 7. 1 8. 5 2. 5 s 揆形

5 4 住 打 製 石 斧 8. 2 4. 8 2. 6 m H  短冊形

6 6 住 フ ク 土 打 製 石 斧 4. 9 8. 5 1 .  9 砂質粘板岩 短冊形

T 7 住 打 製 石 斧 1 1 . 8 5. 0 2. 1 SST 短冊形

8 7 住 ク ロ 打 製 石 斧 10. 8 4. 0 1. 6 m H  短冊形

， 7 住 フ ク 土 打 製 石 斧 9. 7 4. 2 1 .  3 m H  短冊形

1 0  8 住 打 製 石 斧 8. 6 4. 6 1 . 5 m H  短冊形

1 1  8 住 打 製 石 斧 1 1 .  2 4. 1 1 .  2 m H  短冊形

1 2  1 0住 打 製 石 斧 1 1 . 8 4. 9 3. 1 m H  短冊形

1 3  1 0住 打 製 石 斧 12. 5 3. 3 2. 3 m H  短冊形

14 1 0住 2 p i t  打 製 石 斧 1 1 .  2 6. 1 2. 1 SST 分胴形

196 1 1 0住 打 製 石 斧 5. 8 5. 7 1 .  8 m H  短冊形、 下部欠

2 1 0住 打 製 石 斧 9. 9 4. 9 2. 2 s 短冊形、 下部欠

3 1 0住 打 製 石 斧 10. 9 4. 5 1. 3 m H  尖頭形、 完形

4 1 0住 S - 2 打 製 石 斧 9. 0 4. 9 2. 6 s 短冊形、 下部欠

5 1 3住 S - 37 打 製 石 斧 12. 2 6. 2 2. 2 m H  短冊形、 頭部欠

6 1 3住 S - 30 打 製 石 斧 9. 5 5. 8 1 .  4 s 短冊形

7 1 3住 S - 64 打 製 石 斧 1 1 .  7 5. 0 1. 4 m H  短冊形、 完形

8 1 3住 S - 35 打 製 石 斧 9. 8 6. 0 2. 3 m H  短冊形、 下部欠

， 1 3住 S - 5 1  打 製 石 斧 10. 5 5. 0 2. 7 s 短冊形、 頭部欠

1 0  1 3住 S - 44 打 製 石 斧 13. 4 5. 0 1 . 8 m H  短冊形

1 1  1 3住 S - 47 打 製 石 斧 1 1 . 7 5. 5 1 .  8 m H  短冊形

1 2  1 3住 床 打 製 石 斧 6. 9 5. 1 2. 4 s 揆形

1 3  1 3住 S - 38 打 製 石 斧 12. 5 4. 6 2. 5 SST 短冊形、 完形

14 1 3住 S - 65 打 製 石 斧 9. 4 5. 6 1 .  9 m H  短冊形、 完形

1 5  1 3住 S - 26 打 製 石 斧 9. 4 5. 1 2. 6 m H  短冊形、 上部欠

16 1 3住 S - 24 打 製 石 斧 7. 2 5. 4 1 . 9 m H  短冊形、 下部欠

197 1 1 3住 S - 55 打 製 石 斧 8. 7 5. 0 2. 0 SST 短冊形、 下部欠

2 1 3住 S - 49 打 製 石 斧 10. 3 5. 3 1 .  7 s 短冊形、 完形

3 1 3住 床 打 製 石 斧 1 1 .  3 4. 9 2. 2 s 短冊形
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197 4 13住 S - 2 打 製 石 斧 9 5 4. 6 2. 2 m H  揆形

5 13住 S - 58 打 製 石 斧 1 1 .  9 5. 8 2. 1 SST 短冊形、 完形

6 16住 S - 87 打 製 石 斧 8. 3 5. 4 2. 5 s 短冊形、 下部欠

7 21住 S - 1 1  打 製 石 斧 8. 0 4. 5 1 .  2 砂質粘板岩 短冊形

8 23住 打 製 石 斧 6. 5 5 4 1. 9 D 短冊形

， 23住 打 製 石 斧 10. 7 4. 3 1 .  5 m H  短冊形

10  23住 打 製 石 斧 5. 4 6. 6 1 .  7 s 短冊形

1 1  24住 S - 1 打 製 石 斧 8. 9 4. 1 1. 9 s 短冊形

12 30住 S - 1 打 製 石 斧 13. 4 8. 0 2 6 m H  尖頭形

13 33住 最下位 打 製 石 斧 6. 8 3 3 1 .  9 H 短冊形

14  34住 S - 2 打 製 石 斧 6. 6 4. 0 0 6 s 短冊形、 頭部欠

15 35住 S - 4 打 製 石 斧 15. 5 7. 7 3 3 m H  分胴形

16 35住 S - 5 打 製 石 斧 9. 1 5. 0 1 .  9 rn H  揆形

198 1 40住 炉内 打 製 石 斧 8. 0 5. 3 1 . 8 m H  短冊形、 頭部欠

2 1 号方形 打 製 石 斧 7 2 4. 1 l. 4 H 短冊形、 頭部欠

3 3 号方形 打 製 石 斧 8. 1 6. 8 1 .  6 SST 短冊形、 下部欠

4 3 号方形 打 製 石 斧 14. 4 5. 9 2. 5 SST 短冊形

5 6 号方形 打 製 石 斧 7. 6 5 9 2. 4 m H  揆形、 頭部欠

6 9 号方形 打 製 石 斧 8. 8 6. 1 1 . 8 s 揆形

7 9 号方形 打 製 石 斧 10 0 5. 7 2 8 H 短冊形

8 9 号方形 打 製 石 斧 9. 4 4. 4 1 .  6 m H  短冊形， 1 6号方形 打 製 石 斧 12. 3 8. 4 4. 0 泥岩 揆形

10  16号方形 打 製 石 斧 9. 5 5. 5 2. 4 H 短冊形、 頭部欠

1 1  16号方形 打 製 石 斧 I I .  0 5. 2 2. 1 H 短冊形

1 2  16号方形 打 製 石 斧 10. 0 5. 2 2. 3 H 短冊形 、 頭部欠

1 3  16号方形 打 製 石 斧 7. 3 5 5 1. 4 s 短冊形、 下部欠

14 7 号溝 打 製 石 斧 10. 8 5. 0 2. 0 m H  短冊形

15 1 0号溝 打 製 石 斧 4. 0 4. 7 1 .  7 s 分胴型、 上下部欠

199 1 1 0号溝 打 製 石 斧 9. 6 6. 5 2. 8 SST 短冊形

2 1 0号溝 打 製 石 斧 6 2 4 3 1 . 0 s 揆形

3 1 2号溝 E - 6 打 製 石 斧 9. 0 5 0 7. 0 s 分胴型 （石 さ じ ）

4 12号溝 E -3.4 打 製 石 斧 5. 0 6. 6 1. 9 s 短冊形

5 5 号土壊 フ ク 土 打 製 石 斧 6 8 7 5 1 .  1 s 短冊形

6 22土農 打 製 石 斧 8. 9 6. 9 2. 3 m H  短冊形

7 45土農 打 製 石 斧 12. 2 7. 9 2. 7 m H  分胴形
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199 8 52 土壊 打 製 石 斧 9. 8 3. 9 1 .  7 m H  短冊形， 53 土壊 打 製 石 斧 10. 8 5. 8 1 .  6 m H  短冊形
10 75 土壊 打 製 石 斧 7. 4 7. 1 1 .  7 m H  揆形
1 1  329 + 36 E - 1 打 製 石 斧 8. 5 4 1 1 .  7 m H  短冊形、 頭部欠
1 2  特 8 フ ク 土 打 製 石 斧 7 8 5. 7 1 .  6 SST 短冊形
13  330+80E 南拡張部 打 製 石 斧 13. 4 5. 8 1. 6 H 短冊形
1 4  329 + 72 W 3  打 製 石 斧 12. 8 4 8 1 .  9 s 短冊形
15 330 + 66 E - 2 打 製 石 斧 5. 5 2. 1 9. 8 s 短冊形、 頭部欠
16  329 + 48 E - 1 打 製 石 斧 5. 6 10. 7 1 . 0 s 横刃形

200 1 330 + 32 E - 2 打 製 石 斧 12. 6 5. 0 2. 5 SST 短冊形
2 330 + 60 E - 2 打 製 石 斧 9. 8 4. 4 2. 0 m H  短冊形
3 329 + 32 E - 3 打 製 石 斧 9. 8 5. 3 1 .  5 s 短冊形
4 329 + 48 W 5  打 製 石 斧 12. 4 6. 1 2 8 s 分銅形
5 329 + 72 E 4 打 製 石 斧 9. 1 5 9 1 .  5 m H  短冊形、 刃部欠
6 329 + 60 W 4  打 製 石 斧 10. 9 3. 5 1. 6 SST 短冊形
7 329 + 60 E 3  打 製 石 斧 8. 1 5. 6 1 .  6 SST 短冊形、 頭部欠
8 330 + 44 E 3  打 製 石 斧 9. 3 5 2 2. 6 m H  短冊形、 刃部欠， 328 + 92 W 6  打 製 石 斧 12. 9 5 9 1 . 8 SST 短冊形
10 329 + 96 W l  打 製 石 斧 9. 0 5. 6 1 3 s 短冊形
1 1  329 + 96 E 3 打 製 石 斧 14. 9 8. 3 2. 5 m H  銅形
12 329 + 60 E 1 打 製 石 斧 3. 9 5. 5 1. 3 s 短冊形、 頭部欠
13 329 + 88 E 3  打 製 石 斧 9, 3 5. 5 1 3 m H  短冊形
1 4  329 + 00 W 3  打 製 石 斧 7 3 5. 0 2. 1 SST 短冊形、 刃部欠
15 329 + 88 E 3  打 製 石 斧 7. 9 6. 0 1. 4 s 短冊形
16 329 + 64 E 3 打 製 石 斧 1 1  0 5. 9 3. 4 mH 短冊形 頭部刃部欠

201 1 330 + 56 E 3  打 製 石 斧 13 5 5 3 2 0 SST 短冊形
2 330 + 40 W- 1 打 製 石 斧 8 8 5 2 2. 2 SST 短冊形、 刃部欠
3 330 + 68 E - 4 打 製 石 斧 4. 2 6. 4 1 .  2 SST 短冊形、 頭部欠
4 329 + 44 E - 3 打 製 石 斧 5. 0 4. 4 1 .  3 SST 短冊形、 頭部 ・ 刃部欠

5 329 + 68 E - 6 打 製 石 斧 1 1. 6 5. 8 2. 4 H 短冊形、 刃部欠

6 329 +04 W 4  打 製 石 斧 15 3 5 1 2 . 2 mH 短冊形
7 329 + 96 W - 2 打 製 石 斧 15 4 7. 1 2. 7 H 短冊形

8 330 + 24 W - 3 打 製 石 斧 8 0 4. 8 1 .  6 s 短冊形

， 330 + 60 E - 2 打 製 石 斧 9. 2 5. 1 2. 0 SST 短冊形、 刃部欠

10 330 + 60 E - 2 打 製 石 斧 6. 9 5 0 2. 0 H 短冊形、 刃部欠
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201 1 1  330 + 68 E - 4 打 製 石 斧 8. 8 4 5 1 .  6 s 短冊形
1 2  329 + 44 W - 2 打 製 石 斧 8. 8 6. 4 1 . 0 s 短冊形、 頭部 ・ 刃部欠
13 330 +8  W - 3 打 製 石 斧 6. 8 5 6 1 .  2 s 短冊形、 碩部 ・ 刃部欠
14  330 + 8  E - 1 打 製 石 斧 7. 7 4. 9 2. 3 H 短冊形
15 330 + 8  W - 1 打 製 石 斧 1 1 .  8 6. 7 1 . 8 m H  短冊形
16 329 + 52 E - 4 打 製 石 斧 17. 8 7 5 4. 4 m H  短冊形

202 1 330 + 16 W - 1 打 製 石 斧 14 4 5 8 1 .  8 s 短冊形
2 330 + 20 E - 3 打 製 石 斧 12 8 5 0 1 .  6 m H  短冊形
3 330 + 16 W - 2 打 製 石 斧 13. 5 6 2 1 9 SST 短冊形、 刃部欠
4 330 + 36 w - 1 打 製 石 斧 12 3 8 0 2. 4 T 分銅形
5 330 + 56 E - 4 打 製 石 斧 12 1 6. 0 2. 0 s 短冊形
6 330 + 56 E - 3 打 製 石 斧 10. 5 4. 7 1. 9 H 短冊形
7 330 + 52 E - 4 打 製 石 斧 7. 9 4. 7 1 .  7 m H  短冊形、 頭部欠
8 330 + 04 E - 6 打 製 石 斧 9. 9 5. 6 I. 9 SST 短冊形， 329 + 76 W - 3 打 製 石 斧 12 8 6. 5 1 .  2 s 分銅形
10  328 + 96 W - 4 打 製 石 斧 13 1 4. 8 0 5 s 短冊形
1 1  329 + 96 W - 2 打 製 石 斧 10. 9 8 7 1 .  6 s 分銅形
12 表採 打 製 石 斧 7. 1 4. 9 1 . 1 m H  短冊形、 頭部欠
13 330 + 64 E - 2 打 製 石 斧 9. 3 8. 3 2. 4 T 分銅形、 頭部 ・ 刃部欠
14 330 +4 W - 5 打 製 石 斧 9 7 5. 9 0. 8 s 短冊形

203 1 330 + 04 打 製 石 斧 12 4 8 7 2. 7 H 分銅形
2 329 + 64 E L 打 製 石 斧 1 1. 2 5 3 2 1 s 短冊形
3 G 打 製 石 斧 7. 6 6. 8 1 .  7 T 短冊形、 頭部欠
4 329 + 1 6  W - 4 打 製 石 斧 8. 8 5 6 1 2 s 短冊形
5 表採 打 製 石 斧 9. 3 6. 7 2 . 5 m H  短冊形
6 329 + 16 W - 5 打 製 石 斧 10. 7 6. 6 3. 4 m H  短冊形
7 7 住 フ ク 土 打 製 石 斧 9. 5 8. 4 1 .  2 SST 揆形
8 7 住 打 製 石 斧 3. 9 10. 2 1 .  5 m H  横刃形， 7 住 フ ク 土 打 製 石 斧 4 9 10. 5 1 . 8 m H  横刃形
10 36住 S - 7 打 製 石 斧 3 4 6 9 0. 5 m H  横刃形
1 1  36住 498 打 製 石 斧 3. 0 6. 0 0. 9 m H  横刃形
12 13住 打 製 石 斧 5 8 8. 3 3. 1 H 描刃形
13 13住 S - 23 打 製 石 斧 5 6 10 7 2. 1 s 横刃形
14 32住 S - 2 打 製 石 斧 5. 3 1 2. 0 1 . 8 s 横刃形

204 1 13住 S - 34 打 製 石 斧 4. 9 8 9 2 4 SST 横刃形
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204 2 2 1 住 打 製 石 斧

3 35 住 打 製 石 斧

4 45土壊 打 製 石 斧

5 330 + 44 E - 3 打 製 石 斧

6 329 + 04 E - 5 打 製 石 斧

7 329 + 68 W - 3  打 製 石 斧

8 10 溝 打 製 石 斧， 329 + 76 W - 3 打 製 石 斧

10 329 + 86 W - 3 打 製 石 斧

1 1  329 + 52 W - 2 打 製 石 斧

1 2  330 + 44 E - 1 打 製 石 斧

1 3  特 5 打 製 石 斧

1 4  特 1 1 打 製 石 斧

205 1 l 住 S - 1 す り 石

2 4 住 す り 石

3 8 住 す り 石

4 9 住 磨 製 石 器

5 20 住 S - 10  す り 石

6 2 1 住 す り 石

7 2 1 住 S - 2 す り 石

8 23 住 す り 石， 23 住 B す り 石

10 23 住 す り 石

1 1  23 住 磨 製 石 器

206 1 29 住 す り 石

2 29 住 S - 6 す り 石

3 33 住 S - 5 す り 石

4 36 住 す り 石

5 38 住 63 す り 石

6 57土壊 す り 石

7 12 溝 E- 3.4 す り 石

8 1 2 溝 E- 3.4 す り 石， 特 8 す り 石

10 1 2 溝 E- 5.6 す り 石

1 1  4 1土壊 す り 石 、 凹 石

法 量 cm

長 巾 厚

4. 4 10 .  5 1 .  85 

5. 8 7. 0 1 .  7 

5. 5 8. 1 1 .  2 

5. 2 10. 4 1 .  8 

5. 3 10. 4 1 .  5 

4. 5 7. 0 2. 0 

5. 7 7. 7 1 .  9 

4. 5 10. 4 1 . 0 

4. 1 8. 0 0. 9 

5. 2 9. 6 1 .  5 

7. 9 10. 4 2. 4 

7. 4 7. 5 1 .  4 

4. 6 7. 4 1 . 0 

10. 75 6. 8 5. 6 

16. 7 9. 5 6. 0 

10. 2 9. 2 7. 4 

8. 2 6. 4 2. 7 

2 1 .  9 20. 1 5. 5 

8. 2 4. 8 3. 4 

9. 4 5. 4 5. 0 

9. 3 8. 6 4. 0 

1 1 .  5 5. 3 3. 0 

12 . 4 10. 0 5. 3 

1 1 .  0 7. 0 4. 5 

7. 8 7. 2 5. 1 

3. 2 3. 4 2. 4 

1 1 . 8 8. 0 4. 4 

10. 5 10. 2 8. 2 

8. 5 8. 7 6. 3 

4. 5 5. 1 1 .  5 

1 5. 0 7. 4 6. 1 

10. 8 10. 5 7. 5 

14. 3 6. 9 4. 8 

14. 6 9. 55 6. 0 

1 1 .  4 7. 7 4. 0 
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番 号 遺 構 No. 器 種
法 量 cm

材 質 備 考
図面 長 巾 厚

206 1 2  27土壊 す り 石 10. 0 9. 5 4. 8 An 

207 1 1 2溝 S - 2 丸 石 14. 5 9 7 9 05 An 

2 49土壊 す り 石 9. 6 7 4 5. 7 An 

3 12溝 丸 石 6. 5 6. 2 3. 5 D フ ク 土

4 12溝 す り 石 5. 0 8. 0 5. 2 D 

5 12溝 E - 1 す り 石 8 7 7 7 3 9 An 

6 1 2溝 す り 石 8. 8 8 2 8. 7 An 

7 329 + 16  w - す り 石 9. 8 7 2 6. 0 An 

8 330 + 00 E - 6 す り 石 16 7 10. 4 7. 3 An 

， 330 + 60 W - 4 す り 石 9. 3 9. 6 4. 1 An 

10  329 + 60 E - 1 す り 石 5 2 9. 5 6. 3 カ コ ウ 岩類

1 1  329 + 04 E - 5 す り 石 、 凹石 10 8 7 7 5. 1 An 裏面に凹 1 ケ 所

1 2  329 + 60 E - 1 す り 石 8 6 8 0 6 0 D ク ロ 土
13  329 + 84 E - 1 す り 石 8 7 8 2 4. 4 SST 

14  329 + 80 E - 2 す り 石 6. 8 5 8 3. 9 An 

208 1 329 + 44 E - 3 す り 石 、 凹石 14 1 9. 3 7. 7 D ク ロ 土

2 329 + 04 W - 5 す り 石 1 1. 5 1 1 .  1 3. 3 An 

3 6 方形 す り 石 9. 9 7. 7 5 1 An 

4 329 + 80 E - 2 す り 石 12. 0 6. 5 4. 9 An 

5 9 方形 す り 石 10. 3 10. 0 5. 6 An 

6 7 方形 す り 石 6. 5 7. 0 2 . 5 A n  

7 9 方形 す り 石 7. 5 6. 6 5. 3 カ コ ウ 岩類
8 329 + 08 W - 3 す り 石 5. 3 1 1 .  4 4. 6 An 

， 329 + 88 W - 1 す り 石 16. 1 13 6 5 7 A n  ク ロ 土

10  特 5 す り 石 6. 15  4 5 3. 8 D 

1 1  329 + 64 E - 6 す り 石 10. 2 7 0 5. 5 D ク ロ 土
1 2  15溝 凹 石 7. 7 7 0 5 0 ア プ ラ イ ト ？

1 3  329 + 08 W - 3 す り 石 6 1 9. 6 6. 0 An 

1 4  7 方形 す り 石 9. 2 7. 0 5. 9 An 

209 1 3 住 S - 1 凹 石 18. 4 18 1 6. 6 An 

2 4 住 凹 石 1 1 .  2 8 3 6. 0 An 

3 10住 凹 石 12. 5 12 . 5 9. 7 D 

4 24住 S - 2 多 孔 石 16 5 10 1 2. 6 An 

5 10住 凹 石 14. 7 1 1 .  7 5. 8 D 

6 13住 凹 石 9 3 8. 7 6. 0 An 
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遺 構 Nu 器 種

法 量 cm
材 質 備 考

図面 長 巾 厚

209 7 25住 S - 2 多 孔 石 10. 9 6. 9 3. 4 安凝灰山岩角 質礫岩
8 29住 S - 9 す り 石 1 1 .  2 7. 5 3. 2 A n  

， 29住 S - 8 凹 石 12. 5 6. 8 4. 1 D 

210  1 47土壊 凹 石 5. 8 6. 7 3 2 A n  

2 特 8 す り 石 、 凹 石 10. 5 7 7 5. 1 An  全面にす り 跡

3 特 8 凹 石 22. 6 15. 0 7. 9 An  

4 7 住 凹 石 10. 8 8 4 4. 5 An ク ロ 土

5 12溝 凹 石 9. 2 7. 0 5. 3 An  

6 329 + 64 E - 4 凹 石 1 1 .  3 7 5 4. 3 D 

7 15溝 凹 石 12. 6 1 1 .  4 6. 0 An  

8 特 8 凹 石 9. 8 9. 1 6. 2 An  フ ク 土， 329 + 64 E - 6 凹 石 10. 9 8. 7 4. 6 An  ク ロ 土

2 1 1  1 20住 S - 9  凹 石 19. 1 1 9. 0 6. 5 An  裏面凹部 1 ケ所

2 13住 凹 石 9 4 8. 5 5. 8 D 

3 13住 S - 23 凹 石 12. 9 10 7 7. 3 D 

4 13住 凹 石 13. 2 10. 9 8. 8 D 床直

5 35住 S - 3 凹 石 10. 1 8. 2 4. 4 SST 

6 35住 S - 5 凹 石 13. 0 6 8 2. 8 An 

7 36住 S - 23 凹 石 26. 7 22. 3 13. 3 カ コ ウ 岩類

212  1 329 +00 W - 3 凹 石 10. 7 9. 8 6. 5 An  ク ロ 土

2 329+ 72 W - 3 凹 石 10 g· 7. 8 3 4 An  ク ロ 土

3 328 + 96 W - 5 凹 石 8 3 6 2 3 2 An  ベ ル ト

4 329 + 48 E - 1 凹 石 12. 2 6. 6 7. 2 D 

5 329+ 80 E - 3 す り 石 9. 9 7. 3 4. 0 An  

6 329 +80 E - 1 凹 石 9. 0 6. 6 6. 4 An  

7 329 +80 E - 1 凹 石 9. 2 7. 4 5. I An 

8 330 +60 凹 石 1 1 .  1 8 0 6. 0 D 

， 12溝 凹 石 15 2 9. 7 4. 5 D 

10 329+ 84 W - 3 凹 石 9 2 6. 8 3 8 D 

213  1 329 + 52 E - 6 凹 石 、 多 孔 石 13. 5 1 1 .  2 6. 5 D 

2 330 + 88 E - 4 凹 石 9. 8 6 6 3. 9 An  

3 329+ 12 E - 1 凹 石 10 5 6 4 4. 0 A n  

4 329 + 92 E - 3 凹 石 9. 7 7. 4 4. 4 An  

5 329 + 80 E - 4 す り 石 、 凹 石 12. 9 7. 2 5 2 An  ク ロ 土

6 329 + 96 E - 5 凹 石 10. 5 8. 8 4 3 An 

- 264 -



番 号 遺 構 Nu 器 種
法 量 CID 材 質 備 考

図面 長 巾 厚

213  7 329 + 04 W - 4 凹 石 12 . 8 6. 6 4. 5 An 

8 329 + 48 E - 2 凹 石 1 1 . 8 8 8 4. 3 A n  ク ロ 土

， 330 + 8  E - 3 凹 石 9. 05 7. 5 5. 9 D 

1 0  1 2 溝 凹 石 1 1  8 7 . 9 5. 8 D 

214  1 329 + 92 E - 1 凹 石 1 1 .  2 8. 7 4. 3 A n  

2 330 + 8  E - 3 凹 石 9. 4 7. 7 7. 7 A n  

3 328 + 88 E - 6 凹 石 10. 6 7. 0 4. 9 A n  

4 329 + 48 E - 2 す り 石 7. 8 7. 7 4. 8 A n  ク ロ 土

5 329 + 36 E - 2 凹 石 12 . 8 7. 9 4 D ク ロ 土

6 329 + 60 E - 1 凹 石 1 2. 4 12 . 2 4. 7 A n  

7 329 + 48 E - 2 す り 石 1 1 . 1 6. 6 3. 0 An ク ロ 土

8 328 + 80 E - 4 凹 石 10. 4 8 0 5. 0 An 

， 330 + 44 E - 1 凹 石 1 1 .  7 9. 3 5. 1 An 

1 0  329 + 76 E - 4 凹 石 8 0 6. 3 3. 7 D 

1 1  329 +00  W - 3 す り 石 6. 4 5. 3 3. 4 A n  ク ロ 土

1 2  329 + 92 E - 6 凹 石 10. 3 7. D 1 .  8 A n  

2 1 5  1 1 0 住 多 孔 石 2 1 . l 18. 2 12 .  3 D 

2 1 0 住 凹 石 19. 5 17 . 0 1 1 . 0 A n  

3 4 1土壊 多 孔 石 1 7. 5 23. 5 12 . 0 D 

216  1 4 1 土壊 多 孔 石 28 2 13. 8 1 1 . 9 D 

2 329 + 92 E L  多 孔 石 17 . 8 14. 0 9. 3 D 

3 6 方形 多 孔 石 16. 3 12 . 9 7 3 D 

4 329 + 96 W - 2 多 孔 石 22. 4 15. 4 6 2 D ク ロ 土

2 1 7  1 8 住 石 棒 8. 2 8 0 8. 0 An 

2 329 + 68 W - 3 石 棒 破 片 9. 8 5. 2 2. 4 ク ロ 土

3 329 + 60 E - 2 石 棒 頭 部 3. 1 5. 7 3. 0 An 

4 53土壊 石 棒 38. 0 1 1 .  0 1 1 .  0 D 

5 36 住 石 棒 25 1 12 . 6 9. 8 A n  

2 1 8  1 3 住 S - 3 凹 石 9 5 9. 2 6. 1 D 

2 3 住 S - 2 石 皿 12 . 0 13. 2 6. 8 An 

3 329 + 80 E - 3 す り 石 7 8 8. 5 3. 4 A n  

4 330 + 8  E - 3 凹 石 6. 5 5 8 1 .  8 D 

5 4 1 土壊 石 皿 33 6 3 1 .  6 10 .  9 An 裏面 も 石皿 と し て使用

330 + 36 E - 1 
6 20 住 石 皿 8. 8 10. g 3 9 A n  
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番 号
遺 構 Na 器 種

法 量 cm
材 質 備 考図面 長 巾 厚

2 19 1 1 3住 S - 42 磨 製 石 斧 1 1 .  4 5. 6 4. 1 SST 頭部欠

2 20住 S - 1 磨 製 石 斧 6. 4 3. 1 1 .  4 塩基性岩（ ？ ） 刃部欠

3 20住 S - 1 磨 製 石 斧 6. 4 3. 0 1 .  2 ’’ 刃部欠

4 20住 打製横刃形石斧 6. 2 6. 8 1 . 1 H 

5 1 7住 打製横刃形石斧 3. 5 7. 2 0. 7 s 石包丁

6 1 7住 打製横刃形石斧 4. 0 8. 8 1 . 0 H 石包丁

7 1 7住 環 状 石 斧 6. 9 10. 2 2. 2 A n  

8 18住 S - 4 砥 石 7. 3 3. 8 1 .  2 SST ， 20住 S - 2 砥 石 6. 2 3. 0 1 .  g カ コ ウ 岩

1 0  20住 S - 3 砥 石 5. 5 3. 7 2 . 0 SST 

1 1  8 住 軽 石 7. 7 4. 0 3. 0 A n  

1 2  330 + 00 E - 8 
磨 製 石 斧 18. 1 7. 0 3. 1 緑色岩 ハ マ グ リ 刃S - 1 

1 3  23住 磨 製 石 斧 4. 8 4. 8 2. 7 G s  刃部欠

14 33住 S - 7 砥 石 12. 1 10. 1 7. 3 カ コ ウ 岩 類

1 5  25住 S - 3 砥 石 6. 5 8. 3 2. 3 D 

1 6  23住 磨 製 石 斧 6. 0 3. 7 1 . 0 s 頭部欠

1 7  330 + 20 E - 2 磨 製 石 斧 6. 5 4. 9 2. 7 G s  刃部欠

18 グ リ ッ ト 北西側 磨 製 石 斧 4. 8 3. 2 1 . 1 塩基性岩 （ ？ ）

220 1 1 3住 S - 93 石 錘 4. 6 3. 7 1 .  9 An  

2 33住 S - 1 石 錘 7. 7 4. 4 2. 0 細粒砂岩

3 3 方形 棒 状 石 器 10. 1 4. 1 3. 2 An  

4 53土墳 石 錘 7. 4 4. 8 2. 0 s 
5 80土壊 石 錘 7. 5 6. 6 2. 2 s 
6 329 + 16 W - 4 石 錘 7. 5 4. 2 2 . 2 s 
7 329 + 80 E - 2 お も り 7. 0 .  3. 7 1 .  9 s 46 g 

8 329 + 48 W - 5 棒 状 石 器 12. 7 4. 2 3. 0 H ， 329 + 92 S - 3 棒 状 石 器 12. 0 3. 0 2. 5 SST 

1 0  329 + 88 W - 1 た た き 石 18. 3 5. 6 3. 5 H 

1 1 330 + 4  W - 3 石 錘 7. 9 5. 4 1 .  5 s 
22 1 1 2 住 S - 6 石 鏃 2. 2 1 .  9 0. 4 チ ャ ー ト

2 6 住 石 鏃 4. 0 2. 3 0. 8 黒曜石 ピ エ ス エ ス キ ュ ー ユ

3 9 住 S - 7 石 鏃 2. 0 2. 2 0. 4 黒曜石

4 13住 S - 63 石 鏃 4. 2 2. 6 1 . 0 黒曜石

5 13住 S - 6 1  石 鏃 2. 7 1 . 0 0. 5 黒曜石

6 14住 1 220 石 鏃 2. 7 1 .  9 0. 4 A n  
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番 号 遺 構 器 種
法 量 cm 材 質 備

図面
Ne1 

長 巾 厚

221 7 16 住下層 69 石 鏃 1 .  3 1 1 0. 3 黒曜石

8 1 6住 石 鏃 2. 5 1 .  2 0 3 黒曜石
， 25 住 石 鏃 1 8 3. 6 0 4 黒曜石

10 25住 石 録 2. 1 1 4 0. 3 黒曜石

1 1  26 住 フ ク 土 石 鏃 2. 1 1. 7 0. 4 黒曜石

12 26住 石 鏃 2. 7 1 5 0 3 黒曜石

13  26 住 フ ク 土 石 鏃 2. 4 2. 2 1 . 1  黒曜石

14 32 住 S - 3 石 鏃 3. 8 1 .  2 0 3 チ ャ ー ト ( ? )

1 5  33 住 S - 3 石 鏃 1 .  9 l .  6 0. 3 黒曜石
16 35 住 S - 2 石 鏃 2. 0 1 .  7 0. 5 黒曜石
1 7  36 住 石 鏃 2. 2 2. 0 0. 7 黒曜石
18 39 住 S - 3 石 鏃 3. I 1 . 8 0. 3 黒曜石
19 39住 S - 3 石 鏃 3. 4 2. 1 0. 5 黒曜石

20 39 住 石 鏃 3. 4 2. 4 1 .  3 黒曜石 裏剥離な し ・ ビ エ ス

2 1  39住 石 鏃 3 2 2. 5 1 2 黒曜石 裏剥離石鏃末製品
22 39 住 フ ク 土 石 鏃 I .  4 1 .  8 0. 3 黒曜石
23 39 住 S - 1 1 石 鏃 2. 0 0. 7 0. 4 黒曜石
24 40 住 石 鏃 3. 2 2. 4 0. 9 黒曜石 裏剥離有 り
25 4 周 溝 石 鏃 2. 1 1 .  4 0. 3 黒曜石
26 4 周 溝 石 鏃 2. I 1 .  4 0. 3 黒曜石

27 5 周 溝 石 鏃 2. 0 1 8 0. 4 黒曜石
28 5 周 溝 石 鏃 2. 5 1 6 0. 3 黒曜石
29 5 周溝 石 鏃 l. 7 1. 1 0. 4 黒曜石
30 9 周 溝 石 鏃 2. 3 2 0 0 7 黒曜石
31 2 土壊 石 鏃 3 4 1 9 0 6 黒曜石
32 74土堀 石 鏃 2. 5 2. 1 0. 8 黒曜石
33 特 8 石 鏃 2 6 1 .  5 0. 4 黒曜石
34 特 8 石 鏃 2. 1 1. 4 0 3 黒曜石
35 特 8 石 鏃 1 .  7 1 3 0. 3 黒曜石
36 特 8 石 鏃 2. 4 1. 6 0. 3 黒曜石
37 特 8 石 鏃 1 .  6 1 .  3 0 3 黒曜石
38 特 8 石 鏃 1 1 . 4 5 6 4. 1 SST 頭部欠
39 特 8 石 鏃 6. 5 3 1 1 .  4 珪質岩 刃部欠
40 特 8 石 鏃 6. 7 3. 0 1 .  2 蛇紋岩 刃部欠
41 特 8 石 鏃 6. 4 6. 8 1 . 1 H 
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番 号
遺 構 No. 器 種

法 凪 cm
材 質 備 考図面 長 巾 厚

221 42 特8 石 鏃 2. 4 2. 1 0. 8 黒曜石 ピエスエスキュ ーユ

43 特8 石 鏃 1 .  9 1 .  6 0. 3 黒曜石

44 特8 石 鏃 1 . 8 1 .  4 0. 3 黒曜石

222 1 1暉 石 鏃 3. 9 1 .  9 0. 8 黒曜石

2 1 2溝 W - 2 石 鏃 1 .  7 1. 5 0. 4 黒曜石329 + 80 
3 320 + 20 W - 4 石 鏃 2. 3 1. 3 0. 4 黒曜石

4 330 + 68 E - 5 石 鏃 1 . 8 1. 3 0. 3 黒曜石

5 329 + 68 W - 5 石 鏃 2. 7 2. 0 0. 4 黒曜石

6 329 + 68 W - 4 石 鏃 1 .  5 1 . 0 0. 3 黒曜石

7 330 + 60 E - 2 石 鏃 2. 0 1 .  5 0. 3 黒曜石

8 329 + 16 W - 4 石 鏃 2. 8 1. 3 0. 4 黒曜石， 329 + 70 W - 5 石 鏃 2. g 1. 9 0. 5 黒曜石

10 329 +80 W - 3 石 鏃 1. 9 1. 6 0. 4 黒曜石

1 1  329 + 84 E - 1 石 鏃 2. 7 1. 9 0. 3 黒曜石

12 330 + 16 W - 4 石 鏃 2. 1 1 .  4 0. 5 チ ャ ー ト

1 3  329 + 68 W - 2 石 鏃 2. 4 0. 7 0. 5 黒曜石

14 329 + 64 W - 3 石 鏃 1. 5 1 5 0. 4 黒曜石

15 G 石 鏃 2. 4 1 . 0 0. 6 

16 330 +00 E - 5 石 鏃 2. 0 2. 7 0. 6 黒曜石

17 329 +64 W - 3 石 鏃 2. 2 2. 2 0. 9 黒曜石

18 329 +60 W - 4 石 鏃 2. 2 1. 9 0. 8 黒曜石 裏面剥離あ り ・ ピ エ ス

1 9  329 +64 W - 3 石 鏃 2. 4 2. 5 0. 6 黒曜石

20 7 住 CP 中 石 鏃 3. 6 7. 0 0. 8 s 

2 1  20 住 石 鏃 2. 9 3. 8 0. 9 チ ャ ー ト

22 特 7 打製横刃形石斧 4. 4 6. 0 4. 2 黒曜石 横刃形

223 1 4 住 S - 1 1  磨 製 石 鏃 5. 6 2. 5 0. 4 s 

2 6 住 S - 2 磨 製 石 鏃 3 4 2. 2 0. 3 s 

3 8 住 床 · 磨 製 石 鏃 3. 7 1 . 8 0. 3 雲母片岩

4 8 住 7-S- 1 磨 製 石 鏃 3. 3 1 .  9 0. 2 s 

5 16住 S - 1 磨 製 石 鏃 2. 6 2. 1 0. 3 S - 1 

6 1 7 住 床 石 鏃 未 製 品 3. 5 2. 5 0. 3 床

7 1 7住 床 石 鏃 未 製 品 3. 9 2. 7 0. 4 床

8 1 7 住 床 磨 製 石 鏃 6. 8 3. 6 0. 5 床， 18 住 S - 1 磨 製 石 鏃 5 0 2 7 0. 6 S - 1 

10  18 住 S - 2 磨 製 石 鏃 6 8 3 1 4. 0 S - 2 
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番 号
遺 構 No. 器 種

法 量 cm
材 質 備 考

図面 長 巾 厚

223 1 1  18住 S - 3 石 鏃 未 製 品 5. 0 3. 0 5 0 雲母片岩

12 18住 S - 6 玉 2. 1 1 .  5 3. 0 " 

13  38 住 7 S - 4 磨 製 石 鏃 4. 4 1 .  6 3. 0 s 

14  19住 床 磨 製 石 鏃 7. 1 1 . 0 0 5 s 左％欠

1 5  1 号溝 S - 1 磨 製 石 鏃 5. 9 2. 9 0 3 雲母片岩

16 特 8 磨 製 石 鏃 6. 3 2. 5 0 3 s 

1 7  18  S - 6 磨 製 石 鏃 2. 1 1. 6 0. 2 s 刃部のみ

18 10 溝 磨 製 石 鏃 4. 0 2 . 2 0. 3 s 

19 1 0 溝 磨 製 石 鏃 4. 0 2 . 2 0. 3 s 

20 3 住 石 製 品 1 .  9 0. 9 0 9 滑石

21  13住 27 2. 8 1 .  2 1 . 0 コ ハ ク

22 5 周 溝 2. 2 1 . 1 1 .  2 滑石

224 1 17 住 土 偶 1 1 .  g 6. 7 3. 6 頭部及腕部欠

2 13土壊 ？ 土 偶 4 9 5. 4 4. 3 

3 5 周 溝 ？ 6. 2 3. 4 1 .  6 

4 1 住 P - 15 土 製 有 孔 円 盤 2. 4 2 . 4 0. 5 

5 3 周溝 土 製 有 孔 円 盤 2. 4 2. 5 0 9 

6 表 採 縄 文 土 製 円 盤 2. 7 2. 8 0. 9 

7 28 土 土 製 円 盤 3 4 3. 6 1 .  4 

8 7 住 縄文土器口縁 3.  I 3 6 I .  4 
土製円盤

7 住 土 製 円 盤 2. 8 2. 8 1 . 0 

10 7 住 フ ク 土 土 製 円 盤 4. 3 4. 4 1 .  2 

1 1  1 3住 P 1 4  土 製 円 盤 3. 4 3. 7 1 1 

12  20 住 86 縄 文 土 器 片 5 5 5. 6 1 2 

13  329 + 72 W - 2 土 製 円 盤 3 8 3 6 1 5 

14 9 住 フ ク 土 耳 飾 3. 3 1. 9 1 1 黒色表面に赤彩痕有 り

15  18住 P - 5 用 途 不 明 5. 2 2. 0 0. 8 黄褐色土製粘土紐

16 24 住 甑 底 部 ？ 2. 9 1 . 8. 1. 2 不明土製品

17 10 住 SI 石 製 紡 錘 車 5 0 1. 5 1. 8 安山岩

18 16住 88 土 製 紡 錘 車 4 5 1 .  4 1 .  2 

19 25住 P - 13 土 製 紡 錘 車 6. 4 1. 2 0 8 

20 25住 P - 12 土 製 紡 錘 車 5. 7 2. 2 1. 2 

2 1  33 住 P -262 土 製 紡 錘 車 5 2 1 1 1. 6 

22 1 2 溝 E - 1 土 製 ス プ ー ン 8. 3 1 . 8 2. 5 

23 330 + 00 E ミ ゾ 土 製 ス プ ー ン 6. 0 1 4 2. 3 
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法 量 cm
材 質 備 考図 面 長 巾 厚

225 1 特 7 銅 製 品 銅
2 不明 ガ ラ ス 玉 0. 8 0. 7 0. 5 ガ ラ ス

3 不明 ガ ラ ス 玉 0. 8 0. 8 0. 5 ガ ラ ス

4 不明 ガ ラ ス 玉 0. 7 0. 7 0. 6 ガ ラ ス

5 不明 ガ ラ ス 玉 0. 7 0. 8 0. 5 ガ ラ ス

6 不明 ガ ラ ス 玉 0. 8 0. 8 0. 6 ガ ラ ス

7 不明 ガ ラ ス 玉 0. 8 0. 7 0. 5 ガ ラ ス

8 不明 ガ ラ ス 玉 0. 7 0. 7 0. 6 ガ ラ ス

〔 註 〕 石 材 の 材質 略記号 は 次 の と お り で あ る 。

mH
} 点 紋 粘 板 岩

eH 

H ホ ル ン ヘ ル ス

An 安 山 岩

D デ イ サ イ ト

DT デ イ サ イ ト 質 凝 灰 岩

s 粘 板 岩

SST 砂 岩

GS 緑色岩

T 凝灰岩
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第 1 0表 金の 尾遺跡遺構出土遺物 内訳

遺 構 土 器 （ 弥 生 ） （ 縄 文 ） 石 器 特 殊 遺 物

高

a 
器 手 深 浅

� 斧

横 I す 凹

I 
石 ＇ は鏃 石 土 土紡

: り

メ 土 製

住 居 甕 壺 鉢 杯 碗 甑 そ の他 そ の他 乳
そ の 他 錘 ン

有孔 円 盤

杯 台 捏 鉢 鉢 刃 斧 石 皿 棒 偶 製 車 コ

1 住 1 
1 1 I 

2 住 1 I 1 1 1 

3 住 8 2 2 2 2 1 

4 住 7 I 1 1 1 1 

5 住

6 住 1 6  3 I 2 1 1 1 1 

7 住
8 1 4 2 1 石匙 1 3 

�274ー
8 住 1 1 1 2 1 2 I 軽石 1

9 住 2 1 1 1 1 1 

1 0 住
3 1 7 3 I 

紡錘車
I 

1 1 住

1 2 住 1 

13 住
1 7  手捏 2 1 7  3 1 4 2 石錘 l 1 

1 4 住 2 
1 1 

1 5 住 5 2 
1 

1 6 住 5 2 2 1 1 2 1 

1 7 住 4 1 I 1 I 2 2 1 環状斧 1 1 

1 8 住 5 1 ］ I 
4 1 砥 軽 1 

I 

1 9 住 4 1 1 
1 

20 住 3 3 1 1 2 1 1 1 砥 匙
2 2 

2 1 住 8 1 I 1 1 2 



追 構 土 器 （ 弥 生 ） （ 縄 文 ） 石 器 特 殊 遺 物
高 I 器 手 深 浅 i 横 喜 す 凹 i 石

＇ � 
石 土 土紡 旦 メ 土 製住 居 珈.bL 壺 鉢 財 碗 甑 そ の 他 そ の他 暑 そ の他 錘 ン’

有孔円盤台 捏 鉢 鉢 刃 斧 石 皿 鏃 棒 偶 製 車 り コ

22 住
23 住 2 1 3 3 3 
24 住 6 5 1 I 

25 住 8 2 2 1 2 砥 2 1 
26 住 3 1 3 
27 住
28 住 I 3 I 

29 住 ， 3 2 J 2 1 J 

30 住 5 ］ 2 l 

| 275ー

3 1 住 2 I 

32 住 1 1 1 I 

33 住 7 l 1 3 1 1 1 砥 錘 ］ J j 

34 住 ， 3 ］ 
注口（片D) 1 l 

35 住 3 1 l 1 2 I 2 1 
36 住 7 5 5 ］ 2 l 1 1 1 
37 住
38 住 J 2 2 1 1 
39 住 8 6 
40 住 4 1 1 

計 1 32 4 1  6 3 1  3 1 2 6 4 1 42 2 3 48 1 3  7 1 4  1 6  4 2 1 3  26  1 4 2 4 1 1 



第 1 0表 特殊遺構遺物点数

遺 構 土 器 （ 弥 生 ） （ 縄 文 ） 石 器 特 殊 遺 物

高 ! 器 手 深 浅
� 斧

横 磨 す 凹 多 石 磨 打 石
特 迫 那.l>L 空- 鉢 杯 碗 甑 そ の 他 そ の 他 製 り 孔 製 製 そ の 他 製

台 捏 鉢 鉢 刃 斧 石 石 石 皿 鏃 鏃 棒 品

特 1 1 

特 2 2 

特 3 

特 4 

特 5 l I 

特 6

特 7 1 I 
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特 8 1 3 1 1 2  

特 9

特 J O

特 1 1 1 

特 12

特 1 3 J 

計 4 3 2 3 1 1 2  1 



第 1 0表 方形 周溝塞遺物点数

遺 構 土 器 （ 弥 生 ） （ 縄 文 ） 石 器 特 殊 遺 物

高 I 器 手 深 浅
� 斧

横 ＇ す 凹 『L
石 喜 旦 石 土 製

周 溝 Jt 区 壺 鉢 好 碗 甑 そ の他 そ の他 暑 そ の他 有孔円盤
杯 台 捏 鉢 鉢 刃 石 石 皿 鏃 鏃 棒

1 周 2 1 

2 周 I 

3 周 2 l 1 2 1 l 

4 周 1 2 

5 周 l 1 3 

6 周 ］ 1 ］ 

7 周 1 2 
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8 周

9 周 I 2 1 3 2 1 

JO 周

］ ］ 周 I 

1 2 周

1 3 周 I 

1 4 周 2 

1 5 周

16 周 l 1 5 

計 1 0  6 5 1 2  5 1 6 1 1 



第 1 0表 溝出土遺物点数

遺 構 土 器 （ 弥 生 ） （ 縄 文 ） 石 器 特 殊 遺 物

高 ; 器 手 深 浅 打 横 磨 す 凹 ft 石 贋 は 石 土 製
溝 甕 '.i::! ギ 鉢 好 碗 甑 そ の他 そ の他 製 製 り そ の 他

ス プ ー ン
杯 台 捏 鉢 鉢 品 刃 斧 石 石 石 皿 鏃 鏃 棒

1 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 1 

| 278-
8 ， 
1 0  3 1 2 1 

1 1  

1 2  2 3 2 6 3 1 峙 1 

1 3  

14  

1 5  2 

計 2 3 6 l 6 5 2 2 2 1 



第 N 章

第 1 節

ま と め

縄 文 時 代

I .  本遺跡か ら出 土 し た縄文時代 の遺物で、 最も古 いものは、 押型文土器である。 第 1 8 5図1 に

示 し たもので、 口 唇 部に斜方向 の刻 みがあ り 、 口 縁部の下 には無文部 I cmをあけて山形押型文

が横方 向 に施文 さ れている。 1 片の み であ り 、 破 片周 囲は磨滅 し てい る こ と か ら 、 調査区 域 外

か らの流入品 と も 考 え られよ う 。

縄文前 期では、 諸磯 b • C 式、 十三菩提式の 土器が見 ら れ、 こ の う ち 遺構 に伴 う のは、 十三

菩 提 式である。 39号 住居 址出 土 土器 は、 半戟竹管によ り集 合 沈線が施 さ れる一 群 と、 縄文地文

だけの一 群、 縄文地文に結節浮線文が貼付け られるもの 、 細 粘 土紐が平 行状 又は波状 に貼付け

られるものな どがある。 こ れ らの 一群の う ち集合沈線文は、 十 三 菩 提 式 土器 群中でも 比較的新

ら し い時期に属するものであ ろ う か。 こ の時期の一括 資 料は、 東 八 代 郡境川 村の 小 黒 坂 南遺跡

群で発見 さ れ報告 さ れてい る。

なお 第 229 図1 、 2 の底部には特殊な敷物の圧痕が見 られる。 こ の点につ い ては第 2 節で詳

述する。

五領 ケ 台 式 土器 は その 大 部分が破片であ り 、 器 形の明確なものは無 いが、集 合 沈線文が施 さ

れたものを主 体 と し、 古 手に属 し てい る。

中期中葉の遺物は豊 富で、 7 号 、 13 号 、 40号 住居である。 こ の3 軒の住居は藤内 II 式に属 し 、

1 モメ ン ト の集落の一部 と 思われる。 7 号 住と 13 号 住居が2 軒で1 単 位 と な り 、 40号 住居は、

l 軒の みか、 あるい は未調査区の住居 と1 単位になってい た と 思われ、 自 然 提 防末端の両側に

広 場をは さ んで 占 地 し てい る こ と が分る。

23 、 27 号 住居は縄文中 期 終末の 曽 利 V 式 土器が出 土する。 23 号 住居は住居の プ ラ ン が不明で

あるが、 完 形 筒 形 土器出 土 、 地床炉な どか ら住居 址 と し たものであるが、 方形 石 囲炉をもつ27

号 住居 と は炉の形態が大き く 異 なる と い う 相 違を見 せる。 し か し 、 こ の周 辺には数多 く の 土 城

が造 られ、 覆 土中か ら も 多 量の 土器が出 土するな ど 、 中 期 終 末の遺跡 と し て特徴的な傾 向を示

す。

土器で特筆すべき 例がある。 第70図4 4 -52 、 第190図117 -130 の結節縄文が施 さ れた 土器

である。 こ の 土器の時期は中 期 終 末であ り 、 本県では初 見 であ ろ う 。 こ の よ う な文 様は、 長 野

県伊那 谷で発達するものであ り、 彼 我の関係を示 し てい るのであろ う か。 だ と すれば 、 八 ケ 岳

山 麓の ）レ ー ト を想定するよ り、 南 ア ル プ ス 横断 ）レ ー ト を 考 え なければな ら な い 。

なお、 曽 利 V 式 と 加 曽 利 E IV 式の 関係であるが、 こ の点につい て、 最近 米田明訓氏が本県八

ケ 岳山麓の 柳 坪遺跡で述ぺてい る。 曽 利 式 土器 終末が加 曽 利 E 終末 と の時点まで併行するのか

論 議にな っ た こ と も あるが、 少な く と も中部では称名 寺 式 直 前 まで 曽 利 式は継続するもの と 思

ってよ か ろ う 。 第 1 88図83 は曽 利 E 式の折衷形式 と 言 う ぺきもので、 八の字文 と 縄文が沈線間

に交 互に施文 さ れてい る。 し か し、 こ の よ う な例は多 いわけではな い 。 第 1 6 4 閑2 、 3 の特2
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号 土城出土土 器2 個は、 両型 式伴出の最も良好なセット と 言 え る。

後 期の称名寺式 • 堀の 内 式 土器等は極めてわずかであるが出 土している。

2. 石器は、 縄文～弥生時代 のものをあわせ て図に し たが、 第 196 図1 2 は偏平 蛤刃磨製 石斧の未

成 品である。 製 作工 程を知る上で貴重 な資 料 と 言 え よ う 。 本遺跡では打製 石斧の量が多 く 、 磨

石 、 凹 石 、 多 孔 石 なども 多 い。 こ れに対して 石 皿 、 石 棒等が少ないが、 こ う し た傾 向は、 八 ケ

岳 山麓の縄文 中 期の遺跡の特徴をも っ てお り、 諏訪湖 盆 地、 伊 那 谷等 と は異 な っ た 生 産 活動に

よ っ て 生 計を営 んでいたもの と 思われる。 即 ち金の尾遺跡は八 ケ 岳タ イ プの縄文 時代 中 期集 落

と 言 う こ と ができ よ う 。

第 2 節 底 部 圧 痕

底部圧痕（第 229 図 、 図版 4 8、 49 )

39号住居跡出 土 土器の う ち2 点に、 以 下 に示す特殊な底部圧痕が認めら れたので記してお く 。

いずれも 条が同心 円状を呈する圧痕であり、 中期 後葉以 降に 多 く み られる網代 痕 と は明らかに

別のものである。 同 心 円状を呈 し 、 かつ非常に密に編 まれている と こ ろから、 カ ゴ底圧痕 と 考

え ら れる。

第 229 図 中の1 .2 は本住居跡出 土で、 3 は釈 迦堂遺跡群 S - 1 区23 号住居跡（五 領 ケ 台 式期 ）

か ら出 土 し たものを参考のため載 せ る こ と と した。 以下に個々の 資料について記すこ と にする。

なお 、 文 中のタ テ ・ ヨ コ は、 カ ゴの形態を考 慮し、 中央か ら 放射状 に広がる条をタ テ 条 、 そ れ

に同心 円状 に絡 む 条を ヨ コ 条 と する。

1. 底部は完存 して いる。 底径9 .0 cmを計る。 底部は中央が約2 .5 mm 凹んでいるが、周 縁部を

12. 3 mmの幅で調 整 し た痕跡があり、 製作時には こ の凹 みはさ ら に深いものであ っ た と 考 え ら れ

る。

圧痕は拓 本では ほ と んど判 ら ないが、 モデ リ ン グ陽像では詳細 な部分まで観察する こ と がで

き る。 図版 49 の1 - b '  (図版 中の 番号 は第 229 図 中の番号 に対応し、 a は実物、 b • b ' は

モテ リ ン グ陽像を示す。 以 下 、 囮版 を略す。 ）では部分的ではあるがタ テ 条 、 ヨ コ 条 と もに認

めら れる。 同心円の中心か ら20 mm 前 後の部分によ く 残 っ てお り、 その部分でのタ テ 条は2 mm ほ

どの間隔 、 ヨ コ 条はl - 1. 5 mmの幅のものがほ と んど隙間な く 詰ま っ ている よ う にみ ら れる。

また、 別の部分ではタ テ 条は全 く み ら れないか 、 ヨ コ 条のみが 1 cmの間に5 本 確 認できる。 っ

まり、 こ こ での ヨ コ 条の間隔は約2 mm と い う こ と になる。 しか し 、 北 陸 地方での カ ゴ底圧痕例

を み ても こ の よ う な 目 の細かいつ く りのものは存在 し ない。 渡辺誠氏に よ れ ば 、 石 川 県野々市

町 御経 塚 遺跡の編 布 圧痕は 目 の細かいものであるが、 タ テ 糸 、 ヨ コ 糸 と もに2 mm 前 後の 太 さの

ものが存 在する と い う こ とである。 本 資 料はカ ゴ と 編 布 の違いはあるものの 、 そ れ と同様か 、

あるいはさ ら に細かいつ く り と 考 え ら れる。

本 資 料は、 モデリ ン グ陽像 か ら もタ テ 条に対し ヨ コ 条が同 心 円状 に絡んでいる こ と は明 らか

であり、 カ ゴ底圧痕 と 考 え ら れるが、 その編 み方については後述する。 ただ 、 こ の よ う に 目 の

細かいつ く りであれば 、 条に使 用 さ れる材も繊維以 外には考 え ら れ ず 、 カ ゴ と い う よ り、 袋の
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ような柔軟な編物を想定す べきであるかも し れな い 。

2. 底部は一部欠損 し て いる。 底 径11.5 cmを計る。 底 面 は 1 mm 凹 んで い る。 1 と 同様の調整

が周縁部になされており 、 そ の幅 は約20 mmである。 従 っ て 、 圧 痕は中央部にのみ残って い るが

極めて 不鮮明である。 タ テ 条および カ ゴ底中央 は全く残って いないが、 ヨ コ 条の 間 隔 は 2 - 2. 5 

mm 程 度 と 推定される。 また 、 ヨ コ 条のうち一目一目が明 ら かな部分が一部残存 し て おり、 タ テ

条 は 2 mm 程 度の太さ と なろう。 なお、 ヨ コ 条は 4 周 以上存在する。

3. 底部は は ほ完存。 底 径 14.4 cmを計る。 カ ゴ底中央は残存 し て い な い が、 一部にタ テ 条 ら

し き圧 痕があり、 約 1 mmの太さである。 ョ コ 条はかなり密に詰まっ ており、 1 cmの 間 に 4 条存

在 し 、 太さは 2 mm 程 度 と 推定される。

カ ゴ底中央 部 ら し き部分を中心 と した直径約 6 cmには圧痕が は と ん どなく 、 そ こ か ら 外側 に

急 に条 間 の詰まった 同心 円状 圧 痕がみ ら れるようになる。 そ の境の部分には、 一部ではあるが、

放射状ではなく明 ら かに縦横の条が直交 し た圧 痕 ( 3 - b ' ) が確認される。 網 代痕である。

同心円状の圧 痕は こ の部分より外側 と なる。 こ の同心円部分も一目一目の状 況をみる と 、 ヨ コ

条 に対するタ テ 条の角 度がほぼ直交 するもので、 少なく と も モ ジ リ 編み と は考え ら れな い 。 こ

れも網代編みの可能性が強 い 。 従 って 、 本資料は中央部の 直 径 6 cm 部分を網 代編みに し たのち

そ の外 側 で材を割るか 、 新たに加えるか し て 、 そ れ ら を タ テ 条 と し て 同心円状の網 代編みに し

たもの と 思 わ れる。 6 cmの部分を境 と し て 急に条 間 の詰まった圧 痕がみ ら れるのは上記の編み

方によるものであろう。 本資料もまたタ テ 条の太さは 1 と 同様であり 、 小 型の丁寧なつくりの

ものであろう。 なお 、 ヨ コ 条は 16周以上存在する。

以 上のように 3 点の資料の概要を記 し たが、 いずれも中央部には 同心円状の圧痕がみ ら れな

い 。 こ れは、 3 で示 し たように、 ある程 度中央部を網 代編みに し たのち 、 そ れぞれの材を割る

か、 新たに加 えるか し て タ テ 条 と し 、 そ こ に ヨ コ 条を新たに同心円状に絡ませる。 ある い は タ

テ 条の一本を ヨ コ 条と し て ス タ ー ト させるな どの方 法 で カ ゴが編まれた と 考え ら れる。 そ の編み

方も、 既報告の カ ゴ底圧痕にみ ら れる、 2 本 1 単位で ヨ コ 条をなす モ ジ リ 編みではなく、 同心

円部分も 1 本超え ・ 1 本 潜りの網代編み と 考え ら れる。

タ テ 条 、 ヨ コ 条 と もに そ の材は非常に細 いものであり、 竹や蔓な どは考えにく い 。 お そ ら く

繊維であろう。 また 、 繊 維のような柔軟な材であれば こ そ 、 こ のような緻 密な カ ゴを作る こ と

が可能であった と 考え ら れる。

なお、 山 梨県内では前期末～中期初 頭の類例が本資料を含め て 8 点 確認されて い るが、 こ れ

につい ては別稿にま と め て ある。 また 、 最近では福 井県浜貝塚で該期の編物実物が出 士 し て い

るのに加え、 石川県真脇遺跡か ら 該期の カ ゴの実物が 出 土 した こ と を記 し て おく。
（ 長沢宏 昌 ）
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第 3 節 弥 生 時 代 （ 第 2 3 0 ,.._, 2 3 5 図 ）

土器

住居 址及び周溝墓 中 よ り 出 土した一括 土器を、 文様構 成 、 器 形か ら 分類 する と 次の よ う に分

ける こ と ができ よ う 。

壷 形 土器

l 類 ： 頸部に櫛状 工具 に よ って T字文、 又は平行直線文 、 格 子 目 文が施行さ れるもので 、 1 、

2 は外 面全部 と 内 面は頸 部 よ り 上 に赤色の塗彩が行なわれる。 胴 部は算 盤 玉 形を呈し、 胴 最 大

径は中央よ り や や下に位置する。 頸 部は く の字に屈 曲し、 斜め上 方に広がって □ 縁を形成する

が、 口 唇は水平に外反する。 3 -5 は T 字文が頸 部に施さ れるが、 赤彩はな い 。 頸 部も 孤状を

描 い て 外反 口 縁 と なる。 6 は口 唇 に 4 ケ 所の 突 起が見 ら れる。

2 類 a : 7 、 9 は頸 部 と □ 唇 部に櫛 描波状 文が施さ れるもので、 8 、 10 と は口縁部の形態が

異なる。

b : 8 は T 字 形の口 縁をも ち 、 口縁部には波状 文の上に 4 本の粘状 文の 上 に 4 本の粘 土紐が、

恐 ら く 4 単 位で貼付け ら れる。

C : 10は口唇 部が折 り 返し 口 縁 と なって い るもので 、 頸部、 口 唇 部に波状 文が施される。

d : 11 は素縁の 口 唇 部 と 、 口 縁内側に波状 文が施さ れる。

こ の他に、 波状 文の 下に沈線に よ る三 角 区 画を連続さ せ 、 その中を斜線、 格 子 目で充鎮さ せ

るものが破 片等で出 て い る。

3 類 ： 頸部に簾状 文が施される壷で、 その他の文様を有するもの と 無 い ものの2 種類 に分け ら

れる。

a : 頸 部 簾状 文の 下に横線をめぐ らし、 その間を鋸 歯状 区 画に沈線で 区 画 したものである。 2

類 e と 近 い 関係が想定さ れ よ う 。

b : 頸 部に簾状 文が施文さ れるだけのものである。

4 類 ： 胴 部が大き く 膨 ら み 、 胴 下 方 部が最 大 径 と なって 、 く の字に折 れ て底部に達する。 口 縁

は欠損して 不明であるが、 図示した状態 よ り も 大き く 外反するであ ろ う 。 頸 部に櫛歯状 工 具で

綾杉状の剌突文を施す。

5 類 a : 16 -22 で、 縄文を施文 さ れたものを一括して い る。16 -18 は頸 部か ら 半 円を描 い て

外反した口 縁の先端は折 り 返さ れ 、 その端部及び内 面 などに縄文が施 さ れ る。 頸 部も縄文で

ある。

b : 20-22 で、 直 立した口縁外 面に縄文が施文さ れ 、 円 形貼付文 、 棒状 貼付文か施さ れるもの
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第230図 弥生土器分類図 ( 1 )
1 - 6 壷 1 類、 7 -1 2壷 2 類、 13 、 1 4壷 3 類、 1 5壷 4 類
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第231 図 弥生土器分類図 ( 2 )
1 6-22壷 5 類、 24-33壷 6 類
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第232図 弥生土器分類図 ( 3 ) 32、 33第 7 類、 34-37甕 1 類、 38-43甕 2 類
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第233図 弥生土器分類因 ( 4 )

44-50甕 3 類、 51 -55甕 4 類
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第234固 弥生土器分類図 ( 5 ) 77器台 、 78-80手捏土器
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第23 5図 弥生土器分類図 (6 )

である。 こ れ ら は球状 の 胴 部と な ろ う 。

6 類 a : 2 4-2 7、 30 、 3 1で 、 無文の 土器を一括してい る。 刷 毛 目 整形 後に ヘ ラで磨 い て刷 毛

目を はと ん ど 消 してい る。 25 はや や 整 形が荒 い。 又 、 2 4 、 30は球胴を呈し、 26は胴 下 半に稜を

も って屈 曲 す る。 31 は最大 径が胴中央部に位置 するものである。

b :  28 、 29 で 、 内外面に刷 毛 目 が残 ってい るものである。

7 類 ： 32 、 33 で赤色塗彩された壷である。 33 は胴部 上 半が無 いので 、 こ こ に含めるかど う か分

ら な い 。

甕 形 土器

甕は大き く 8 類 に分ける こ と ができる。

1 類 ： 頸 部に簾状 文があ り 、 胴 部に格子 目 文か その退化した文様をもつものである。 3 4は口縁

と 胴 部 上 半に波状 文が施される点では35 と 同 じであるが、 35 は格子 目 文ではな く 斜線が左右 交互

に施され、 円 形貼付文が付け ら れる。 36 は波状 文を持たず 、 37 は 口 縁の み 波状 文が施されるな

ど 、 バ ラ エ テ ィ ー がある。

2 類 ： 38- 43 で、 頸 部の 簾状 文をはさ み 、 口 縁部と 胴 部下 半に波状 文が施される。 こ れ ら の 波

状 文は簾状 文を境に、 口縁部は下か ら 上 へ 、 胴 部は上 か ら 下 へと 施 文される傾向がある。

3 類 ： 44-50 で 、 波状 文が胴 部よ り 上半に施文されるものである。 46- 49 は 口 縁部まで波状 文

が施文されてい な いが、 47、 48 、 49 は、 口 唇 部に刻 みがある。 50は波状 文帯の 下に平行単線文

が施されるが、 こ う した文 様はあま り 多 く ない。

4 類 ： 無文 系 の 甕を一括 し てい る。 形は51- 53 が深 鉢形で、 5 4 は頸 部が明瞭に く びれて い る。

55 は浅鉢 形であ ろ う か。

5 類 ： 56-62 で 、 刷 毛 目 整 形痕が内外面に残るもので 、 形は深 鉢 形と 推定される。

a : 56-58 、 縦 方向に刷 毛 目が施 され、 内面は横に刷 毛 目 整形が行なわれる。 深 鉢形である。

b : 59 は口 縁が折 り 返 されてい る特異な甕で、 あま り 類 例はない。
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C : 60- 63 は 胴 部 が球 形 を 呈 す る 甕 で あ る が、 62 、 63 は 口 唇 部 に 刻 み 目 が付 け ら れ る も の で あ

る 。

6 類 ： 64 の 1 点 の み で 、 口 唇 及 び頸 部 に 縄文 が施 さ れ た も の で あ る 。

7 類 ： 65 - 68 の 台 付 甕 で あ る 。 完形 品 は な く 、 球胴 を も つ 64 と 、 直 線 的 に 広 が る 63 な ど が あ る

が 、 組成上 は 量 が少 な い 。

甑

a 、 69 、 70 の 鉢形 を 呈 す る も の

b 、 7 1 の 深 鉢形 を 呈 す る も の が あ る 。

片 口 土器

無 頸 壷 形 の 一 部 口 唇 が外 に 開 い た 片 口 土器 で あ り 、 他 に は な い 。

鉢形 土 器

赤 色 塗 彩 さ れ た 鉢 の う ち 、 口 縁部 に 穴 の 穿 た れ た も の が76 、 77 で あ る 。 75 は 口 唇 部 に 刻 み が

施 さ れ た 楕 円 形 を し て い る 。 74 は 無 彩 で あ る 。

器 台 形 土 器

78 は 高坪 の よ う に 見 え る が 、 坪 と 脚 の 接 合 部 に は 穴 が あ い て お り 、 器 台 と 言 え よ う 。

小 型 土器

79- 81 は 手捏 の 小 型 土 器 で あ る 。

高杯

82 、 83 は 杯 体 部 が 碗 形 を し て お り 、 口 唇 が外反 し て 水平 に な る 。 82 は 4 ケ 所 に 突 部 が あ る 。

84 は 碗形 杯 部 の 口 縁 が 先端 で 直 立す る も の で あ る 。 85 、 86 は 直 線 的 に 外傾 し た 坪 体 部 を も つ も

の で 、 87 は 口 唇 部 に 5 ケ 所 の 突起 を も つ 。 88 は 皿 状 の杯 で あ る 。 89 は 口 唇 部 に 細 か い 縄文 が見

ら れ る 。 90 、 9 1 は 高坪 脚 部 で 、 直 線 的 台 形 を 呈 し て い る 。

こ れ ら の 土器 を 見 る と 、 い く つ か の 特徴 を 認 み る こ と が で き よ う 。 ま ず 、 信 州 系 の 土器 群 と

ど の よ う な 関係 に あ る か で あ る 。 壷 形 土器 1 類 は 長野 県 の 北信地方 に 分 布 す る 弥 生 時 代後 期 中

頃 の 箱 清 水 式 土器 と 共 通 性 の 高 い も の で 、 壷 3 類 の 14 も 同 じ で あ る 。 壷 3 類 1 3 は 、 箱 清 水 式 の

前段階 の 吉 田 式 に 比定 さ れ よ う 。 壷 2 類 a の 口 縁 は 河 内 地方 の 第 m 、 m 様 式 に 見 ら れ る 口 縁部

と 類 似 し て お り 、 （ 佐 原 真 編 「 弥生土器 I 』 ) こ の 地域 か ら の 関 接 的 、 直 接 的 影響 を 想 定 で

き る 。 壷 5 類 a は 口 縁 部 に 特徴 の あ る 土器 で 、 静 岡 県 伊 場 式 、 徳光式 な ど に 見 ら れ る 壷 口 縁 と

近 似 す る 。 同 5 類 b は 関 東 南 部 地域 に 見 ら れ る 弥生式士器 と 類似 す る も の で あ ろ う 。 壷 6 類 は

静 岡 県 東 部 地域 に 多 い 目 黒 身式 、 尾 ノ 上 式 な ど と 類似 す る も の で あ ろ う か 。 長 野 県 岡 谷 市 橋 原

遺跡 の 壷 B 類 中 に 同 じ よ う な も の が あ り 、 こ う し た 無 文 の 土器 は 各 地 で 一般 的 に 使用 さ れ て い

る か も し れ な い 。 7 類 は 箱 清 水 系 土器で あ ろ う 。

甕 は 1 類 - 3· 類 は 箱清 水 系 土器 で 、 4 類 も 同 じ 系統 に 含 ま れ る か も し れ な い 。 岡 谷 市 橋 原 遺

跡甕 E 類 中 に も 見 ら れ る 。 甕 5 類 C は 、 あ る い は 台付甕 の 体 部 で あ る か も し れ な い 。 甕 6 類 は

関 東 系 の 土 器 で あ ろ う か 。 甕 7 類 は 台付 甕 で あ る が 、 こ の 器種 は 少 な い 。 信 州 系 の 後期 土器群

に は あ ま り 台付 甕 が 多 く な い の で 、 こ の 台 付甕 は 駿豆系 か 関 東 系 か と い う こ と に な ろ う か 。
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杯、 鉢、 高杯等 は北信 地方の

箱 清 水 式の影響を受けたものが

多い。
5 0 � n ·. 

こ れらの土器の編 年 的位置は

弥生時代 後 期に含まれると 思わ ．． 
れる。 後 期でも中頃に中心を置

く もので、 壷2 類 e 及び3 類 a 、
4 6 ., •• 、．

甕 1 類 は後期 前 半に 多 く 、 壷5

類 b は、 後 期 後 半に位置するで ．． 
42 �· 鵡 • ●● .. ..  ．． あろ う から、 金の尾遺跡の集 落

及び周溝墓 は、 後 期中頃に営ま 彎 ・ . " ：々 •: :. 
れたもので、 短 期間に 居住され、

3. 8 � .. . .. • • 
廃 絶 されたものと 推定されよ う 。

3.4 

3.0 

．． ．． a: • tい

・ 一 l• ― 5 

1 .8 22 2.6 3.0 

第23 6図 金の尾遺跡1 6号住居址出 土炭化米粒長規模分布図

第 4 節 1 6 号 住 居 出 土炭 化 米 に つ い て

本住居 は火災にあ っ て住居 上 屋が崩 壊 し た後、 炭化材等が攪 乱される こ と な く 人 工 的 に埋め

立 て ら れた可能性のあるもので 、住居 内か ら 完 形 土器が出 土 し ない こ と 、 炭化米等が出 土する

こ と か ら 、 祭祀儀 礼 的 行事を経て埋没 し た こ と が想定される。 つま り 、 不慮の火災による住居

廃棄ではな く 、 土器等を搬出 し た後に火を放 っ たものであるか 、 その 目 的は不明である。 なお

近 在の住居も 火災を受けた様子があるので、 移動する為に集落を焼いた可能性もあろ う 。

さて、 本住居出 土の炭化 米は、住居中央部の炭化材の間に、 炭 等 に混 っ て分布 し ていた。 米

は灰 や炭の 小 片と 混 っ てお り、 纏 ま っ ていたものではないが、 分布 地域は中央部である。 従 っ

て、 米は壷 や 袋に入れ ら れて床 面 上に置かれていたものではな く 、 皿に小 量 盛 ら れていたか、

袋に小量詰められて、 屋根裏等に置かれていたものが、住居 上 屋の崩 壊と と もに床に落 ち て散 ら

ば っ たものと 思われる。 こ の灰の中を分析 し ていないので、 米以 外の植物遺 体 があるか ど う か

不明である。

第 236 図は、 本住居の出土炭化米中200 粒を任意に選 び その 法 量を計測 し たものをまと め た表

である。 なお 次表は長野県岡 谷 市橋 原遺跡出土炭化米と 比ぺてある。
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第237図 土器底部 モ ミ 圧痕
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遺 構 名 粒 数
粒 長 平 均 粒 長 C 100 粗立）

最 大 長 最 大 幅 最 小 長 細 小 幅 長 幅 重 さ

mm mm mm mm 
金の尾1 6 号 住 200 5 .  1 3 .  2 3. 0 1 .8 4 .  26 2 .  4 4  0 .  65 g 

橋 原59号 住 1 000 5 .  6 3 .  5 3 .  4 1 9 4. 58 2 .  72 I 
II 6 4号住 100 5 .  4 3 .  2 3 .  0 1 .  9 4. 45 2 .  65 0 .  66 g 
II 58号 住 1 00 5 .  3 3 .  2 3. 7 1 .  8 4 .  5 3  2 .  5 9  

II 1 0号 住 100 5 .  3 3 .  2 3. 7 1 .  8 4 .  38 2 5 4  

橋 原59 、 6 4号 住居は後 I 期 、 58 号住居は後 n 期 、 10号 住居は後 IX 期で、 平均値の長 さ 割る幅の

比は、 金の尾1 6住居が1 .7 4 、 橋原59号 が1 .68 、 同6 4号 が 1.68 、 同58号 は1 .75 、 同10号 が1 .72 である 。

橋 原遺跡では、 短 粒か ら 長 粒 へ と 移行している こ と が分かるが、 金 の 尾 は 橋 原58 と ほ ぼ同 じ

数値であり、 長 粒化して いる。 米粒の法量で最も集中して いるのは、 粒 長 4 .0 mm 、 粒 幅2 .8 mm 

のもので、 22 個があり、 こ こを中心に大 小の バ ラ ッ キが見 られるが、 上 記の金の尾平均値は北

九 州 板 付遺跡出 土炭化 米の 長 、 幅の比が1 .7 4 であり、 弥生時代の代表的米粒に近いものである

こ と が分る。 なお 第 237 図に示したよ う にモ ミ 圧痕が若干検出 されて い る。 こ れ ら は次のよ う

な法量を示している。

1 .  7 mm X 4 mm 2 .  8 111111 X 4 111111 

3 .  6 mm X 4 mm 4 .  6 .  5 mm X 3 mm 

5 .  7 mm X 3 mm 6 .  5 mm X 3 mm 

7 a. 6 mm X 3 mm 7 b . 6 mm X 4 mm 

8 .  7 mm X 4 mm 9. 6 mm X 4 mm 

こ れ らは炭 化 米よりも 大きいが、 本 米の米粒が こ の程度あ っ たのであろ う か。

第 5 節 弥 生 時代住居 に つ い て

1 .  本遺跡は県 下 で最も 大きな弥生時代後期の集落である。 しかし3 3 軒の住居は短期間に建て

ら れた と 言 っ ても い く つかの類 型に分け られそ う である。

l 類 ( 1 - 3) 住居の規模は小さ く 、 プ ラ ン も 隅 丸方形に近 い 形。 住居 内施設は、 中央部の

壁もあまり高 く ない。

2 類 (4 .  5) 方形プ ラ ンをもつものである 。 長 軸 、 短 軸 比が1 : 1 前 後を 示 す 。 炉は北 側柱

穴を結んだ線上に位置 す るか 、 上方に突き出 す位置にある。

3 類 C 6 - 8) 長 方 形 プ ラ ンをもつもので、 長軸 、 短 軸 比が l : 1 .  3 前 後を示す。 縦 長タ イ

プ と 横長タ イ プがあり、 横長タ イ プには、 炉が北側 と 西 側にある2 タ イ プがある。 柱穴4 本で

炉は柱穴間線上か住居内側に位置する。 貯蔵穴 、 梯子受穴等の有無がある。

4 類 ( 9 - 1 1) 3 類 に近い長方形の プ ラ ンを持つものが多 い 。 住居 内柱穴を結 ぶ間仕切溝が

あるもので、 炉は柱穴を結ぶ線よ り住居内側に位置し、 貯蔵穴 、 梯子受穴をもつものが多 い 。
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5 類 ( 1 2. 1 3 ) 楕 円 形 プ ラ ン を 有 す る も の で 、 中 に は 不整 円 形 の も の が あ る 。

6 類 ( 1 4. 1 5 ) 胴 張 り 隅 丸 長 方 形 で 、 炉 は 柱 穴 間 線上 に 位 置 す る か 、 内 側 に あ る 。 貯 蔵 穴 、

梯 子 受 穴 を 持 つ も の も 多 い 。

7 類 ( 1 6. 1 7 ) 隅 丸 長 方形 で 、 胴 は 張 ら な い 。 3 類 の 長 大 な も の で 、 3 類 を 拡張 し た 住居 が、

こ れ に な る 場 合 が 多 い 。 長 軸 、 短軸 比 は 1 : 1 .  5 で あ る 。

1 0  

7
 

1 5  

8

 

1 6  

.. ® . 

I 委頁 ( 1 - 3 )  2 委員 ( 4 、 5 )  3 委員 ( 6 - 8 )  4 委頁 ( 9 - 1 1 ) 

5 委頁 ( 1 2 、 1 3 ) 6 委頁 ( 1 4 、 1 5 ) 7 委員 ( 1 6 、 1 7 )

1 7  

第238図 金 の 尾遺跡弥生時代住居址分類
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金 の 尾 遺 跡 住 居 址 分 類 表

種類 住居 規 模 柱 炉 位 置 炉 形 態 梯子 貯蔵
平又,-'-, ノ＼ 穴No. 長軸 x 短軸 長軸 ： 短軸 主柱穴 柱内 線上 柱外 埋甕 石囲 地床

1 1 4 X 3.8 m 1.0 5 :  1 ゜
1 1 5  3.5 X 3.3 1 .0 6 : I ゜
1 37 3.1 X 2.4 1 2 9 : 1 ゜
2 3 5.8 X 5.7 1.0 2 :  1 6 ゜ ゜
2 ， 4.6 X 4.1 1.1 2 :  1 3 ゜ ゜ ゜
2 1 4  4.7 X 4.4 1.0 7 :  I 4 ゜ ゜
3 2 5.8 X 4.2 1.3 8 : 1  5 ゜ ゜ ゜
3 1 7  6.6 X 4.8 1.3 8 :  I 4 ゜ ゜ ゜
3 1 9  5.6 X 4.6 1.2 2 : I 4 ゜ ゜ ゜ ゜
3 25 5.0 X 3.8 1.3 2 : 1 4 ゜ 土器敷 ゜ ゜
3 26 4.4 X 3.2 1 3 8 :  1 4 ゜ ゜ ゜
3 34 6.2 X 5.0 1.2 4 : 1 4 ゜ ゜ ゜ ゜
4 4 6.8 X 6.Q 1.1 3 : 1 4 ゜ ゜ ゜ ゜
4 6 5.2 X 3.6 1.4 4 : 1 2 ゜ ゜ ゜
4 8 4.6 X 3. 1  1.4 8 : 1 4 ゜ ゜ ゜ ゜
4 1 6  6.2 X 4.8 1.2 9 : 1 尉 ゜ ゜ 26!1 碍 ゜
4 35 6.2 X 4.2 1.4 8 : 1 4 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 5 ? 不 明 1 
5 1 2 ?  不 明

5 1 8  6.4 X 5.0 1.2 8 : 1 4 ゜ ゜ ゜ ゜
5 2 1  5.2 X 4.5 1.1 6 : 1 4 ゜ ゜ ゜ ゜
5 28 6 .2 X 5.2 1.0 7 : 1 4 ゜ ゜ ゜ ゜
5 2\1上） 7.3 X 6.6 1.1 1 : 1 4 ゜ ゜ ゜
5 32 4.4 X 3.8 1.1 6 :  1 4 ゜
6 22 不 明

6 2昨 5.4 X 3.8 1.4 2 : 1 4 ゜ 土器敷 ゜ ゜
6 30 5 0 X 3.4 1.4 7 : 1 4 ゜ ゜ ゜ ゜
6 3 1  4.7 X 3.4 1.3 8 : 1 4 ゜ ゜
6 33 7.2 X 5.0 1 4 4 :  1 4 ゜ 土器敷 ゜ ゜
6 36 ① 7.9 X 6.4 1.2 3 : 1 閲 ゜ 土器敷 ゜ し） ゜ ゜
6 38 5 5 X 39 1.4 1 : 1 4 ゜ 土器敷 ゜ ゜
7 20 8.4 X 5.8 1.4 5 : 1 眉 i ゜ し） ゜ u 
7 24 6. 1 X 3 5 1 7 4 :  1 4 土器敷 ゜ ゜
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第239図 弥生時代住居入 口 方 向
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第240図 磨製石鏃分布図
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第241 図 横刃型石器分布図
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各住居を こ の類 型に従 って分類 すると 次表のよ う になる。

l 類 は3 軒で、 ほ ぼ 正方形を呈するものが多 く 、 2 類 は3 軒で、 南 群集 落 の 南側 に分布 する。

3 類 は6 軒あ り 、 南 群集落 中に3 軒 、 北群集落中に3 軒 あるので、 一般的な プ ラ ン と 言 えよ う 。

4 類 は5 軒中南 群が属してお り 、 北群集落には3 5号住居 l 軒である。 特に南 群集落中南に3 軒

が片寄 ってお り 、 こ れ らが同 一時期に造 ら れた 可 能性も 高い。 5 類 は遺跡の 北側 、 北集落の中

に 多 く 、 一つの傾向をも つものである。 6 類 は 北集 落中北群に集中し、 北集 落の 特徴と なる住

居 プ ランである。 7 類 は 南 北集落に各 ］ 軒 づつあるが、 長 軸 対短 軸 比 は6 群に近い数値を示す。

2 .  住居 群の 構 成

すでに数回 述 べ た事であるが、住居群 は中央の V 字溝 によって南北の2 群に分け ら れる こ と

が知 ら れている。 第 239 図に各住居の 入 口方向を線で示したが、 こ の方向を見ると 、 各住居が

適 当 な 入 口 方向を示しているので は な く 、 規則 制が認められよ う 。 即 ち 、 V 字溝 よ り 南の集 落

で は 、 6 、 9 号住居が南西方向 、 4 、 8 号住居 は 南 南 東方向 、 3 、 16 、 18 号住居が南 南東方向 、

17 、 19号住居が、 南方向で一致する。 2 、 1 4号住居の周 辺に は 、 入 口方向の 不明な l 、 5 号住

居があ り 、 各々に1 軒 づ つ 伴 う のかもしれない。

北群 は2 4、 26 号住居が西南西に入 口をも ち 、 28 、 29 、 3 0 、 32 号住居が南西に向いている。 こ

の 4 軒 は 中央で2 軒 づ つに分け られるかもしれない。 31 、 33 、 3 4号住居の3 軒 は 南 に 入 口があ

り 、 35 、 38号住居の2 軒 は 南 東に向 く 。 36 、 25 号住居 は2 4 、 26号住居の 入 口方向と 合わせて観

察 すると 、 右回 り の渦巻状に西にふれているので 、 こ の 4 軒 は 弧状 に並 ぶ組と なるかもしれない。

こ う した 入 口 部か ら み た住居の組み 合 せ は 、 土器 群等 の型式分類 されたもの 及び住居類 型と 対

比する こ と によって更に関係が明 ら かになるであ ろ う 。

こ う し た 点か ら 、 2集落 は V 字溝を間にした 、 全 く 生 活観の 異なる集落であった こ と が分 り

20号住居と26号住居 は9 d
゜
以上の 入口方向の 差がある。 南 北集落の住居 群 入 口方向が向いている

そ の 前 方に は 、 何があったのであろ う か。 南集落の 南西側 はかつて低 湿 地であった ろ う が、 現

在 は 砂層 しか認められない為 、 弥生時代 以 後の ある時期に 水 田等 が釜無川 の 氾 濫で流出 してし

まったものであろ う 。

お わ り に

甲 府 盆地の低地部に位置する縄文・ 弥生時代 遺跡と して代表的な本遺跡 は 、 昭和53 年度に調

査して以来 、 実に1 0 年 目 にしてよ う や く 報告書と して公表する運びと なった。 こ の間 、 新たに

弥生時代 の遺跡と して、 中巨靡郡甲 西町住吉遺跡などが発掘調査されているが、 遺跡の一部で

あって、 全体 の 範 囲 や集落内 容 は 不明である。 こ う した こ と から 、 本遺跡 は 甲 府 盆 地の弥生時

代 遺跡を知る上で、 最も重要な遺跡と して評価して良いであ ろ う 。

発掘で検出された遺跡 は 、 縄文時代住居8 軒、 弥生時代住居32 軒 、 弥生時代 周溝墓17 基 、 そ

の ほか土堀 • 特殊遺構 ・溝 などがあ り 、 特に弥生時代集 落 は V 字溝によって南 北2 群の集落に
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分かれてい る。 又、 両集 落 群の中間には周溝墓 群が存在 し、 墓 域を形成 し てい る な ど、集 落遺

跡と し ても研究すべき対 象 であろ う 。

遺跡の う ち 、 縄文時代 では中期中葉の土 器 群が一括 で発見 さ れ、 同一集落に関 係する こ と が

想定 さ れるが、 弥生時代 では、 後 期 後 半の土 器 群が使 用 上 の組成を想定するに充分 な 資料が発

見 さ れ、 編年上の位置 ・ 近 隣 地域と の対比が今後の研究課題と し て残 さ れた。 磨製 石鏃・打製

石 包丁• 環 状 石器 ・ ガ ラス玉 ・ 銅製 品 な どの弥生 時代 の遺物について も 、 土器の研究と 合わせ

て対比 し てい か な ければ な ら な い だ ろ う 。

本遺跡の発掘調査か ら 整理 ・ 報告書作成に至るまで協力を戴 い た 日 本道路公団東京第 二建設

局・敷島町 ・ 双葉町教育委員会、 お よ び この事業に参加協力 された皆様にお 礼 申 し 上 げます。

金の尾 • 無 名 墳 （ き つね塚） 発掘調査、 整理事業参加者名 簿

調 査 員

伊 藤恒彦 米田明訓 長沢宏昌 小林義典 宮沢公雄

整 理 員

石 田 真 功 日 原 喜昭 渡辺儀訓 森幸彦 村木功 山本茂樹 四 角 啓 二

上 野 一 恵 中島弓 子 中村 由 美 滝田幸 子 舛 見 みつる 引 地愛 内 藤千里

雨 宮 美 紀 岡 野明美智 岩間信雄 稲 葉 さ と み 古 屋 直 美 石 川 操 若尾悦子

松野和美 内 藤 真 千 子 広 瀬 勝 子 古 屋 満 喜 子 弦間文代 井 上 義 彦 深 味 義 博

石 川 等 玄間千鶴 後 藤 良 美 若尾澄子 小笠原睦子 名取 洋 子 土 肥 正 治

補 助 員

村木功 森 幸 彦 渡辺儀訓 日 原 喜明 青木和明 矢 野 慎一 清 水 比 呂 之

山本直 人 多 田たき み 樫 山和枝 本所重子 石 川 久明 四 角 啓二

作 業 員

三浦正宏 山田康雄 小林すず代 籾 山昭 之 大野雪子 長田春江 仲田せ い 子

湊勉 保坂栄子 飯 窪すえ じ 堤好子 若尾 澄 子 強矢あき 子 岡田牧子

保坂洋子 長 田 楽 子 長 田 し げる 高野和恵 秋 山つね 子 久保田昭一

飯窪 し げ子 古 松明彦 丸 山秀樹 池田敏政 石 田真功 矢 原 慎 治 四 角 啓二

保延清 美 保延と し 江 保延元枝 石 橋と も 代 保延福 子 榛 原 寿 子 佐藤隆子

臼井たまき 中根君子 小林たつ子 石 川 け さ 代 平塚 け さ 子 芦沢五月

長 田き よ 子

小林 さ よ 子

小泉き み 江

輿 石 みつ子

大沢紀子

栗 原 悦 子

荻原敏之

三井千恵 子

高 山き く 代

賀々美美 智 子

槌 屋 君 子

野 崎と し 子

石 川 君江

長田幹江 保坂紀 子 飯 窪 さ か え 大木涛子

小林た け 子 長田喜 久 恵 石 川ま さ み

栗 原和嘉代 石 川 かつ よ 阿部はるの

大木加つ子 輿石かつ代 輿 石 マ ツ 工 大木敬子

芦沢好子 芦沢節 子 芦沢知都 世 赤沢久 子 大木米子

赤沢やす子 石川和子 宮本俊之 殿 岡 秀子 清 水 春 雄

大木せつ子

石 川 多 恵 子

栗原たね 子

村 岡昭彦 大島千秋 門田文裕 横山 な な代 高木守夫 津田考範

内 藤き み 飯 沼 芳 子 小 泉き よ 子 長 田き み 子
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①1 号住居址

②2 号住居址



図
版
6

②2号住居址



図
版
7

①3号 住居址

② 3号 住居址土器出土状態 ③3号 住居址炉



① 4 号住居址

② 4 号住居址
土器出土状態
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5 号住居址
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①7 号住居址
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①8 号住居址炉

② 9号住居址遠景

③ 10号住居址



図
版
12

① 11 号住居址

② 12号住居址

③ 1 3号住居址



② 13号住居址炉
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① 13号住居址
土器出土状態

③ 1 4号住居址
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① 1 5号住居址

② 16号住居 址
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① 16 号住 居址

② 1 6 号 住 居址柱根出土状態
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② 1 7号住居址出土土偶

① 1 7号住居址

③ 1 7号住居址遺物出土状 態
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① 1 8号 住 居址
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② 1 8号住居址出土土器
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作業風景



図
版
18

① 19号住居址

② 1 9号住居址炉

③ 20号住居址
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① 20号住居 址

②
 20号住居址柱根逍存状態
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② 21 号住居址
土器出土状態
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'•J ② 23号住居址出土土 器

··- —二

2 4 号住居址土 器出土 状態



④ 25号住居址
出土土器

③ 25号住居址紡錘車出土状態

② 25号住居址土器出土状態
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① 26号住居址

② 2 7号住居址

③ 27号住居址炉



② 2 8号住居址
土器出土状態

① 2 8号住居址

③ 2 8号住居址
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① 29号住居址
（下層 ）

② 29号住居址 （ 床下）

③ 29号住居址
土器出土状態



① 
30号住居址

② 
3 1号住居址



図
版
27

32号住居址

③ 33号住居址
土器出土状態
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① 34号住居址

② 35号住居址

③ 35 号住居址
土 器 出土状態



① 35号 住居址（下層 ）
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② 36号 住居址

③ 36号 住居址土 器出土状 態
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① 37号住居址

③ 39号住居址
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① 39号住居址土 器出土状態

② 40号住居址

③ 4 0号住居址土 器出土状態
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① 1号 周溝墓

② 2号 周溝墓

③2 号 周溝墓土 器出土状態
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., ①3 号 周溝墓

② 4号 周溝墓

③ 4号 周溝墓土器 出土状 態
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② 9 号周溝墓
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③ 9 号周溝墓 ・セ ク シ ョ ン
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① 1 0号 周溝墓

② 11号 周溝墓
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② 13、 1 4号周 溝墓
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① 1 4号周 溝墓土 器出土状態

② 15号周 溝墓
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土器 出土状態

③ 特殊遺構 4
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① 特殊遺構 5

② 特殊遺構 6 土器 出土状態

③ 特殊遺構 7
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② 特殊遺構 1 0
土器出土状態

③ 特殊迫構 1 1
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② 特殊遺構 1 3
土器出 土状態

③ 特殊遺構 1 4
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無 名 墳 （ き つね塚）



第 I 章 調 査 経 過

第 1 節 調 査 に 至 る 経 過

1 977 . 5 .  31 発 掘届の提出

1 978 . 5 .  10 道路公団 と 県教育委員会で契約の締結

1 978 . 1 2 .  1 5  発掘着手

1 979 . 3. 5 発 掘 終 了

1 979 . 3. 1 2  遺物発見 通 知の提出

1 979 . 3. 20 道路公団 に経 費精算書を提出

1979 . 4 .  1 1  経 費 精 算 に ついて 了承

第 2 節 調 査 組 織

調査主 体 山梨県教育委員会

調査主任 末木 健 県 教育庁文化課文化財主事

新津 健 同 上

調査員 、 補助員 、 作業員 、 整理員は金の尾遺跡 と 同 じ である。

第 II 章 遺 跡 概 要

第 1 節 遺 跡 位 置

甲 府盆 地北西部 、 茅 ケ 岳か ら 南 へ伸びた低位段 丘の赤坂 台 地は、 甲 府盆 地底部 よ り 約40- 50

m 高い緩傾斜の丘 陵である。 西 側は南 ア ル プ ス や 八 ケ 岳の雨 水を集めて 流れる釜無川 に 削 られ

て 急 崖 と な ってお り 、 東か ら 南はゆるやか に 盆地へ と 傾斜している。 こ の 台 地 上の 古 墳群は、

こ の ゆ るやか な 斜面 に 分布 してお り 、 第 1 図の よ う な 古墳群の う ち 、 3 、 4 な どが現存する。

本 墳は北巨摩郡双葉町下今井 に 在 って 、 標 高330 IDの 小 丘 頂上 に 立地している

第 2 節 地 理 的 ・ 歴 史 的 環 境

甲 府盆 地西部 には秩父 山地西部の水を集めて 流れ出 す荒川があ り 、 その名が示す と お り 、 盆

地中央部 に た び た び水 害をも た らした暴れ河川である。 こ の流 域 に は、 県下の 後 期 古 墳を二分

する よ う な 、 大 規模 な 古 墳 や 古 墳群が発 達している。 特 に 、 甲 府 市湯村 に ある万 寿 森 古 墳 、 加

牟那塚 古 墳 、 敷島町大塚 、 双葉町ニ ッ 塚 な どは、 石室規模が8 mを超 え る な ど注 目 すぺき 勢力

の存 在を想定 さ せ る。 荒 川をはさ んで二分 される古墳群が同 一豪族か 別 な のかは今後の検 討材

料であるが、 特 に 、 すで に 発掘調査を実施した ニ ッ 塚 古 墳 群は中央道建設 に 伴 って 、 馬 具 、 武

具 な ど秀逸 な遺物が出 土している点で、 本墳を考え る上で重 要 な 資料である。
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第 2 図 無名墳 （ き つ ね 塚） 現況図
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第 3 図 無名墳 （ き つ ね塚古墳） 周 辺地形図

第 III 章 古 墳 の 概 要
第 1 節 墳 丘

赤坂台上の起状は、 標 高の高 い 350 m- 360 m あたりでは、 比 較 的 な だらか な 傾斜 であ る が、

台端部、 特に西側 の傾斜をもつ面 では、 小丘が目立ち 、 凹 凸 が各 所に見 ら れ る 。 本 墳の立地す

る 小丘も、 直径 70-SO m 、 周囲か らの高 さ 9 m の丘で、 更にす ぐ 西にも細 長 い 丘が並ぶ。

本墳は調査前には雑木や葛の密 生 し た雑種地で、 立入りが困 難 な 程であ っ た。 地表には挙大か



A' I 

亨

。

。 5m  

第 4 図 無名墳 （ き つね塚） 墳丘石積平面図

ら 人頭大の礫が積み上げ ら れ、 あたかも積石塚のよ う な状態であった。 この地方の地表は礫よ

りも岩石の風化 し たよ う な粘 土が表土を形成 し ており 、 通 常の礫は安 山 岩の小 粒 と なっている

ので、 そ れを畑か ら 投げて積んだ と し ても 、 これ程の規模には 到 底な ら ない。 従 って、 人 工 的

な築造物 と し て認識 し 、 発 掘調 査対象 と し た。

墳丘上の礫の範 囲は 、 南 北20 m、 東 西 30 m で、 最初の段階では古墳 築造時の正確な範囲は把

握できなか っ た。 従 って、 墳 丘 測 塁を行 う 為 、 上面 の不要小礫を除 去する作 業か ら 着 手 し 、 墳

丘 規模、 石 室位置の検 出 に努めた。

この結果、 石室はほ ぼ 南 北に主 軸 を持つ、 横穴式 石 室で、 前庭部は 開 墾 によって完全に削 除

されてはいるが、 石 室 閉 塞石の一部が残存 し 、 西 側 側 壁の全部、 東 側 側 壁の 南 半 分、 奥 壁 の
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第 6 図 無名墳 （ き つ ね塚） 墳丘断面図 • 石 室 内 遺物 出 土位置図



一部が確 認された。 又 、 墳 丘も 土石 混合によって盛り上 げ られ、 墳 丘保護の為に2 段の石 積が

周 囲を巡 ってい る。 1 段 目の 石 積は墳 丘中央より半 径3 . 4 m の 円 で造られ、 2 段 目 の 石 積は半

径5 m の 円を描 く 。 3 段 目 の 石 積があったかど う かは、 断面 観察 でも判 断 できなかったの で、

墳 丘の基礎は2 段 目 まで であ ろ う 。 し か し 、 当 初の石室高が1 .5 -2 m はあったであ ろ う から、

墳 頂部 での盛土肩は3 mにもなる。 周 囲の地形 と 比 べる と 、 直 径10 m の 基 礎 で3 mの墳 丘（周

辺からは更に 高 く 4-5 m と なる）を支えるのは困 難 である。 従 って、 何らかの 形 で3 段 目 の

墳端保護施設が存在 し たもの と 推定されるが、 後世の耕作によって除去 された と 思 う 。

第 2 節 石 室

無袖 長方形を呈 し た石 室は完全に残ってはお ら ず 、 西側側 壁は3 段 目 より上の 石 積 と 、 閉 塞

石 付 近より南 側が破壊され、 東 側 側 壁は2 段 目 以上 の側壁 と 、 中央部より北 側が除 去されてい

る。 奥壁はわずかに数個の石が残るだ け である。 現存 し た規模及び構 築方法は次の と お りであ

る。

西 側 側 壁は南 北 長 4.8 m 、 高 さ85 cm の 範 囲 に 、 安 山岩 割 石を横口 積 で3 段に積 ん で い る。

横 口 面 は 巾60-80cm、 高さ30- 40crnの立方体割 石を互 目 積に し てい る。 持 ち 込りはあまり見 ら

れな いが、 最 上 部の側 石が若干 内 側に入り込 ん で い るので 、 3 段 目 か ら上が持 ち 送 ら れてい た

ものであろ う 。

東 側 側 壁の 石は不揃 い な 大き さ で 、 高さ20cm 、 巾50cmの 立方体のもの、 高 さ60cm 、 巾80cmの

不 整 形の 石 等を組み 合わせて造 られ、 石 積は1 段ない し2 段 である。 側壁残存長約 4 m である。

こ の最 南 端の 石 は羨 門の 石 と 思われるものであるか ら 、 本来の石 室長は6 .5 m 位であった。 石

室の幅は、 石 室中央で2 .5 m 、 入口部に近 い 所 で2 .25 m である。

奥 壁は礫を積 んだもの で 、 板状 石の広口面 を使用 し た奥壁 と は異なる。 石 材は不揃 い で 、 30

cm 位の角 礫 や60cmの割 石 角 礫を使用 し ている。

こ の こ と か ら 、 壁面 で 最も材を吟 味 したのが西 壁 で 、 奥 壁は最も 簡 単に作 ら れて い る。

石 室床面 は小礫が敷き 詰めら れてお り、 閉 塞 石 内 側より2 ID 位までは、 5 - 10cmの小礫が多

く 、 更 に その 内 側1 .5 IDの範囲は、 10-20cmの角 礫 、 そ こ か ら 奥壁までは20-30cmの板状 角 礫

が多 く 用 い ら れる。 なお 、 奥 壁か ら 1 .5 m 南には、 石室を南北に仕切 る石 列が並 ん で いる。 こ

の 仕 切 石は巾20cm 、 長 さ 40-50cm 、 高 さ20-30cmの板状 石を横長に使 用 し てお り、 石 室を二分

する区 画線を形 成 し てい る。

こ の礫床は、 地山面 よりも 若 干 上層 に造 られてい る こ と か ら 、 石室の構 築 順 序を次のよ う に

想定する こ と ができよ う 。

①自然小丘の頂部を平 垣に整形する。

②西側 側 壁の 基 礎施 工

® 東 側 側 壁 、 奥 壁の基礎施工

④ 墳 丘保護 列石の構 築
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第 7 図 無名墳 （ き つ ね塚） 出 土遺物 ( 1 )
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第 8 図 無名墳 （ き つ ね塚） 古墳出土人骨 • 鉄製品



® 石 室 ・ 墳 丘の石 積

⑥ 石 室内敷石の敷込 み

第 3 節 遺 物 の 出 土 状 況

石 室内の出 士遺物には鉄鏃 、 金環 、 刀子 、 土器（ 土師器 、 須 恵器）、 玉 類 、 古 銭などが出 土

しているが、 はと んどが礫床上面 あるいは礫床中よ り 出 土している。 こ の う ち 玉 類 は石室北 半

分に集中してお り 、 1 4 点中12 点が北側 、 2 点が入口部よ り 出 土し た 。 鉄鏃は石室南半分か ら 大

部分が出 土している。 しかも 、 西壁お よび閉 塞石に接した所か ら の出 土である。 金環10点は石

室の は ほ中央に集中してお り 、 特に中央西壁寄 り が多 い。 刀子は鉄鏃と同 様に石室南側3 分の

2 に分布 し、 土 師器 、 須恵器等は南半分に分布 する。 こ のよ う に玉 類 を除いた他の逍物はほ と

んど 石 室中央部か ら 南 側で西壁 側に分布 域がある。 仕切 石の北側が棺床部であったと すれ ば 、

副 葬品も こ のあた り に 多 いはずであるが、 遺 体 と 副 葬品は別々に置か れ たと い う こ と であろ う

か。

第 4 節 出 土 遺 物

l 、 2 は内 外面 に黒色タ ー ）レの付着した 士師器 坪で 、 2 点と も 小 片である。 底部外面 はヘ ラ

削 り 後 ヘ ラ磨きで、 口 縁部は内 外面 と もに横 ナ デ整形 さ れる。 口 唇は外傾し、 体 部中央で段を

もつのを特徴と する。 内面 に黒 色タ ー ルが多 く 付着し、 器面 には剥離が見 ら れる こ と か ら 、 燈

明皿と して使 用 さ れ た 可 能性がある。

3 は須 恵器 坪であ ろ う か。 小 片で明確ではな く 、 坪 蓋の可 能性もある。 4 は聰体 部で、 体 部

下 半は回 転 ヘ ラ削 り 、 中央部は横 ナ デ 、 上 部には沈線が1 本巡 ら さ れている。 5 も趣の底部と

思われる。 6 は須恵器の台 付壷底部片である。 7 、 8 は聰 D 縁 、 頸部であろ う か。 9 は灰 色の

瓦器質胎 土をもつ 円 筒 形 土器で 、 あるいは新しい時期のものであるかもしれない。

10は滑 石 製紡錘車である。 直 径 4 cm 、 高さ1 .8 cmの円 錐裁頭 形を呈し、 上 下面 には放射状 に

微 細 な刻線文が施さ れる。

1 1-20は金環 である。 22-26 は碧玉 製 管玉 で、 片 側よ り 穿孔している。 長さ3 cm 前 後 、 直 径

l cm-1.3 cmの太 さである。 2 7-39 は33 、 3 4 を除いて土製の練玉 で黒色を呈する。

40- 48 は人 骨で 、 40は大 腿 骨 部であろ う か。 他は細 片で部位は不明である。 又 、 専 門 家の鑑

定も経 てい ないので性 別 、 部位、 年令等については、 今後の課題と してお き た い。

49-62 は鉄鏃で、 分類 すると6 -7 種類 に分けられよ う 。 49 は広鋒 両 丸 造棘 箆 被三 角 形 式 、

50は箆被平造腸扶柳葉式、 5 1 、 52 は広鋒両丸造棘箆腸扶三 角 形 式 、 53-57 は 棘 箆 被 片 関 片 刃 箭式 、

58 は片丸造棘箆被 酪 箭 式で、 59-62 は形式不明である。

6 3-68 は刀子である。 いづれも 両 関で、 68 が 目 釘穴を有する他は、 柄 部に木質 、 糸 巻跡など

が観察 さ れる。
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第 N 章 ま と め
赤 坂 台 古 墳 群 の う ち 、 中 央 道 建 設 に 伴 っ て 発 掘 調 査 さ れ た 古 墳 は 、 双 葉 町ニ ッ 塚 l 号墳 、 双

葉 古 墳 2 号 墳 、 竜 王 1 号 墳 、 2 号 墳 な ど で あ り 、 竜 王 町 地 内 の ニ ッ 塚 2 号 墳 は す で に 削 平 さ れ

て 、 周 溝 も 残存 し な か っ た 。 こ れ ら の 他 に 敷 島 町 大塚 が 、 町教育委員 会 に よ っ て 昭 和 57年 に 部

分 的 発掘 調 査 及 び 測 量 、 実 測 が行 な わ れ 、 昭 和6 1 年 に は 竜王 町 き つ ね 塚 古 墳 が 、 町 教 育 委 員 会

山 梨学 院大学十菱教授 に よ っ て 発 掘 調 査 さ れ て い る 。 こ の こ と に よ っ て 赤 坂 台 古 墳 群 の 様 相 は

大 部 こ ま か く 理 解 で き る よ う に な っ て き て い る 。 こ の 地 方 と は 若 干 様 相 の 異 な る 盆地 東 部 の

荒 J l l の 左 岸 、 湯 村 山 と の 間 に 位 置 す る 加牟那塚古墳、 万 寿 森 古 墳 の 石 室 と 対比 し な が ら 、 こ の

様 相 を 述べ て お こ う 。

加 牟 那 塚 古 墳 は 県下 で 2 番 目 に 大 き な 規模 を 有 す る 横 穴 式 石 室 を も つ 古 墳 で 、 甲 府 盆 地 北 西

部 の 荒 J I I 左 岸 の 扇 状 地 上 、 標 高 2 9 5 m に 位 置 す る 。 現 町 名 及 び所在地 は 甲 府 市 千 塚 三 丁 目 7

番 地 で あ る 。 墳 丘 の 直 径 は 約60 m の 円 形 を 呈 し 、 高 さ 約 7 m 、 石 室 全長 1 6. 75  m 、 奥 壁 巾 3. 3 m 、

羨 門 巾 1 . 75 m 、 玄 室 長 9.38 m 、 玄 室入 口 巾 2. 2 m 、 玄 室 高 3. 2 m の 規模 が あ り 、 石 室 は 右 片 袖

型 で あ る 。 墳丘上 か ら は 埴 輪 （ 円 筒 、 太 刀 、 楯 、 馬 形 、 武 人 ） 破 片 が発 見 さ れ 、 石 室 内 か ら は

須 恵 器 、 丸玉 な ど が 出 土 し て い る 。 こ れ ら の 資 料 か ら 本墳 の 築 造年 代 は 6 世 紀 後 半 の 年 代 が考

え ら れ て い る （ 第 9 、 1 0 図 ）

こ れ に 先 行す る と 推 定 さ れ て い る 万 寿森古墳 は 、 加 牟 那 塚 古 墳 よ り も 東 へ 約 1 km の 湯村 山 南

裾 に 位 置 し て い る 円 墳 で 、 南 に 開 口 す る 両 袖 型 横 穴 式石 室 を も ち 、 石 室 長 1 4. 2 m 、 玄 室 長 7. 9 

m 、 奥 壁 2.44 m 、 高 さ 3. 3 m で あ る 。 奥壁か ら 側 壁 は 河原 石 の 乱 石 積 で 構 築 さ れ て い る 。 出 土

遺物 が無 い の で 石 室 構 造 か ら 判 断 し て 加牟那古 墳 よ り 右 手 の 年代が想定 さ れ て い る 。

こ れ ら 荒 川 左岸 の 大 型 古 墳 群 に 対 し て 、 荒 J I I 右 岸 で は 1 0 m を 超 え る 規模 の 横 穴 式 石 室 を 有 す

る 古 墳 は 存在 せ ず 、 最大 の 双 葉 町 ニ ツ 塚 1 号墳で も 9. 1 m で あ る 。 又 、 双 葉 町 、 竜 王 町 に 含 ま

れ る 赤 坂 台 古 墳 群 は 、 無 袖 型 長 方 形 の 横穴式石室 を 有 す る も の が 多 く 、 加 牟 那 塚 古 墳 や 万 寿 森

古 墳 と は 若干性格 が異 な る か も し れ な い 。 し か し 、 敷 島 町境 の 大 塚 古 墳 は 左片 袖 型 石 室 と 推 定

さ れ左 岸 の 古 墳 群 と 関 係 が 強 い 可能 性 が あ ろ う 。 本 無 名 墳 （ き つ ね 塚 ） は こ れ ら よ り 後 出 で あ

る こ と が、 出 土 土 師 器 ・ 須恵器 の 編 年 観 か ら 推 定 さ れ 、 7 世紀前半代 に お く こ と が 可能 で あ ろ

つ 。

い づれ に し て も 、 こ う し た 古 墳 群 の 石 室 構 造 及 び 出 土遺物 を 詳 細 に 対照 し て 各 古 墳群 の 成 立

基 盤 を 探 る 必 要 が あ ろ う 。 特 に 赤 坂 台 古墳群 は 消 滅 し た 古 墳 が 多 い の で 、 現 存 す る 古 墳 の 調 査

と 保存 が望 ま れ よ う 。

（参考文献）
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大 塚 古 墳 敷島町教育委員会 1 986 

（註）
(1 l 加 牟那塚 古 墳の実測 図は昭和45 年12 月 に石室入口部修理に先行 し て測 量 し たもので、 青 山

学院大学教授吉田章一郎先 生の 御 指 導のもと に文化財主事末木健及び明治 大学学 生が作業を

行った。

(2 ) 本古 墳の報告にかかる図面 整理は、 宮沢公雄（現山梨文化財研究所第 1 研究室長）と 末木

が行った。
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